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昭和 35 年 度 日 本 冊 石 鉱物 鉱床 学会 評議 員 候 補 者 の 推薦 に つい て 本 誌 別項 に 報告 の 
よう に 本 会 34 SERRA ROC, 会 則 変 更 が 承認 され まし た の で , 新 会 則 人 第 15 及び 
第 17 条 に より , 昭和 35 年 度 会 長 及 び 評 議員 候補 者 の 推薦 を 次 の 要領 で 受付 け ま す 。 


1. 会 長 及 び 評 議員 候補 者 は 正会員 5 名 以上 の 連名 に より 推薦 され る こと を 必要 と す 
Bo 

2. この 推薦 届出 は 3 月 20 昌 迄 に 仙 合 市 片平 丁 東 北大 学 理学 部 内 本 会 宛 , 書面 を 以 
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科学 技術 の 推進 方 策 に 関す る アン ケー ト 科学 技術 会 議 研究 分 科 会 で , 科学 技術 の 各 
分 野 に お ける 10 年 後 を 目標 と し た 研究 の 推進 方 策 に 関す る アン ケー ト を , 広く 識者 の 
意見 を 求め て いる か ら , 関心 の ある 方 は , 文部 省 大 学 学術 局 学 術 課 気付 , 科学 技術 会 
第 3 (研究 ) SRAM, アン ケー ト 用 紙 を 申込 ん で 下さ い 。 
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Struktur un Eigenschabten der Kristalle. Von Helmut G.F. Winkler. 
本 書 は 結晶 構造 と 物理 的 性 質 の 開 係 を 詳し く 述 べた 興味 深い 著述 で ある 。 FeO He a AD 
学 の 根本 概念 を 論じ た 後 , 結 品 構造 と 性 質 に つい て , (I) ARES, (1) へ テロ ポー ラ 
fi» (2) ホモ ポー ラ 結 合 , (3) 中 間 結 合 , (4) 金属 結合 , (5) ファ マン デル ワ ー ル スズ 結 
合 , (6) 水素 結合 , (Ul) 類 質 同 像 と 同質 多 像 , (1) 類 質 同 像 諾 係 (a) Typie, (b) 混 
曲 生成 , (マタ) 同質 多 像 , (3) Polyrypie, (III) 理想 結晶 と 現実 結晶 を 詳し く 述 べ , 理 
に 性 質 と 結晶 構造 の 項 で , BURL 圧縮 性 , SUE, 光学 的 性 損 , GE, 敵 闘 等 を 結晶 
構造 か ら 分 り 易 く 説明 し て いる 。 本 書 は 録 物 の 物理 化学 的 性 質 に 興味 を 持つ 者 に 有 浴 で 
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丹波 山地 の 二 三 の マン ガン 鉱床 より 産 す る 重 唱 石 * 


Barites from some manganese ore deposits 
in the Tanba mountain region 


文 ** (Toyofumi Yoshimura) 
=** (Mayumi Yoshinaga) 


Ot Oth 


At fle 


Abstract: Barites, beautiful green in color, were found at several 
manganese ore deposits in the Tanba mountain region, Kyoto Prefecture. 
They occur as isolated grains or minute veinlets in so called massive 


“chocolate’’ ores. 
Some mineralogical properties of a specimen from the Kihata mine were 


determined as follows : 
GAA (LOeC) 
Nx=1.636, Ny=1.637, Nz=1.646 
Nz—Nx=0.010, (+)2V=39° 
The results of chemical analyses and an X-ray diffraction analysis are 


shown in Tables 2 and 3. 


1. 緒 言 

重 品 右 は 一 般 に 広く 金屋 鉄 床 中 に 産 す る が , マン ガン 鉄 床 に る 展 々 認め られ る 。Swit- 
zerland の Gonzen の 鉄 床 で は マン ガン 酸化 物 あ る い は 談 酸 マ ン ガ ン 鉄 中 に 不 規則 な 小 
灯 叉 は 細 脈 と し て 含ま れる こと が Epprecht に よ つ て 報 ぜ られ て いる リリ 。 ま な た South- 
West Africa の Otjosondu の 鉄 床 よ り 細 脈 状 あ る い は 粒状 の 重 品 石 が 報 ぜ で られ て お 
り , ブラ ウン 鉄 を 主 と す る マン ガン 鉄 床 に 接触 し て いる 花 賠 岩 中 に も 重 品 石 の か な り 大 
きい も の が 見 出さ れ て いる 9 。 本 邦 の マン ガン 銚 床 に も 重 品 石 を 産出 する 例 は 諸 所 に 認 
め て いる が , 重 品 石 は 特別 に 多量 に 含ま れる 場合 が な い の で 深く 問題 と され ず , 研究 の 


* 昭和 32 年 10 月 山口 大 学 に お ける 日 本 地質 学会 西日本 文部 例会 で 一 部 講演 
** 九州 大 学 理学 部 地質 学 教 密 

1) Epprecht, W.: Beit. Geol. Schweiz., 37, 1946. 

2) de Villiers, J.E.: Trans. Geol. Soc. S.Africa, 54, 95, 1951. 


2 岩石 鉱物 鉄 床 学 会 誌 


行わ れ た 例 も 稀 で あぁ る か ら こ こ に 報告 する こと に し た 。 

バリ ウム は 地球 化学 的 に マン ガン と は 密接 な 関係 を も つ 元 素 で , Ba-K-Mn の 元素 共 
生 は Ca-Na-Fe の 元素 共生 と 色々 の 点 で 好 対 照 を な し て お り 興 味 の 深い も の で ある 。 
マン ガン 鉄 床 に お ける Ba-K-Mn の 共生 関係 の 例 と し て は 次 の 様 な も の が ある 。 

(1) SSY9LBBELT 含 バ リウ ツウ ム 水 長石 (barium-adularia), ハイ アロ フェ 
ー ン (hyalophane) 又は セル シア ン (Celsian) と し て マン ガン 鉄 床 中 に 含ま れる 。 HB 
に 珍し い の は AGI BU ZIRE (kasoite)Y CHS. AABKIUDYNULS AE 
で 著しい バリ ウム 長石 類 の 産出 を 見 て いな い 。 野田 玉川 鉱山 に は 多量 の アル カリ 長 AE 
産 す る が , バリ ツ ム の 量 は 微量 で あぁ つた 。 

(2) BRBELT 主として 真名 子 型 の マン ガン 録 石 中 に 産出 する 。 本 文 に 述べ る 丹 
波 地 方 に 最も 著しい が , 他 地 域 の 鉱山 に る も その 例 は 多く , 真名 子 型 鉱床 の 過半 は 重 品 右 
を 伴う 。 容 内 型 の マン ガン 鉄 床 に も 重 品 右 は 頻繁 に 伴 つ て 来る 。 し た が つて 真名 子 型 と 
実 内 型 の 中 間 性 の 鉱石 に 重 品 右 の 産出 が 多く , Nt ad MROMRERTER MRA メ 
ント 石 (bementite) CHA. 微粒 の テ フ ロ 石 , Bev AVRRERA ~2vbAEeE 
つて 極め て 細 尊 統 密 の 鉄 石 と し て 産出 する 例 が 多い 。 Ba-K-Mn の 共生 か ら 見 て , この 
mekwyrh KO を 含み 得る の は 席 ち らく ベ メ ント 石 で あろ う 。 し か し 今日 まで に 判明 し た 
と ころ で は この 種 の ベ メ ント 石 に は KO の 谷 量 が 少量 に と ど ま る 様 で ある 。 こ の 点 に つ 
いて は ベ メ ント 夏 に 履 々 少量 傘 う セリ サイ ト 様 鉄 物 を 重要 視 す べき で ある ろう 3 。 

マン ガン 方 解 石 , イネ ス 石 を 主 と す る 静 輝 型 鉱床 に も 重 唱 石 は 多量 に 伴う 3 。 こ の 場合 
に は K,0 は セリ サイ ト と し て 多量 に 共生 する の で あぁ る が この KO USBI KTS 
と 考え る べき 場合 が 多い で あろ う 。 区 狩 型 へ の 変化 を さら に 進め て 行く と 黒 鉱 に な る が , 
黒鉄 に 伴う 宣 上 唱 右 は 多量 で 又 普 遍 的 な も の で ある が マン ガン と な る と 産出 も 稀 と な り 量 
も 少な い 。 

(3) 酸化 マン ガン 鉱 酸化 マン ガン 鉄 の 時 期 に な る と Ba-K-Mn OFAN HY 装 
に な る の で , potash-psilomelane, barium-psilomelane 等 の 鉱物 が あげ られ る 。 そ れ 
ら ほ ど 多 量 の KO や Bao を 含ま な いで も 酸 化 マ ン ガ ン 鉄 の 分 析 に KK20, BaO yx 
VFN, ERANCOCRBEO AE MBUOODCHS 

マン ガン 鉱床 産 の 重 卓 右 は 一 般 に 無色 又は 白色 で , MARIGCRI AC LURCA SD, 時 
に は 板 状 唱 も 認め らち れる 。 先般 筆者 等 が 京都 府 船 井 郡 下 の マ ン ガ ン 鉄 床 を 調査 し た 際 二 
三 の マ ン ガ ン 人 鉱床 より エメ ラル ド 『 ド 緑色 の 重 唱 石 を 控 集 する こと が 出来 た 。 船井 RAS 
生 畑 鉱山 の この 種 の 緑色 重 品 右 に つい て は 比較 的 多量 の 試料 を 得 た の で X BBE, 
化学 分 析 等 を 行う こと が 出来 た 。 他 の 鉄山 の も の に つい て は 定性 化学 試験 お ょ び 光学 的 
改 賀 まり 宇品 有 有 で ある さと を 決定 た 。 


2. 産地 及び 産 状 


京都 府 丹波 地方 は その 大 部 分 が 秩父 古 生 層 より な り , その 中 に は 極め て 多数 の マン ガ 
YEAR LCC, 本 邦 で も 重要 な マン ガン 鉄 産 地 と し て 知ら れ て いる 。 SHH 


=I 
Ha 


1) 吉村 豊 文 : HEHE, 43, 877.910, 1936. 
2) 吉村 豊 文 : ARO YA YORK, 136138, 1952. 
3) FNSM : AROVY AYO, 35 及び 42, 1952. 
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石 を 見 出し た 船井 郡 東 部 は 特に マン 
TVBRODARE CHS. BG 
を 産出 し た 鉱山 は 船井 郡 日 吉 町 生 畑 
SAIL, 弥 谷 鉱山 , SSK, 地 堂 鉄 
I, 道 奥谷 鉄山 で ある 。 こ れ ら の 位 
置 を 第 1 図 に 示し た 。 ど の 鉱山 る 四 
辺 の 地質 は 秩父 古 生 層 に 屋 す る 千 枚 
2s, HRCA TEL Bema 
ERBKYV RS. GRILL CHK 
粒 の 姜 マ ン ガ ン 鉄 より な る 真名 子 型 
の 炭 マ ン 鉱 石 で ある 。 高 品位 の 伝 石 
UGG ay SA GIN, Sexe eo 
Che PETS. MABMALETS 
の は 特に この 高 品 位 の 部 分 に 多い 。 
HEV ERIO NSB, F 7 UGE 
oe 

SEED — EBC US A O EKA 
く 現われ , 特に 鉱床 の 肥大 部 に は 大 
SW Rau NTH, F7UG, マン ガン 作 石 を 産 す る 。 BRORICMYST SMAI 
ブラ ウン 鉄 , ベ メ ント 石 が 現われ 富里 型 の 傾向 を 加味 し て 来る 。 これ ら の 部 分 に 伴う 重 
上 醒 石 は むし ろ 稀 で その 色 は 無色 又は 灰色 で ある 。 

緑色 重 品 石 は いずれ の 鉄山 に お いて る も 釣 石 中 に 径 3mm LL FORA Miah 0.5~1.0 
mm の 細 脈 を な し て 産 す る 。 脈 状 を な す 時 も 一 般 に 連続 性 に 逐 し く 数 cm 以内 で 脈 の 両 
端 は 消滅 する 。 脈 状 に 見 える も の る 数 箇 の 重 品 石 結晶 の 集合 で ある こと が 多い 。 


3. 物理 的 性 質 

AGMMNLAT AIGRE DS, 一 般 に は 無色 で ある が 時 に 緑色 , 展 々 美しい エメ ラル ド 
緑色 と を も つこ と は 上 述 の ご と く で あぁ ある 。 生 畑 鉄山 の も の は 局部 的 に 淡紅 fe BT Si 
LHS. BMA, Kk. 青 , 紅 , 福 色 等 を 呈す る 例 と し て は 帳 満 洲 国 錦州 省 ト ムトウ ツキ 
旭 鉱 山 の も の が 知ら れ て いる リリ 。 PALE SAMA Switzerland の Binnenthal?), 
England の Frizington®) 邊 に 産 す る こと が すでに 報告 され て いる が , 一 般 に 極め て 
CHV, こと に 我国 で は まだ 産出 例 を 聞か な い 。 生 畑 鉄 山 の 緑 色 重 HAM lg を 拾い 
集め て 試料 と も た 。 

本 鉄 物 は 一 般 に 脆弱 で あり , メノウ 乳鉢 で 容易 に 粉砕 出来 る が , SOB 硫黄 臭 に 似 た 
臭 を 放つ の が 特徴 的 で ある 。 比 重 尊 で 測定 し た 比重 は G=4.1 (10°C) FRU. HFEF 
数 より 計算 し た 重 品 石 の 理論 値 G=4.49 に 比 す る と か な り 低 い 値 を 示す が , これ は 後述 


1) AFSSe > 鉄 物 と 地質 , 1, 20, 1946. 
2) Solly, R-H: Min. Mag., 14, 190, 1907. 


3) Sweet, J.M: Min. Mag., 22, 257, 1931 
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第 2 図 する よう に 分 析 結 果 が BaO + SO; 
= 90.06% を 示し , Rib <¢ ABEHSE 
な か つた 不純 物 の 混在 及び CaSO, 
成分 の 含有 に よる 比重 の 低下 と 療 え 
られ る 。 
Az ASK ZED BB ih O SABE FD 
AY IVF EBARCRLURo EPC 
は 無色 透明 で あり , 二 方 向 に 明瞭 な 
忌 開 が 殆ど 直角 に 近い 角度 を な し て 
発達 する 。 生 畑 鉱 山 産 の も の に つき 
測定 し た 光 軸 角 は (+) 2V=39° を 
得 た 。 分 散 法 に より 測定 し た 屈折 率 
を 他 の 数 鉱山 の 重 品 石 に つい て 測定 
L7G ¢ ECHL LK 生 
KH SK | DO Hf A lk Winchell の 
Optical Mineralogy jipmto N、 
) ! ip 1.636, Ny=1.637, Nz=1.648 に 
. 8 , Rie よく 一 致す る が 他 の 四 鉄 山 の も の は 
ER 一 般 に や ゃ 高い 屈折 率 を 示す 。 


Ble 緑色 重 品 石 の 屈折 素 


1 2 3 A | 5 

ff TRAY —TRIE RIVER ROR TK ii 

Nx 1.636 1.638 1.639 1.639 1.638 
Ny 1.637 1.642 1.643 1.642 1.643 
Nz 1.646 1.652 1.652 1.652 1.652 
Nz—Nx 0.010 0.014 0.013 0.013 0.014 


1… 生 畑 鉄 山 , 2… 玉 岩 鉄 山 , 8. -PRABKI, 4B, 5. FBR eee I 


4. 化学 的 性 質 及 び 化 学 成分 
ASN TEIN AERIS CHRD Ba HAIER R LI LIRBL ERB 
ZAK CL eA bv RAE BAS LI 
Fit HC] Music XW AES Z PeMRME, 酸化 物 を 出来 る だ け 除 いた 試料 に つき 化学 分 析 
を お こなつ た 結果 を 第 2 表 に 示す 。 Ca と Ba, Sr, 及び Ba と Sr の 分離 は 垣 花 秀武 の 
BUN に し た が つた 。 化学 成分 の 比較 の た め に 重 品 石 の 理論 値 及び Ca の 多い 重 品 右 の 
例 と し て Czechoslovakia の Kladno 産 無色 重 品 石 の 分 析 値 3 を 億 記し た 。 分 析 結 果 よ 


1) Winchell, A.N.: Elements of Optical Mineralogy, II, 150, 1951. 
2) 木村 健二 郎 , 植田 鍼 ( 編 ) : 稀 元 素 の 化学 分 析 , 43 及び 46, 1949. 
3) Jezek, B.: Zeitschr. f. Krist., 53, 546, 1914, 
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) BaO & SO, で BaSO, 第 2 表 AMOK PERE TBO SATE 

を 作り , BRD SO。 と CaO 1 2 3 

TG CaSO, FLO? LO 

Bor: CaO RU thom 。 2.60。 hh = = 

分 SiO。, MnO, Fe,0, 等 Fe,Os | 3.01 i as 
MnO 0.69 es oe 

(LA k OR BDL CaO 2.81 1.62 — 

A A ut) bus eceh Gis 0 

a . . . 

あぁ る 方 解 石 , 石英 , ARB, SrO none = alt 

eS ey SO; 32.10 33.93 34.30 
Ig.loss 1.86 — = 

た 。BaSO。 及び CaSO, の 

mol% を 計算 し た 結果 Ba Total 99.64 99.82 | 100.00 

ee oso LSC RERASE BA LB 

を 得 た 。 Kladne 産 の Ba 2... Kladno, Czechoslovakia 

SO, 97.8%, CaSO, 2.29% 3 … 理論 値 


に くら べ て や や Ca の 多い 

重 品 石 で ある 。 BaSO』。-CaSO。 は 不 完全 固 深 体 系 列 で , 混 晶 を 作る 成分 の 割合 に は か な 
り 和 制限 が ある 。Grahmann の お こなつ た BaSO,-SrSO,-CaSO, AIO BAwy HE VY vz 
よれ ば , BaSO, と 混 品 を 作り 得る CaSO, kK 6% で あぁ る こと が 知ら れ て いる 。 


5. 文 線 粉末 号 真 


生 畑 鉱 山 の 試料 を 用 いて X 線 粉末 写真 を 撮影 し た 結果 を 第 3 表 に 示し た 。 対 陰極 は Fe, 


第 3 表 生 畑 鉱山 産 緑色 重 品 右 の ※ 線 粉末 廻 析 表 
1 2 
I d (A) d (A) I d (A) I d (A) 
ww 4.35 ww 1.92 0.26 4.35 0.05 1.92 
Ww 3.88 Ww 1.85 0.25 3.89 0.15 1.85 
V 3.57 ww 1.76 0.10 3.57 0.08 1.74 
S 3.44 W 1.67 0.63 ‘3.44 0.15 1.67 
M 3.32 Vv 1.62 0.35 3.31 0.08 1.63 
S 3.10 Vv 1.59 0.63 3.10 0.10 1.58 
M 2.83 Ww 1.53 0.40 2.83 0.25 1.52 
M 72 ww 1.47 0.45 By pe 0.07 1.465 
Www 2.47 Ww 1.42 0.15 2.47 0.20 1.420 
ww 2,32 Vv 1.26 0.10 2.31 0.18 1.255 
ww 2.20 ww 1.19 0.15 2.20 0.08 1.190 
SS Slt 1.00 2.10 0.13 1.093 
ww 2.05 0.10 2.04 0.05 1.028 
1 … 京都 府 生 畑 久 山 産 重 品 石 2… AT BaSO。 


SS ... very strong, S... strong, M .. medium strong, W --: weak, 
WW ... very weak, V ... barely visible 


1) Grahmann, W.: N. Jahrb. f. Mineral., 1, 1, 1920. 
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フィ ルター は Mn, 半径 28.65mm の ヵ カ メラ を 使用 し た 。 比 較 の た め に 掲げ た 人 工 BaSO』 
の 粉末 線 り と ょ い 一 致 を 示し , CaSO, 成分 合 有 に よる 差異 は 認め られ な か つた 。 


6. 緑色 重 品 互 の 色 に つい て 


重 品 右 の 色 の 原因 に 関し て は 旧 満 洲 国 加 鉄 山 産 の 淡紅 色 , HE, Ket 2TS9O 
TL TRA ANAM BSW, 化学 分 析 結 果 は も と より, 分光 分 析 の 結果 に も 大 し た 
差異 は 認め ちら れず 未 解 決 の まま 残さ れ て いる 。 

波 山地 の 重 品 石 の 緑色 の 原因 に つい て は 今回 得 ら れ た 結果 か ら は 判断 し 難い 。 た だ 
粉 析 の 際 に 特徴 的 な 硫黄 臭 を 放つ っ 現象 は 先 に 筆者 等 が 長野 県 八木 沢 マ ン ガ ン 鉱 山 産 の へ 
ル ペ バイ ト (helvite) 3 に お いて 認め た と 全く 同様 な 現象 で ぐ で ある る の で , ヘル ペ バイト に つい て 
お こなつ な た Gruner OF) に し た が い 硫 黄 の 検出 を 試み た 所 , H,SO,-As,O, 処理 に 
ょ っ て 直ちに As2S。 を 生じ る こと を 知 つ た e し か し 生 畑 鉄 両 の も の に つい て 分 光 分 析 を 
お こなつ た 結果 Be は 微量 成分 と し て 存在 する 程度 で ある こと を 知 つ た の で ヘル バイ ト 
DOYS LAR LUBA LNA. MEBMATH 1000°C に 1 時間 加 熟す る と 脱色 
し て 無色 と な り , 又 加 熟 後 の 試 料 つ いて Gruner の 量 色 試験 を お こなつ た 所 AszS。 は 
検出 され な か つた 。 し た が つて 硫酸 根 以 外 の 形式 で 硫黄 が 存在 し , それ が 緑色 の 原因 に 
な っ て いる と 巻 浴 られ る 。 

へ ヘル バイ ト は Td* の 容 間 群 に 属し , 方 ソー ダ 石 と 同じ 結 品 構造 を と る こと が Pauling 
に よ ょ っ つて 確 め られ て お り , 桐山 良一 に よれ ば 方 ソー ダ 石 の 青色 の 原因 は 含有 する 塩素 の 
結合 に 特異 性 が ある た め ら し い 9。 ヘル バイ ト の 結 品 構造 は 方 ソー ダ 石 の 塩素 に 相当 する 
位置 を 硫黄 が 占め て いる の で 硫黄 の 結合 に 特異 性 が あり , これ な 色 の 原因 に な つて いる 
と 巻き て よさ そう で ある ?% 

重 品 右 中 に 硫酸 根 以 外 の どの 様 な 形式 で 余分 の 硫黄 が 含有 され て いる か 判明 し 難い が , 
Gruner の 方 法 で ヘル バイ ト の 場合 と 同様 に 簡単 に 検出 され る 種類 の 硫黄 を 含む こと は 
丹波 山地 の マン ガン 銘 床 より 産 す る 緑色 重 品 石 の 著しい 特徴 で あり , その 緑色 の 原 因 が 
ヘル バイ ト の 場合 と 同様 ある 種 の 硫黄 に 帰 因 する と すれ ば 極め て 興味 深い 事 で ある 。 


7. 結 語 


マン ガン 鉄 床 中 に 産出 する 緑色 を 量 す る 珍し い 重 品 石 の 一 例 と し て 生 畑 鉄 山 産 の も の 
を 中 心 に 丹波 山地 の 三 三 の マ ン ガ ン 鉄 床 よ り 産 し た 重 唱 右 の 若干 の 性 質 を RN Lio 緑 
色 重 品 石 を 含む 鉱山 は いずれ も この 地方 で は 真名 子 型 の マン ガン 久 床 と し て は 優秀 な 部 
類 に 属し , 鉄 床 の 性 質 も 非常 に 枯 似 し て いる 。 こ れ ら 一 連 の 鉄 床 中 に 共通 な 産 状 を 量 し て 
緑色 重 品 石 を 共生 する こと は 注目 すべ き 事 実 を 考え られ る 。 
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Infrared study of some phosphate minerals 


大 # %& — (Keiichi Omori)* 
By 3% 和 (Toshikazu Seki)* 


Abstract: The infrared spectra of six phosphates of (a) xenotime 
and (b) monazite from Ishikawa, Fukushima Prefecture, (c) apatite from 
Kurokura, Kanagawa Prefecture, (d) apatite from Durango, Mexico, 
(e) pyromorphite from Matsuhodo mine, Miyagi Prefecture, (f) vivianite 
from Ashio mine, Tochigi Prefecture and (g) autunite from Grafton, New 
Hampshire, U.S.A. are shown in Figure 2. All the spectra have broad 
bands at the 9 and 9.5 microns which are caused by PO, molecules. 


1. & 


PRET ORIN OGLE AIC (PO』) 四面 体 分 子 を 含み , OP RFR VR 
は As RFC, 部 分 的 に 或 は 完全 に 置換 され , この 場合 に は PO, WB KA VO, Ris 
AsO。 の 四面 体 と な る 。 ゼノ タイ ム 或 は モナ ズ 石 の 様 な 無水 炎 酸 訪 鉄 物 が 若 王 知 られ て い 
る が , BLS CHOC, その 結 品 水 の 分 子 数 も 1 分 子 か ら 12 分 子 の 問 tA 
化し , WAY 7 vEORK 16 HO €ZUADOHS. MAKAO thie F, Cl 或 は 
(OH) を 含む 種 も 知ら れ て いる 。 こ の 様 に 炎 酸 塩 鉱物 は 化学 組成 上 , Ble one 
あぁ ある 。 

Dana’s system of mineralogy” に は 既に 228 FA 確実 な 種 と し て 記載 され , 叉 
Strunz2) の Mineralogische Tabellen 中 で は これ ら を 67 群 に 分 け て 表示 し て いる 。 

APICES SRB TIAL, モナ ズ 石 , VA, BROS, TERS, TAKY 
5 vy GE 13 FAR AASK MF (eFMAN TSB, この 中 主 な る これ ら 6 種 に つい て , 
赤外線 研究 を 進め る こと に し た 。 実験 に 用 いた 試料 の 産地 は 次 の 如く で ある 。 ここ に 米 
国 及 び メ キシ コ 産 鉄 物 は 比較 の 導 に 用 いた 。 

(Q) ゼノ タイ ム 福島 県 石川 


(b) モナ チズ 石 7 
(c) PKA 神奈 川 県 支倉 (Kurokura) 
(Ne Durango, Mexico 


* ALK FRA BA BBR AE i 

1) Palache, C., Berman, H. and Frondel, C.: Dana’s system of minera- 
logy 2, 654, 1944. 

2) Strunz, H.: Mineralogishe Tabellen 218, 1957. 


3) PREAH, BORK: 日 本 鉱物 誌 285, 1947. 
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(e) Reo gk BUR PMR SELL 
(f) HEGKGK 栃木 県 足尾 鉄山 
(g) AIRY 7 vk Grafton, New Hampshire, U.S.A. 
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LIRA OM OMA EY 1 Ey FE-F— CHL, 次 に めのう 乳鉢 で 120 メッ 
シュ 程度 の 細か い 粉 末 に し , 次 に Geigerflex X 線 廻 折 計 で 20 5°90? HOM KE 
RD, 鉱物 の 同定 を 行 つ た 。 こ こ に 使用 X 線 は CuKa (フィ ルターNi) で , 電圧 SOKV, 
電流 10mA, 叉 Geigerflex の 使 用 条件 は 特別 の 場合 を 除き 主として 次 の 通り で ある 。 
Scale factor 8, multiplier 1, time constant 2 sec., divergence slit 1°, scatter. 


slit 1°, receiving slit 0.2mm, scanning speed 1°(2@) /min. 

ここ の 試料 を 用 いて , 赤外線 吸収 スペ クト ル を 2.54 か ら 164 OFMICOW TRY 
た 。 赤外線 分 光 器 に は NaCl プリ ズム を 備え た 複 光束 分 光 器 Perkin-Elmer 21 型 を 用 
い , 又 讐 物 試 料 は KBr disk 中 に 封 じ 込 む 方 法 を 採用 し た 。 


3. 実 験 結果 


(a) ゼノ タイ ム Y [PO/。] 福島 県 石川 産 ゼ フタ イム は ジル コン と 行 連 品 し , 大 き さ 
tk 23mm GH4o 2D 


第 1 OR X 線 廻 析 像 は 第 1 図 (a) の 
d (A) T/T hkl 如く で , CHE ORD? 
4.552 32 101 wag Fak 9 (A), ea BE 
3.453 100 200 (I/Ip) は 第 1 表 の 如く で あ 
3.314 Al ee Bo 
2.690 18 211 : : é 
2.571 41 112 RVI DE IIA LOR 
2.536 14 Zircon iy ° 5 
2.392 18 202 Bi (a) の 如く で ある 。 大き 
2.151 27 301 wets 
2.049 18 ZG な 吸収 スペ クト ル が 波長 
1.937 18 103 9.5~10g に 現われ , 又 15.5 
1.771 36 312 
1.725 27 400 A ん に も 小さ な スペ クト ル が 
1.687 18 213 二 m 


(EE 人 Ce ON 
この そ ナ ズ 石 は 5 へ ~10mm KOE, 不純 物 は 殆 ん 含ま れ て いな い 。 X 線 廻 折 像 は 第 
1 図 (b) の 如く で , 綱 面 間隔 (d) その 他 を 第 2 表 に 掲げ よう 。 
この 赤外線 吸収 ネス マク トル は 第 2 図 (b) の 如く で , 波長 9~10x に 大 き な ス ペク トル 
が 表 わ れ , 叉 10.5w に 他 の スペ クト ル が 見 られ る 。 
(c) 及び (d) BRAG Cas [Cl,F |(PO,)』] PASI PRK AB 
の 結晶 を な し , VAROPSICG LISSA, 塩素 を 多量 
て , Hise LIBRO LIS Cl: F= 75.91 : 24.09 © ZY, 


PEO ARI 10x 15mm 大 
Vie CHASTE SE IK AG CBO 


1) HAH, 89k 7, 180, 997 


ne 

d (A) Vie | hkl d (A) I/Iy hkl 
5.246 8 101 2.076 4 122, 222 
4.822 8 110 1.965 14 212 
4.695 12 O11 1.941 6 301 
4.191 | 18 fll 1.899 8 230, 213 
4.114 4 101 1.877 6 321 
3.507 36 020 1.863 14 103, 132 
3.302 66 200 1.817 4 113, 123, 023 
3.100 100 120 1.768 6 222, 322 
2.988 22 210 1.743 12 040 
2.876 44 012, 112 1.722 4 303, 223 
2.622 10 202 1.695 16 321, 140 
2.449 16 112 1.678 4 313 
2.404 6 12 1.650 4 400, 141 
2.191 16 130 1.631 4 331 
2.156 14 013 1.605 6 141 
2.141 10 311 1.603 6 330 
2.127 10 221, .310 1.549 6 240 


Mexico, Durango POR AIIES CWT ED 20x30mm 大 の 結 品 で , 六方 第 1 
柱 面 , 第 1 氏 面 及び 底面 が 認め られ る 。 

これ ら 2HORKAD XM EIS 1B (c) 及び (d) で , これ ら の 結果 を 第 3 表 
に 掲げ よう 。 


BS 

5A 4 Mexico 

d (A) IVA | d (A) I/Io 
3.427 39 3.440 46 
5:182 14 3.164 13 
3.089 14 | 3.069 20 
2.840 100 | 2.805 100 
2.823 36 M12 39 
2.780 60 3 
2.755 57 2.706 52 
DIED 28 = . 
2.637 40 2.622 29 
2.292 28 2.254 23 
1.957 28 1.937 32 
1.903 11 1.884 14 
1.841 43 1.838 30 
1.828 14 1.801 16 
1.804 14 1.774 13 
1.768 7 1.749 16 
1.752 7 i 14 

ene ees ee Se ee 
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これ らち の 赤外線 吸収 スベ マク トル は 第 2 図 () 及び (d) で ある 。 図 か ら 明 か な 様 に , 
大 き な 吸 収 ス ペク トル が 波長 9.6m に , これ に 次 ぐ ス ペク トル が 9.2 に , 又 他 の スペ ク 
トル が 10.24 に 表 わ れ て いる 。 他 に 2.9g に 小さ な , 併 し 巾 の 広い スペ クト ル が 見 られ 
る 。 こ れ ら の 結果 は 両 産地 の 炎 灰 石 と る 一 致し て いる 。 


通り で , 
網 面 間隔 を 第 4 表 に 示す 。 

この 赤外線 吸収 スベ クト 
ル は 第 2 図 (e) の 如く で あ 
る 。 大 き な 吸 収 ス ペク トル が 
9.8g 及び 10.2g isp, 
叉 2.9 選 に 他 の 小さ な スペ 
クト ル が 見 られ る 。 

(f) 警 鉄 鉱 Fe,” [PO4』]2 
-8H,O この 結 品 は 5 mm 
大 で , 美 事 な 結 品 で ある 。 
本 鉄 物 は 多量 の 鉄 を 含む た 
め , XAT BAe 1 (ff) 
の 様 に , 明瞭 な 多く の 曲線 
が 表 わ れ て い な い (XR 
CuKe を 使用 し た た め ) 。 

赤外線 吸収 スペ クト ル は 
08 IKE, HO 
広い H,O BFRESZAN 
7TrVABKROH, 61 k 
TAU に 小さ な スペ クト ル が 
見 られ , 9.64 に 大 き な PO, 
分 子 に 基く スペ クト ル が 表 
WAL OCSo MOD E 
MIEROANT b NM BHD 
A, 12.84 Wyss RAN 
クト ル が 見 らち れる 。 

(g) RUF ve Ca 
[UO, | PO,], - 10 (12-10) 
H,0 ASIA O 
卓 構造 を 有する 。 即 ち Bein- 
tema (1938) 14 PO, 中 
面体 と UO。 偏 形 八 面体 が 


MB RR AVE 11 
(e) sak Pb;[Cl| (P ae 2) 

O4) 3] = DiREA GEIL BAR ES, WAVE NUMBER IN 7/cm 
eEL, ele ERSX 3~5 fig00 3000 2000 1500 /000 650 
mm ChSo LONE = 6 トー 
像 は 第 1 図 () に 示し た A KBr disk | 
これ より 得 性 れ な た 20h | 

O x Ps a 1 


ed) 


(e) 


1) -Beintema, J.: Rec. trav. chim., 


vat 4 


WAVE LENGTH IN if 


. 


Pay-Bas, 57, 155-175, 1938. 
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ME 


第 4 表 
d (A) I/Iy 
4.332 27 
4.133 44 
3.376 29 
3.267 38 
2.988 92 
2.959 100 
2.885 51 
2.265 8 
2.196 13 
2.062 32 
2.006 16 
1.985 9 
1.961 21 
1.914 21 
1.888 18 
1.863 22 
1.834 9 
1.678 S 
5 
d (A) TI hkl 
10.05 3 002 
8.506 38 Meta-autunite (001) 
6.417 9 003 
5.405 11 004 
4.955 5 110 
4.270 a 112 
3.633 16 114 
3.507 11 200 
3.376 3 202 
3.198 100 Meta-autunite 
2.867 3 
2.622 7 107 
2.455 3 222 
2.254 2 310 
2.132 5 312 
2.118 5 208 
4. 結果 の 考察 


(001) に 平行 に 層状 構造 を 量 
する こと が 認め た され ら 
の 隙間 に 水分 子 や 金属 原子 
が 存在 し て いる 。 

研究 に 用 いた 試料 は 淡 黄 
DanC, NPRM HT Rix 
第 1 図 (g) の 如く で ある 。 
これ より 求め た 網 面 間隔 , 
比較 濃度 , 網 面 指 当 は 第 5 
HOM CHSo 

赤外線 吸収 ス え ペ ベク トル は 
第 2 図 (g) に 掲げ た 様 に , 多 
BROANT }VAHONT 
いる 。 即ち 2.94 に HLO® 
FICEAMOBRWAN 7 } 
ル が あり , 6.2x に や や 小さ 
い ス ペク ドル が ある 497 更に 
9.8~10.2 yz (PO,) AF 
で 生じ た 大 き な 巾 の 広い ス 
ペク トル が あり ,8.8p, 9.2 
及び 11.0x に や や 小さ な ス 
ペク トル が 見 ちら れる 。 Bl 
興味 深い スペ クト ル は 12.8, 
13.2, 13.6, 13.9 BU 15.7 
に 見 られ る 一 群 の 市 の せ 
SO prey e eZ oA 
TINSIV CB Gn Kea Ek 
UO。 分 子 に 基 ず くも の で 
ある 。 


上 述 の 赤外線 吸収 スペ マク トル の 結果 を Hunt) の 結果 と 比較 する と , 次 の こと が 明か 
に な る 。 BMS 34 及び Gey 附近 に 表 わ れ た スペ クト ル は (H.O) 分 子 に 基 ず くも OCH 
RAK ee E WGC, この スペ クト ル が 少し 表 わ れ て いる の は KBr disk 中 


NS 


に 水分 子 が 


ae 


Ag I 


に これ が 見 られ る こと か ら 有 明か で ある 8。 
10g 附近 に 


1) 


含ま れ て いた た めで あろ う 。 こ れ は 第 2 図 の 上 端 の スペ クト ル 和 曲線 KBr 


見 られ る 大 き な ス ペク トル は (PO)” 分子 に 基 ず くる の で あつ て 13-16k 


Hunt, J.M. et al.: Analy. Chem. 22, 1478, 1950. 
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に 表 わ れ た 一 群 の スペ クト ル は (UO2) 分 子 に 基 ず くも の で ある 。 
次 に (PO』) グ 分 子 と (Si04)”", (SO)” 分 子 と の 吸収 スペ クト ル の 位置 を 比較 する 
と , 大 略 近 似 し て いる が , 最も 大 き な ス ペク トル の 表 わ れ る 波長 が 少し 異な る 。 Md 


(SiO,)”” 9.5~10.54 
POT 9.0 と 9.5g に 分 れる 
(SO,)” 8.5 と 9.2 に 分 れる 


これ ら の 赤外線 吸収 スペ クト ル は (AO』) DRRICHEP CINCH, この 位置 と 
スペ クト ル の 形 か ら , BBR, RRR DRUK t K 別 す る こと が で きる 。 
この 詳細 に つい て は 他 に 報告 する で あろ 3 。 

本 研究 に 要 し た 電 用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よる も の で ある 。 


新 刊 紹 介 


Marysvale, Utah, Uranium Area. By Paul F. Kerr et al. 本 書 は = ュー 
ョ ー ク 市 コロ ン ビ マヤ 大 学 に 於 て , カー ルル 教授 の 指導 の 下 に , 過去 数 年 間 に 吾 つて 行わ れ 
た , 2-F-MOVT vHRICRUI AUT VEO BAA IC BADSO 結果 を ま 
と め た も の で あつ て , 極め て 興味 深い 著述 で ある 。 

内 容 は Introduction, Rock units, Uranium minerals, Alteration and associated 


vein minerals, Hydrothermal alteration, Description of specific areas, Summary 
and conclusions より 成り , これ に 21 枚 の プレ ー ト , 106 枚 の 附図 , 36 HOH 
られ , 特に 地質 図 は 色 ず り 印 刷 で ある 。 

当地 域 に は 火 成 活 動 に 伴う 多数 の GRAAL, この 中 に 多量 の ウラ ン 伝 物 が 産出 す 
Bo ウラ ン 鉱 物 は 深 成 の 一 次 的 鉱物 と , 減 成 の 二 次 的 鉄 物 と に 大 別 さ れる 。 これ ら の 鉄 
脈 は 更に その 後 , 熱 水 変質 作用 を 受け て いる 。 RROVIYRMR, 主 な る も の は ピッ 
チ ブ レン ド で , 随伴 鉄 物 は 黒色 の 毅 石 と 微細 な 黄 鉄 鉄 で ある 。 これ ら の 諸 鉄 物 は 鉄 脈 に 
WOCHET SPER, また 細 脈 中 に 分 布 し て いる 。 含 ウ ラン 鉄 脈 の 巾 は 数 イン チ か 
ら 数 フィ ー ト で , 地表 近く に は 減 成 ウ ラン 録 物 も 見 られ る 。 この 中 , 特に 興味 深い 鉄 物 
は 1953 年 に Kerr 教授 が 発見 され た 新 鉄 物 ツウ モ ホ 石 (umohoite) で , これ は その 特有 有 
な 化学 組成 UO。-MoO。4・4I20 か ら 命名 され た も の で ある 。 

熱 水 変質 作用 は 初期 と 後期 の 2 っ つ に 大 別 さ れる 。 前 者 は 交 石 安山岩 及び 凝灰岩 中 に 多 
量 の 明 術 石 を 生じ , 放射 鮨 は 低い 。 これ に 反 し て 後者 は 和食 ウ ラン 録 脈 に 伴う 変質 で , A 
REV VY =, 花 悦 岩 等 を 切る 録 脈 帯 に 沿 つ て , WAVY, イラ イト , パイ ロフ グイ ライ 
ト 及 び モ ン モ リョ ヨナ イト 等 の 粘土 鉄 物 の 集合 体 を 作 つ て いる 。 豆 に 各地 域 別 の 詳しい 記 
載 が な され て いる 。 

AE ELT FY SYNC BIR Eb OF ICH T So (本 文 212 頁 , Geological Soc- 
iety of America, Special Paper No. 64, 1957) [大 森 ] 
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埼玉 県 秋 父 鉱山 産毛 鉱 


Jamesonite from Chichibu Mine, Saitama Prefecture 


BA 32 和 (Toshikazu Seki)* 


Abstract: Jamesonites occur as aggregates of acicular crystals 
from Chichibu Mine, Saitama Prefecture. Form {110} and {001} have been 


150 
observed. Specific gravity determined by pycnometer is Gyo =5.616. 


Cell contents determined by X-ray diffraction chart of Geigerflex are a= 
15.72A, b=19.16, c=4.05, B=91°48’. Right handed and left handed 
twistings of prisms are recognized, which might depend on its atomic 
arrangement. 


1. #% 


=EgKkix 4PbS.FeS.3Sb。S。 な る 化学 組成 の 硫 塩 鉱物 で , 単 斜 品 系 に 属し , 一 般 に 針 状 
結晶 と し て 産 す る 。 ASKMlt Cornwall 或 は Bolivia の Itos 鉱山 等 が 世界 的 産地 と し 
て 有名 で あつ て , 従来 の 研究 の 多く は , これ 等 産地 の 試料 を 基 に し て 行わ れ て 来 た り -5)。 
Berry” は 1940 年 , 詳細 な 結晶 学 的 研究 を 行い , SPROUT ART ZEAE RD, 
更に 1957 年 , 新関 及び Buerger®) が 結晶 構造 を 明か に し た 。 

本 邦 に 於 ける 本 鉄 物 の 産出 は , BA, FLA, 神岡 が 等 の 講 鉄 山 に 於 て 周知 で あつ て , 
叉 秩父 鉄山 に 於 て は 毛 鉄 が 見 事 な 毛 状 結晶 の 群生 を 次 し , BX 10cm に 達する も の が 産 
出し た こと も ある 8)。 筆者 は 今回 , 秩 信 鉄山 に 於 いて 毛 鉄 を 採集 する 機会 を 得 た の で , 
この 研究 の 概要 を 報告 する 。 


oh 


245 js K 


秩父 鉄山 赤岩 第 一 鉄 体 周 辺 部 を 形成 する 石灰 岩 中 の 品 洞 に 毛 鉄 の 針 状 結 品 の 群生 が 見 
られ る 。 CRLINIONM SHO CHET SM, 共生 する 他 種 鉄 物 は 認め られ な か つた 。 
周囲 の 石灰 岩 中 に は , 巾 1~10cm に 及ぶ , HEU CHU SK, HSK, Beek, 黄 鉄 
鉱 等 の 硫化 鉄 物 よ り 成 る 黒色 鉱脈 が 走っ て いる が , この 脈 中 に は , BSkis BHD Std 


OS 


* RAGA BREA AD 5 a SRK PR Bh 


1) Spencer, L.J.: Min. Mag., 14, 308~344, 1907. 
2) Slavik, F.: Centr. Min., 1914, 7~12, 1914. 
3) Hiller, J.F.: Zeit. Krist., 100, 128~156, 1938. 
4) Berry, L.G.: Min. Mag., 25, 597~608, 1940. 
5) Niizeki, N. and Buerger, M.J.: Zeit. Krist., 109, 161.183, 1957. 
6) BREATH, 桜井 欲 一 : HAReKse, 上 , 120-121, 1947. 
7) 中 本 明 : 日 本 鉄 物資 料 , 続 2 券 , 28, 1937. 
) 


8) 桜井 欲 一 , 藤山 宮 徳 : 秩父 自然 科学 博物 館 研究 報告 , 5, 39, 1955. 
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毛 鉄 の 結 品 は 針 状 乃至 毛 状 で , 長 さ は 2~15mm で あぁ る 。 AGH, MHS, 金属 光 
REBTS. COMMAM THO CHET SMIRS, ROE E BRIXZVORDS 
が , HBAROPNBWo ERBAERB LW o 


3. = 


比重 は , LURE AV CHE L to この 結果 GY. = 5.616 な る 値 を 得 , これ を 既に 
発表 され た 値 と 比較 する と , 次 の 如く で ある 。 
秩父 産 Bolivia 産 り Bolivia je?) Cornwall 産 リ 
Gam S616 5.63 5.546 5.56~5.61 


4.X 線 SF RB 


AGMOMAT Au C, Geigerflex CXARMPTHRRE LER L ro RRORHLROM 
く で ある 。 

Target : Cu, filter: Ni, voltage: 30kV, current: 10mA, scanning speed : 

1°/min., chart speed: 2cm/min, scale factor : 16, multiplier: 1, time con- 

stant: 2 sec, divergence slit: 1°, scatter slit: 1°, receiving slit: 0.2mm 

この 結果 は 第 1 表 に 掲げ た 。 指 弘 は 逆 格 子 に 依 つ て 求め , この 際 Berry) ORES 
ave Wie 

Fs 1 ds SHE FIBRE RDSL 

a = 15.72A, b = 19.16, c = 4.05 B = 91°48’ 

tbo 

この 単位 格子 内 の 分 子 数 を 求め る と , Z= 2.0142 と な る 。 逆 に これ より 比重 の 計算 
値 を 求め る と , G 5.59 と な り , 測定 値 と 良く 一 致し て いる 。 


5. Hil 角 


結 品 を 拡大 鏡 を 用 いて 観察 する と , 伸長 方 向 , 即ち © 軸 に 平行 に 条 線 が 発達 し て いる 。 
叉 平行 連 品 の 結果 , 毛 状 結晶 の 先端 が 分 岐 そ てる も の が 見 られ る が , MC HRI HRA 
岐 し て いる も の も ある 。 測 角 に 当 つ て は この 様 な 試料 は 除外 し た 。 

測 角 は Goldschmidt の 複 円 測 角 器 に 依っ つた 。 HRI Ae RAST, 或 範囲 
に 豆 つ て 明る い 視 野 が 見 える 。 こ の 原因 は , 結 品 面 が c 軸 に 治 つ て 振れ て いる た めで あ 
る 。30 価 の 結 品 の 柱 面 を 測 角 し た 結果 , P = 50° の 前 後に 多く の 反射 面 が 集 る 傾向 が 
見 られ る 。 こ の 中 , 反射 面 の 良い 22 個 に つい て 平均 値 を 求め る と , ? 51°05′ HAH 
を 得 た 。 こ の 値 は Berry) の m (110) の 値 , 即ち ? = 50°30’ と 近似 し て いる 。 と ih 
方 向 か ら 本 鉄 物 を 見 る と , HBEVMMCGIAOA, BBORMMBABOSn, これ は mm 面 
の 発達 に 依る も の で ある 。 

護 面 は 小さ いた め , Mths AB を 求め る こと は 困難 で ぁ つ た 。 Ere MCSA BBA 
が 認め られ た 。 


1) Berry, L.G.: AyHt, 1940. 
2) Spencer, L.J.: ayH{, 1907. 
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1 OR 
d (A) I/Ip hkl d (A) ii, hkl 
8.217 9 120 | 371 
6.081 15 220 2:094 2 { 461 
5.932 6 130 2.058 4 371 
5.068 9 310 08 
4.089 36 240 2.082 21 | 740 
001 | 
4.052 4 { al 2.026 15 { Bee 
3.934 23 400 2.020 9 41 
3.850 49 10 0.10. 
oe [ 18 1.915 6 { aay 
; 6 021 1.898 4 721 
121 1.871 4 90 
aD 4 { 201 1.865 2 191 
340 1.837 15 760 
3.534 15 | | 2 
3.444 100 250 1.832 9 | 6él 
3.347 14 430 | i 
3.161 4 231 f 402 
350 | 1.763 2 590 
3.100 32 510 751 
231 1.740 2 910 
2.956 13 260 1.735 2 770 
530 920 
2.828 13 { aa 1.721 9 | as 
2.725 36 360 381 
2.696 2 511 18 | 491 
Bee ‘4 a 1.641 a ane’ 
2.268 6 
{ 621 [ 5. 11.0 
640 || 1.523 4 8.8.0 
eae 2 { 980 | | 10.3.0 
| 470 1.453 4 10.5.0 
2.243 13 560 | 3 0.14.0 
iat) oan foie = | 11.4.0 
2.114 4 730 


6 面 の 線 nm 


ERROR. , 殆 ん ど 総 て の 試料 に 柱 面 の 振れ が 認め られ た の で , 特に この 振れ を 観察 
LTA 
振れ の 度合 を Imm に 就 い て の 角度 で 表わす と , CORAM 3.2°/mm で あつ な た 。 
叉 振れ の 方 向 に は 右 振れ と 左 振れ が ある 。 ここ で は 便宜 上 , 結晶 の 伸長 方 向 を 上 下 に 
し た と き , 下方 より 上 方 に 向 つ て 逆 時 計 様 に 面 が 振れ た も の を 右 振 れ と し , LOMOB 
谷 を 震 振 礼 紹 情 958 

ピン セッ ト で , 毛 鉄 結晶 の 群生 中 か ら ー つ まみ の 結晶 を と り 出 す と , 結 品 の 数 は 数 10 
本 で ある 。 更に この 中 か ら 任 意 に 10 本 の 結晶 を と り 出 し , 右 振れ と 左 振れ を 数 えて み 
た 。 こ の 結果 は 第 2 表 の 如く で ある 。 こ の 数 値 は 異な る 3 個 の 品 洞 に 於 ける 任意 の 10 fy 
の 結 品 中 の 右 振れ 結 品 と 左 振 れ 結 品 の 数 で あぁ る 。 


第 2 表 
| w (1) | & w @) | 品 (3) | | 
ee |B 4: (2) | we & (3) | A) mee Jaa |” 
右 振れ 8 4 7 8 0 7 34 
ed 2 | 6 | 3 | 2 | 10 | 3 | 26 


ST BSSEY QAI die L REARS, Fe-S 結合 の 周囲 に 硫黄 の 螺旋 状 の 配列 が 
Bon, これ に 右 廻 り と 左 廻り が あつ て , 何れ か 一 方 の 螺旋 配列 に 構造 内 の 歪 み が 集約 
され る と , 面 の 左右 の 振れ を 生ずる 様 に な る と 療 え られ る 。 

終り に 当り , KARA ASHE hor, 大 森 盛 一 先生 に 深 甚 な る 調 意 を 表す 。 
Mi, 本 祭 物 採集 に 当り , RARE TAR ASSESS, 湯本 仁 所 長 を 始め , 
鉄山 の 職員 各位 の 御 厚意 に 感 講 す る 。 高 , 本 研究 の 一 部 は 文部 省 科 学研 ER CROR 
と を 附 記 する 。 


新 Tl 紹 介 


Structural conversions in crystalline systems and their importance 
for geological problems. By Wilhelm Eitel, 本 書 は 1954 年 , Columbia 大 学 
創立 200 年 記念 の た め 催 され た , Whitty y RY YL CHR LRA L, 同年 及び 翌年 の 
Toledo 大 学 で の 講義 を 経緯 に し て 編集 し た 名 著 で , 鉱物 の 結 品 構造 と 化学 組成 の 関係 , 
order-disorder の 原子 配列 な ど を , 合金 , 硫化 物 ) ハロ ゲン 化物 , 酸化 物 , MH, kk 
酸 塩 な ど に つい て 述べ , 特に 長石 族 鉄 物 に つい て 詳 論 し て いる 。 先ず Historical intro- 
duction で 筆 を 超 し , low temperature に 於 ける structural conversion を 述べ , 
metal alloys, sulfides and related ores heteropolar (ionic) compounds, oxide 


compounds and oxysalts 内 の structucal conversions, silicates 内 の coupled 


cation replacements, calcite-magnetite-dolomite problems, new aspects of the 
system SiO,, silica の derivative structures, alkali feldspar と plagioclase の 
structural conversions, layer structure silicate の polytypism (polymorphism), 
cordierite group の structural conversions に つい て 瘍 を 分 け て 論じ て いる 。 (Geol. 
Soc. Am., Special paper 66, 1-183, 1958) [AA 


1) Niizeki, N. and Buerger, M.J.: 前 出 , 1957. 
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X 線 お よび 光学 的 方 法 に よる 緑 泥 石 の 化学 成分 決定 


Determination of the chemical composition of 
chlorites by the X-ray and optical methods 


FE) zk i ke (Haruo Shirozu)* 


Abstract: X-ray and optical methods are developed for determin- 
ing the chemical composition of well-crystallized iron-magnesium chlorites. 
The tetrahedral Al content is determined from the basal spacing, and the 
Fe /Mg ratio from either the refractive index (Ny) or the 6 dimension. The 
higher order reflections are valid for the rapid measurement of the cell 
dimensions. 


ibs “GR Fe sa tes 


緑 泥 石 の 化学 成分 を 化学 分 析 以 外 の 方 法 で 知る に は , 以前 か ら 光 学 的 方 法 が あぁ る が り リ , 
最近 は 他 の 鉱物 と 同様 に X 線 的 方 法 に つい て も 多く の 研究 が 行わ れ て 来 た が 。 これ ら の 
方 法 は 化学 分 析 に 必要 な ほど の 分 量 ・ 純 度 ・ 時 間 を 必要 と し な い の で , BAS BRS 
等 に 極め て 有用 で ある 。 筆者 も 数 年 来 こ の 問題 に 開心 を 持ち , X 線 粉 末 線 の 基礎 的 研究 や 
を 行う と と も に 種々 の 方 法 の 検討 を 行 つ て 来 た が , その 結果 , 比較 的 結晶 度 の 高い 鉄 マ 
グ ネ シッ ゥ DARE OW CE, X 線 的 方 法 に より , また これ と 光学 的 方 法 を 併用 する 
こと に より 比較 的 潮 足 に 主 成分 を 決定 し 得る に 至 つ た の で , ここ に 方 法 の 要点 を 記述 し 
て 御 参 考 と 御 批判 に 供し た い 。 な お , 得 ら れ た 結果 に つい て は 別 報 し た A。 


2, MIE BO tt 4 ia 


筆者 の 最近 の 研究 に よれ ば , 鉄 マ グ ネ シッ ゥ ム 系 緑 泥 石 の 比較 的 結 品 度 の 高い 種類 の 
構造 式 は 次 の よう に 示さ れ , Tschermak の orthochlorite と 見 る こと が 出来 る 。 
[(Mg, Fe%t) ¢_, (Al, Fe*+) ,] [Al,Sig-,] O19 (OI) 
engale, Wisi um << INKS} 
この うち Fe は 一 般 に 極 く 少量 で ある 。 即 も, Al が 4 面体 層 中 の Si と 8 面体 層 中 の 


* 九州 大 学 理学 部 地質 学 教 密 
1) Winchell, A.N.: Am. Min., 21, 642~651, 1936. 
Hédl, A.: Neues Jahrb. Min., Beil-Bd., 77, Abt. A, 1~77, 1941. 
Hey, M.H.: Min. Mag., 30, 277~292, 1954. 
2) Mikheev, V.I.: Mem. Soc. Russe Min., 82, 214~217, 1953. 
Hey, M.H.: 前 出 
Brindley, G.W. and Gillery, F.H.: Am. Min., 41, 169~189, 1956. 
3) Shirozu, H.: Min. Jour., 2, 209~223, 1958. 
4) 百 水 晴 雄 : HEBER OUEAR (2), Mem. Fac. Sci. Kyushu Univ. 
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Mg: Fe を ほ は ば 等 量 置 換 し て いる こと に な る 。 こ れ ら の 元素 以外 に , Cr- Mn. Ni- Li 
等 を 主 成分 に 含む 種類 が ある が , 産 状 ・ 色 等 で 普通 一 般 の 鉄 マ グ ネ シ ゥ ム 系 緑 泥 石 と 区 
別 し 得る の で , 普通 の 緑 泥 石 の 化学 成分 に つい て は , ESO n Off, BIS, 4 面体 層 中 
の Al 量 お よび Mg・Fe%+ の 上 比 が 得 ら れる な ら ば 主 成分 を 知る 目的 を 一 応 達 し た こと に 
BAA 


3. 光学 的 方 法 


緑 泥 右 の 屈折 率 お よび 複 屈折 率 と 化学 成分 と の 関係 は , Winchell, Hédl, お よび 
Hey” に より 氷 さ れ て いる 。 こ れ ら は 図示 法 が か な り 異 り 上 比較 し が た い の で , Winchell 
と Hey の 図 を 筆者 の 慣用 の 図示 法 に 書き ぁ ら た め て 第 1 Miele RL, Hdl の 図 は 
第 5 図 参照 。 

この 光学 的 方 法 に よる と き は , Ny 132K 第 1 Bt RRO MOR 
の 量 に 対し て 変化 が 極め て 鋭敏 で あり , 
Pet? 2 bk nT Fe** lez oO7e Alc 
層 折 率 が 高く な る 点 に 留意 し て , 試料 の 新 # 
鮮度 に 注意 し て お け ば ば, WILBER Ck 
つて 容易 に 行え る の で 極め て 有用 で ある が , 

複 屈 折 率 は 化学 成分 と の 対 店 の 精度 に 疑問 06 
が あり, まな た 測定 が 容易 で な いこ と が 難点 
で ある 。 後者 は 値 が 小さ く て , 縁 泥 石 の 主 
要領 域 は 光学 性 正 負 の 移り 変る 附近 で ある 


FasSis0i0(OHg Fe,ALALSi.0, OH), 
1,0 


DC, 化学 成分 の 僅か の 変動 に も 影響 され aS, 0 0 MAO 
Al in 4(Si, Al) “ 
る の で は な いか と る も 思わ れる 。 この 点 は 今 Wn BIO Se we 
< ns inche ey の 図 の £ : 
後 の 問 題 に 属す As ——- Winchell (1936) ‘3 
要する に , 光学 的 方 法 の み で は , Fe-Mg --- Hey(1954) 


量 比 を 知る に は 適し て いる が , Al 量 を 出す 
に は 適当 で な いよ うに 思わ れる (第 6 図 参照 )。 


4. XM DK 


a. eet X 線 粉 末 線 MVEAD X 線 粉末 線 は 次 の よう に 比較 的 結 品 度 の 高い 
種類 と 低い 種類 に 分 つこ と が 出来 る 。 前 者 の 類 は 第 2 図 に 示す よう な 回 折線 の 型式 を 示 
す も る の で あつ て , この うち No.6 は 他 に 比べ 規則 性 が 多少 低い と 療 え られ る が , 何れ も 
PERRO REA Zc WTAE SA, か つ , 明瞭 に 単 斜 型 歌 い は 直 六 方 (ortho-hexagonal) 型 の 
区 別 が つく ( 移 に 両 型 の 混合 物 で ある ) 。 一般 の 岩石 ・ 鍼 床 に た 産 する 肉眼 的 乃至 頭 徴 鏡 
的 な 緑 泥 石 の 大 部 分 が この 類 で ある 。 他方 , 結晶 度 の 低い 種類 は 廻 折線 が 幅広 く 不 鮮明 
と な り , HERORKE S20, 特に 高角 度 反 射 が 認め 難く な る 。 し ば し ば 単 斜 型 ・ 
直 六 方 型 の 区 別 が つか な くく なり, また, (001) の 反射 が 異常 に 強く 出る こと が 多い 。 こ 
こ で 取上げ よう と する の は 前 者 の 結晶 度 の 比較 的 高い 種類 に つい て で ある 。 


1) Winchell, Hédl, Hey: 前 出 
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第 2 図 線 泥 石 の X 線 粉末 線 図 (FeKe 線 ) 
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1 へ 4 MAH, 5-6 AHH, 1. Mg 質 (長崎 県 村松 村 ), 2. (Fe) Mg &, 
Al ww (長崎 県 大 串 村 ), 3. Fe Mg 質 (SFO), 4. Fe 質 GING) » 
5. Fe 質 (kil), 6 Fe 質 (HANGIN), 1:2-3-5 の 化学 成分 は 第 6 図 参照 , 
4.5.6 の 化学 成分 は 大 差 な し 


b. 化学 成分 と 線 粉 林 デ ー タ 結 品 度 の 比較 的 高い 鉄 マ グ ネ シッ ゥ ム 系 緑 泥 石 の ※ 
線 粉 末 線 は , 化学 成分 の 如何 に よ つ て 和 廻 折線 の 強度 と 位置 が 次 の よう に 変る (第 2 図 参 
FR) 。 

i) MUPFROMEIX (001) と (003) が 鉄 を 多く 含む ほど 弱く な る 点 が 最も 著しい 。 
その 他 の 反射 で も 類似 の 開 係 が 見 られ る と ころ が あり , 例え ば 単 斜 型 の (201) と (203) 
は 鉄 を 多く 含む ほど 弱く な る 。 ま た , 高角 度 反 射 の 様式 が 鉄 の 少 い も の と 多い も の と で 
は 異 る 。 

ii) 廻 折線 の 位置 , 即 も 格子 の 大 き さ は 鉄 の 量 の み で な く , Al 含量 に よ つ て も 変る 。 
eICS Ait, ESBS Al が 多い ほど 小さ く な り , bir Fe が 多い ほど 大 きさく 
な る (第 3 図 ) 。 従っ て 廻 折線 の 位置 は か な り 複 雑 な 変動 を 示し て お り , MANADO (007) 
と (204), (208) と (060) の 間隙 な ど に 論 動 が 良く 現れ て いる 。 

これ ら を 要する に , 化学 成分 を 単 斜 型 ・ 直 六方 型 と と も に , Al は 底面 間隔 , Fe ag 
面 反射 強度 或いは b 軸 の 大 き さ に よ つ て 決定 出来 る こと に な る 。 

c. 方 法 MRS, 多数 の (001) 反射 が 高 次 まで 現れ る の で 比較 的 容易 に ま 


1) Shirozu, HI: 前 出 , 1958. 
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た 正確 に 測定 出来 , Al 量 が 出せ る 。 Fe 量 
は 底面 反射 強度 を diffractometer で 正確 
に 測定 し て 求め る 方 法 が Brindley 等 り に 

より 報告 され て いる が , b 軸 の 大 き さ を 
(060) その 他 の 反射 か ら 測 定 す る こと に よ 
つて も 求め る こと が 出来 る 。 正確 を 期す る 
Belt, ZOX~< SROWMH 線 を 精細 に 測 
定 し も て 格子 の 大 き さ を 算出 する こと が 望ま 
し い が , 簡単 に 結果 を 得る に は , 次 の よう 
な 方 法 で 行う の も 便利 で あろ う 3 う 。 

i) (060) と (0010) 反射 を 用 いる 方 法 。 
この 2 つの 反射 か ら そ れ ぞ れ b ht RE 
隔 を 出す の は 実際 的 な 方 法 で あつ て , 混ぜ 
HE MALLY VIVAL CWS 
Diffractometer % AWE HH CT HIS 
結果 が 得 ら れる が , 注意 を 要する の は , こ 
の 場合 に 限ら な い が , 粉末 試料 を 容器 に 入 
NABER BEAT SRD 
orientation の 偏り が 表面 に 起り が ちな 点 
で あぁ あり, (060) の ビー ク は 角度 が 大 きく , 
(0010) は 角度 が 小さ く 出 る 傾向 が ある 。 
フィ イィ ルム 浴 で は この 心配 は 無い が , 精度 を 
上 げ よ うと すれ ば 半径 の 大 き な カ メラ が 必 
EC, 撮影 時 間 が 長く か か る 。 

ii) (0610) と (0014) 反射 を 用 いる 方 
Ho 高 次 或いは 背面 反射 は 誤差 が 小さ に の 
電 誠 で れれ を 利用 ずる の る て 注 法 で ある 。 LE 
述 の 方 法 も この 趣旨 に 沿う も の で あぁ る が , 
鉄 対 陰 極 の 場合 の フィル ム 上 の (0610) と 
(0014) 反射 か ら 簡 単に 格子 の 大 き さ を 出 
すこ と が 出来 る 。 第 4 図 は 化学 成分 図 に 直 
接 プ ロッ ト す る 導 に 作 針 し た も の で ある 。 
た だ し , この 方 法 は 比較 的 鮮明 な 背面 反射 
が 得 ら れ た 場合 で な く TAT AWML, また 
Fe 量 の 誤差 が 大 きく な る の が 欠点 で ある 
DS, 標準 物質 を 混ぜ る 必要 は な く , DAT 
半径 も 小さ く て 良い の で , 都合 良く 行え る 
場合 は 簡便 な 方 法 で あぁ る 。 


1) Brindley, G.W. and Gillery, F.H.: 


第 3 図 MVEBORTFORE & ft 
学 成 分 と の 関係 


0.5 .0 
Al in 4(Si,Al) 


既 発表 の 結果 (Shirozu, H.: 前 出 ) 

か ら 作 人 針 し た も の , 化学 分 析 値 中 の 少 
量 の Fe3+ お よび Mn は Fe?* と 谷 
Let Fe て 取 和 つた 8 


第 4 図 緑 泥 石 の FeKe 線 に 対す 
る (0610) と (0014) の 反射 角 か ら 
化学 成分 を 求め る 図 


1.0 


Ss 2.0 


05 40 
Al in 4(Si,Al) 
PAE RAT Cb —Hkiz Ka, と Kay に 
分 離し な いで Ke に 対し て 作図 し て 
ある 。 


前 出 , 1958. 
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5. 交 線 と 光学 的 方 法 の 併用 

以上 の 光学 的 或いは X 線 的 方 法 を 比較 すれ ば , Al 量 を 出す に は 線 が 明らか に 勝 
Zo Fe 量 は に わか に 優 才 を つけ 難い が , X 線 で 庶 面 反射 強度 を 測定 する に も , 或いは 
b 軸 の 大 き さ を 精密 に 出す の に も か な り の 手数 を 要する に 反し , 屈折 率 の Ny ssbb 
で 簡単 に 精密 な 値 を 求め る こと が が 出来 , 誤差 は 一 般 に 後者 の 方 が 小さ い 。 し た が つて , 
Al を 度 面 間隔 に より , Fe を Ny に より 求め る の は , 迅速 簡単 に 化学 成分 を 知る 方 法 で 
ある (第 5 図 ) 。 底面 間隔 は (0010), (0012) お よび (0014) 反射 か ら 求 め れ ば 必ず し 
る 標準 物質 を 混ぜ る 必要 は 無く , 試料 も 他 に 比 し て 最も 少量 で 行う こと が 出来 る 。 筆者 
は この 方 法 を 最も 多く 用 いて いる 。 

以上 の 議 方 法 の 結果 と 化学 分 析 に よる 結果 と を 第 6 図 に 比較 し た 。 


第 5 図 WeGOR Ms Ny 5 46M 種々 の 方 法 に よる 緑 泥 石 の 


er 化学 成分 決定 決 果 の 比較 , 試料 No. 
底面 間隔 か ら 化学 成分 を 求め る 図 fash 


R 10 > A @ 
Al in 4(Si,Al) 0 1 1 2-9-0. 
| 


0.5 1.0 2.0 
Al in 4(S1,A1) 


@: 化学 分 析 , O:Ny と doy, +:b& 
door, X:6oo1zg と 6061o, へ :Ny と (Nz 
—Nx) (Winchell, 1936), NY と 
(Nz—Nx) (Hey, 1954) 


屈折 率 と 複 屈折 率 は Hod! (1941) 
に よる 


6 & bude 

比較 的 結 品 度 の 高い 鉄 マ グ ネ シッ ゥ ム 系 緑 泥 石 の 主要 化学 成分 を 求め る 光学 的 お ょ び SR 
線 的 の 種々 の 方 法 を 述べ た が , 結晶 度 の 低い 緑 泥 石 に どの 程度 まで これ ら の 方 法 を 適用 
する こと が 出来 る か は まだ 検討 が 進ん で いな い 。 結 唱 度 の 低い も の は 底面 間隔 が 多少 大 
XC RAKICDBR ENS Ek, 少量 含ま れる Fee (Fe 千 が 2 次 的 に 酸化 民 た る も 
の と Al3+ を 置換 し て いる も の と の 両方 が あぁ ある) や , マン ガン ・ ク ロム 等 を 求め る 適当 
な 方 法 は 無い で あろ うか 。 こ れ ら の 点 は 今後 の 問題 に 属す る 。 

御 指導 御 援助 いた だ いた 九州 大 学 吉 村 豊 文教 授 , RRARKGARE RA BS, BH 
を 実地 に 検討 し て 下さ つた 佐賀 大 学 大 島 恒 彦氏 , その 他 貴 重 な 試 料 を いた だ いた 多数 の 
方 々 に 深く 感謝 する 。 本 研究 の 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よる 。 
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クリ プ ト メ レー ン 鉱 の 加熱 変化 に つい て * 


Thermal study on some cryptomelanes 


岡 田 ok  (Kokichi Okada)** 


Abstract: Cryptomelanes from some different localities in north- 
eastern Japan were studied by means of X ray powder method and 
differential thermal analysis. 

Differential thermal curve of pure cryptomelane is characterized by 
a single endothermic peak at 830~930°C corresponding to the conversion — 
of cryptomelane to hausmannite, Mn,O,. D.T.A. curves of four samples 
consisting only of cryptomelane showed that comparatively much quantity. 
of pyrolusite and, or y-type ramsdellite is mingled in these samples. 


1. ¢ = 
IVP RAV —-—VHO D.T.A. は ご れ ま で 2 , 3 の 研究 者 に よっ つて 実施 され て いる が , 
曲線 は 研究 者 に よ つ て 異 り , その 解釈 も まち まち で , し か る も 加熱 生成 物 の 性 状 に つい て 
も 一 致し た 見 解 が な いよ う で ある 。 よ つて 筆者 は 産 状 と 肉眼 的 特徴 を 異 に た する 数 種 の ク 
リプ トメ レー ン 鉄 の D.T.A. を 行い ビー ク 前 後 の 加 熱 体 を X 線 的 に 吟味 し , REO 
加熱 変化 に つい て 一 店 の 結果 を 得 た の で , その 概要 を 報告 する 。 
2ragt 料 
実験 試料 は 産 状 を 異 に た にし, か つ 肉 眼 的 特徴 に 差異 の ある 次 の 4 試料 を 使用 し た 。 

A 岩手 県 夏 油 温泉 産 ク リプ トメ ヌレ ー ン 鈴 り : 本 鉄 の 産 状 , 鉄 物 学 的 記載 に つい て は 
高橋 維 一 郎 の 詳細 な 報告 が ある 。 こ れ に よる と クリ プ ト メ レー ン 銘 は 段丘 砂 和 層 中 の 砂 
春の 間隙 を 了 充 培 する 温泉 沈 源 物 と し て 石灰 華 を 伴っ つて 産 し , 鉄 石 は 不 規則 塊状 , ERG, 
帯 青黒 色 で , FIR ALMA BERS POURRATET So 

B 青 青 森 県 早瀬 野 鉄 山 産 クリ プ ト メ レー ン 釣 : 本 鉄 床 は 第 三 紀 層 の 石英 粗 面 岩 中 に 
RIGS ZEROES v HY HIRCHS? 0 PY AVY SKMOKMBMNLKS YH V KOBE 
APRA V—AEHERVY", CNKSHOTZVTS PAV—-VYGK. Whe vAvH, 針 鉄 
Gk, 赤 鉄 鉱 , 石英 等 を 随伴 する 。 TVS PAV —-VRUAKEE CHOREEBL, 微粒 の 


+ 東北 大 学 選 鉄 針 錬 研究 所 報告 人 第 311 号 

** 東北 大 学 選 鉱 針 錬 研究 所 

1) 本 鉄 は 岩手 大 工学 部 高橋 維 一 郎 助 教授 より 恵 与 され た も の で ある 。 Mid TH 
謝 の 意 を 表す る 。 

2) 高橋 維 一 郎 : 岩 大 工 研 報 , 10, 24~32, 1957. 

3) 青森 県 : 青森 県 の 地下 盗 源 , 42, 1954. 

4) 南部 松 夫 , 岡田 広吉 , BOOK : Morse, 15, 1959, 印刷 中 
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パイ ロ ル ー ス 鉄 と 密接 に 共生 し て 産 す る 。 

_C_ 音 手 県 熊 ノ 沢 鉄山 産 ク リプ トメ レー ン 鉄 : 熊 ノ 沢 鉄山 り は 北上 山地 の 古 生 層 中 の 
典型 的 な 層状 マン ガン 銚 床 で あつ て , SARIS TEC AS tT > — } DICER ST So 
AGROB OMG, F70G, 姜 マ ン ガ ン 鉄 , ブラ ウン 鉄 , ハウ ツウ スマン 鉱 等 か 
ら な り , 酸化 帯 は 高 品 位 の 二酸化 マン ガン 鉱 ( 主 に パイ ロ ル ー ス 鉄 と > 型 ラ ム ァ ス デル 鉄 ) 


Bl クリ プ ト メ レー ン 鉄 の 交 線 廻 折線 
; Nassau, Germany?) | = 43) 早瀬 野 NN ze) 神 
2 
hkl fE 状 R 状 
ib: ie d(A)| I |d(A)| 1 |a(A)} 1 AINE 
d(A)| I |d(A)| I 
110 | 6.92] m | 6.92] w | 7.14 |mw(b) 6.81 We i 719 ESS ON ow 
200 | 4.91 | m | 4.91] w | 5.00 mw(b) 4.84] w | 5.03] w | 4.89] w 
220 | 3.47 | m | 3.47 |v w| 3.48 | vw(d)| 3.43 | vw(d) 3.50 lvw(d)' 3.44 |jww(d) 
4k 
S30 Sod SA ES ma | Seas s 3.07 vs (b) 3.15 Sooke Ss 
400 | 2.46) m | 2.46 |v w| 2.47 2.43 | vw 2.46 | vw 
121 25401) -s 2240 ms | 2239) 's (b) 5241 Ss 2.38 s 
330 | 2.325) w 
240 | 2.205) mw | 2.21 | w | 2.22 Ww ZENS vi wall 27. m 2.20| vw 
$01 2.16) w | 2.16) m | 2.14 S 2.15| ms 
“2.10 Ww 
x 
1.96 \vw(d) 
150 | 1.935} m 1.94 | vw(d) 1.93 vw(d) 
141 1.835} m|1.84] m WEY SII Gan SS 
440 | 1.74 | w 
350 |1.69| w 
600 | 1.64) s | 1.64] w 1.63 |m(b),| 1.64 vw(d)| 1.64 vw (d) 
260 | 1.55 | w 
251 1.54| m 133 Ss 1.55 | m | 1.54 | m(b) 
002 1.43 | w 1.42 m | 1.43 Ww 1342 | =m 
170 40 
550} . V W 
460 | 1.36 | w 1.36 
451 1.35 | m | 1.35 | m(b) | 1.35 Ss 1 .298)m(b,d)) 1.36 | m(b) 
370 | 1.295) ms | 1.295) w | 1.29 mw(b) 1.297)s (b) w (d) | 1.296] w 
402 1.24 lv w 1.223| vw 
332 1.22 ivw 
660 | 1.16 | w 
Ol 1.15 | w 1.15 | w(a 1.1 
152 じ . ( ) .15 vw(d) 
190 1.09 | vw 1.08| w 1.08 vw(d) 
390 | 1.04 |vvw 1.04| w 


* パイ ロ ル ー ス 鉄 の X 線 加 折 線 4 RHE TIT AVY GK 
の XX 線 加 折 線 が 重複 


1) 南部 松 夫 : 北部 北上 山地 の 二 , 三 の マ ン ガ ン 鉄 床 調 査 報 告 , HER, 32~36, 


2) Ramsdell, L.S. :Am. Min., 27, 611~613, 1942. 
3) 高橋 維 一 郎 : 前 出 , 1957. 
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AE TOS FUP PAV —YRRIPARIOIBte vy AVSRAMCBRK, 魚 卵 状 を な し て 
REL, 監 看 で 鋼 灰 色 を 量 す る 。 実 険 に は 腎 状 を な す 部 分 を 使用 し た 。 

D BERHAUT UT) AV —V GR: 本 鉱床 も 北部 北上 山地 に 普通 見 られ る 
層状 マン ガン 多 床 の 1 っ で あぁ つて , MRF + —)P PIR LER LMM CER, (A 
斜 を 示す 。 鉄 床 填 頭 部 は 熊沢 鉄山 と 同様 に 二酸化 マン ガン BKC, クリ プ ト メ レー ン 鉄 
は 均質 塊状 , 黒色 で 他 の 二酸化 マン ガン 鉄 と は 肉眼 的 に 区 別 で き な い 。 


3. 実 RG 法 


ZB KN 線 粉末 写真 潜 と D.T.A OAL CHOR. MEO RES Bike tcZ RAKE 
は 前 報 り と 全く 同様 で ある 。 


4. X he HK HH 


上 記 4 試料 の X MRM MRE HEL CH CS. 比較 の た め に ~Ramsdell?) 
の 与え た Nassau 産 の 2 種 の クリ プ ト メ レー ン 鉄 の 面 指 炒 , 面 間 距 離 お よび 比較 強度 を 
併記 し た , 

第 1 ice he 4 試料 の 面 間 距 離 と 比較 強度 を Nassau 産 ク リプ トメ レー ン 鉱 と 比較 
する と 良好 な 一 致 を 示す 。 な お , 早瀬 野 久 山 産 試料 の 3.07A, 2.10A, 1.96A OMe 
は 混合 し て いる パイ ロ ル ー ス 鉄 に よる も の で ある 。 


5. 示 差 熱 分 析 
D.T.A. の 結果 は 第 1 図 に 示す ご と く で あつ て , 各 曲 線 に は 次 の 特徴 が ある 。 


第 1 図 FVSFbAV—-VYHO D.T.A. 曲線 


Ra<—> きま 


200 400 600 800 1000 


A: 岩手 県 夏 油 温泉 産 Bs 青森 県 早瀬 野 鉄山 産 
C : 岩手 県 熊 ノ 沢 鉱山 産 D: BPRZ 7 She 


A 夏 油 温泉 産 (第 1 図 A) : 800°C 附近 か ら 緩 優 な 吸熱 を 始め , 930°C に 鋭い 吸 


1) 岡田 広吉 : BOK, 43, 229~238, 1959. 
2) Ramsdell, L.S.: 前 出 , 1942. 
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熱 ピ ー ク を 示す 。 KROGER IG LEBORRALTZAL TCS LMARY 
SATB", 930°C の 吸 熟 ピー ク を 方 解 石 の 解離 に よる 吸熱 と 説明 する に は 量 的 に 
問題 が あぁ る の で , この 吸熱 ピー ク は クリ プ ト メ レー ン 鉄 の 熱 反 応 に よる と 考え る の が 受 
当 で が ろう 6 

B 早瀬 野 鉄 山 産 (第 1 図 B) : 620°C, 900°C, 960°C に 顕著 な 吸熱 ピー ク が あ 
。 この 中 620°C と 960°C の 吸熱 ピー ク は 試料 の 産 状 と ※ 線 廻 折線 か ら パ イロ ルー 一 
ス 多 の 熱 反 褒 が に よる こと が 明らか で ある か ら , 900°C ORMRBEC-7ORR7 VT} 2 
レー ン 鉄 の 熱 反 応 に 起因 する も の で ある ろ 3 0 

C Re 7IRGLUBE (第 1 図 C): 本 曲線 に は 900°C に た だ 1 つの 吸熱 ピー ク が 存在 
する だ け で , 他 の ピー ク は 全く 認め られ な い 。 本 試料 は ※ 線 廻 折線 で も 示さ れ た よう に 
不純 物 の 混入 が 殆ど な いも の と 療 え られ る 。 

D 妻 ノ 神 鉱山 産 (第 1 図 D): 550°C 附近 の 緩慢 な 吸熱 ピー ク と 890°C お よび 
960°C の 鋭い 吸熱 ピー ク が ある 。 こ の 中 , 550°C と 960°C の 吸熱 ピー ク は 7》 型 ラム ス 
デル 鉄 の 吸熱 ピー ク に 極め て 類似 する や か ら , X 線 的 に 検出 し 得 な か つた 低 結 品 度 の > 型 
ラム ス デ ル 鉄 を 相当 量 混入 し て いる も の と 解き され る (この 点 に つい て は 如 和 熱 変 化 の 項 で 
説明 する ) 。 従っ つて 890°C の 吸熱 ピー ク の み が ク リプ トメ レー ン 録 の 熟 反 応 に よる も の 
と 解釈 され る 。 

以上 の D.T.A. は 肉眼 的 に 均質 で , 六 線 的 に クリ プ ト メ レー ン 鉄 お よび これ に 少量 の 
不純 物 を 随 供する る も の と 同定 され た 試料 に つい て 行 つ た も の で ある か ら , 42H 
し て 存在 する 890°C へ 930°C の 吸熱 ピー ク は クリ プ ト メ レー ン 多 の 熟 反 応 に 起因 する る も 
の で あぁ あり, これ 以外 の ビー ク は 不純 物 の 影 織 に よる も の と 帰納 され る 。 

クリ プ ト メ レー ン 鉄 の D.T.A. は 既に McMurdie - Golovato*), Delano5), #e¢q - 
西村 ・ 前 田 9, 針谷 等 に よ つ て 行なわ れ て いる が , 曲線 は 研究 者 に よっ つて 異 り め , また 同 
一 研究 者 に よ つ て る も 試料 毎 に 異 る 曲線 が 得 ら れ て いる の で , クリ プ ト メ レー ン 鉄 に 特徴 
的 な 反応 ピー ク , ビー ク 温 度 を 従来 の 資料 の みか ら 指 摘 す る こと は 困難 で あぁ ある 。 し か し 
な が ら 筆 者 の 実験 結果 に よる と , クリ プ ト メ レー ン 鉄 の D.T.A. 曲線 は 顕著 な 只 1 っ の 
吸熱 ピー ク を 有する こと は 明らか で ある 。 また 第 1 図 に 示さ れ た よう に クリ プラ ヌレ ニー ン 
鉄 の 吸 熟 ピー ク の 量 的 相違 (振幅, 反応 面積 等 ) , ピー ク 温 度 等 は 必ず し も 一 定 せ ず 多 
少 変動 する 。 こ の こと は クリ プ ト メ レー ン 鉄 の 化学 組成 , 結晶 度 , BE, 混入 不純 物 の 種 
類 お よび 量 等 に よ つ て 左右 され る こと が 推察 で きる に し て る , 本 実験 の 結果 か ら そ れ ら 詳 
因子 の 影 郷 を 定量 的 に 考察 する こと は 困難 で あぁ る 。 


) 高橋 維 一 郎 : 前 出 ) 1957. 
2) 例え は Kulp, J.L. and Perfetti, J.N.,: Min. Mag.,29, 239~251, 1950. 
3) 岡田 広吉 : 前 出 , 1959. 

4) McMurdie, H.F. and Golovato, E.: J. Res. Nat. Bur. Stand 41, 
589~600, 1948. 

5) Delano, P.H.: Ind. Eng. Chem., 42, 523~527, 1950. 

6) HGHACRRE : BEA a, Ua : oki, 2, 431~444, 1956. 

7) St@Qle : Gi, 3, 565~591, 1958. 
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第 2 図 青森 県 早瀬 野 鉄山 産 ク リプ トメ レー ン 人 銘 の X 線 粉末 写真 


A: S38, B: 550°C 加熱 , C: 700°C 加熱 , D : 1000°C 加熱 


第 3 図 岩 


dl 


F 県 態 ノ 沢 鉄山 産 ク リプ トメ レー ン 鉄 の PORE 


A: 78, B: 850°C fn, C : 1000°C sna 


6. ZPYSPhAL—YHOMBBML 


D.T.AVAD ENT VT hb AV —-VYROBRARIS eID MDT SAMS, 吸熱 ピー 
ク 前 後 ま で 加熱 し た 試料 を ※ 線 的 に 検討 し た 。 AA ES BR PE: 1000°C, 早瀬 
野 録 出産 550°C, 700°C, 1000°C, AE 7 IRS PE : 850° C, 1000°C, 3 7 Abgk PE : 
820°C, 920°C, 1000°C で あぁ る 。 所 定 の 温度 に 加熱 し た 後 の 線 粉 末 写 真 を 第 2, 3, 
4 図 ( 夏 油 温泉 産 は 和 省略) , ※ 線 廻 折線 を 第 2, 3 表 ( 夏 油 温泉 産 , 早瀬 GAL PER 
MW) KENENATF o 

A Byes pe : 1000°C 加熱 後 の ※ AMTARIL AT AZ vy GKIC—BLT AM, な お 
IVP AV —Y GO GITG 7 THR 2, 3 認め られ る 。 

B FYE PE (第 2 図 ) : 550°C で は 変化 が な く , 700°C で クリ プ ト メ レー ン 
GEE TAEROIES Et 7, 1000°C で ハウ スマ ン 鍼 に 極 く 微 量 の クリ プ ト メ レー ン 鉄 
が 混合 する ※ 線 廻 折線 を 示す 。700°C CHRMLEET AURA MME LU CRBSEN 
Cw 4 a —- AGO MBE Rs (640°C の 吸熱 ピー ク ) で 生成 し た も の で あつ て , 


oa 960°C ee AY Rl hs GENCY WGN 


aR 


Cc eos PME ED AT AV EEE, BRE 
店 を 径 た 1000°C" で は 大 部 分 が ハウ スマ ン 鉄 と な る が , RMB7VF bAV—-vY MRO2, 


Ie Kulp, jl. and Perfetti, NE 1950. 


28 6 GD KR AB wb 


第 4 図 ESE OKIE VT PAV —-Y RO XMBAFR 


A: 378, B: 850°C 加熱 , C : 920°C 加熱, D: 1000°C Ana 


第 2 表 HET ROKINPET V7} 2 V — v BRIM RIAD NBME OR 


TNFR Pn wee | RE? RGR 7) 7 b 4A 7 
Vv — VERY) es GR? ee 温 £50 °C 1000°C 
dA) | 1 | Gexy| 1 [a (A) EA 
6.92 | w | 7.19 m | 6.82 w 7.07 | w 
4,91 w 4.90 2 5.03 w | 4,90 Ww | 4.89 | w 
3.47 Vw | 3.50 |v w(d) | | 3.51 Ww 
Sele m 3.09 3 ES Ss 3.09) 4 Ss Se Sar mer 
2.88 | の vw A ote) Ww 
2.75 6 2075 m 2.76 | s 
2.46 vw 2.48 10 2.48 vay |} AGA Ss 
2.40 Ss 2.41 S RS | A NE 
Died 光 2°35 VW 2.36 | Ww. 
PAA | Ww 
2.16 Ww rei By m 2.15 w (d) 
2.04 2 203 Ww の R08 m 
1.835 m | 1.84 m 1.83 W | 
1.824 | 1 | 
12793 Z a9 WwW 9 m 
1.702 | 1 1.€9 W A) Ww 
1.64 W 1.641 1 1.64 |vw(d)| 1.63 Ww 1.63 Ww 
1077, 5 i Sy7/ m iL Seve m 
1.54 wot | 1 pay} 5 Weis m 1.54 Ss 1.54 s 
1.43 | w W441) 20) 9.43) [ee ea mo |) toad 
1.35 | m | 1.345| 1 | 1.86 m (b,d)| 1.35 | m(d) | 1.34 | w 
1.295! w 1.298 | w(d) | 1.299 v w(a)| 
1.278 | 1 SY Ww R27 Ww 
1.24 VW 
23 | vw 2 1 123) vw | 1.23 Ww 
ik ey 2 | 1.19 vw gill) Ww 
1.185 | 2 1.18 7 Wal desl Sina 
ie) Ww | | | 
We l22 2 lea Ww EL Ww 


3 の NX 線 廻 折線 が 認め られ る 。 
D 327 HSK (4M, 3s): 820°C で は クリ アト メレ ーー ン 人 鉄 と で ビグ クス ピピ 


4) Ramsdell, L.S.: AypHt, 1942. 
2) Aminoff, G.: Z. Krist.,“64, 475~490, 1926. 


= 


mrt BH 


x 


第 3 x Ze] MK 


PET VT XV — v GRAMBMAD XAG ALITA 


LMG AS OES PSUS 妻 フ 神 鉱山 産 ク リプ トメ レー ン 鉄 
ンー » gk 2 | vy gk 3) | 温 850°C 920°C | 1000°C 
a(A)| I |d(kX)} I |d(kX) I | a(A) I d(A)| I |da(A)} I |d(A)| 1 
6.92) w 6.89 w 6.82| w | 7.02} m|6.98| m 
4.91 | w 4.90 | 2 | 4.89 w 4.88 | w 4.89 | w 
3.86 | 10 3.83 | m | 3.83 | w 
SA TN 3.44 | vw(d) 8.51 | w |3.49|'w 
Salk een 3.09 || 3 | 3.44 s 3.10 | m 3.08) ia 
| の "SSL VE Se 
| 2.75 | 6 DTS Nae 
2.72 | 100 2.72)| s | 2:71 Ss 
2846 ee 2.48 | 10) 2.46] vw 2.48 w|]2.49| mm 2.48] 
2.40] 5 2.38 s 2.41] w 
2235 | to ease" 2 2.35 | aw 1-2.84| yn 42.85! ay 
eee an | | 2.20 vw 2.25 |v w| 2-25 |v w 
Ag Ca ieee 2.15 m 2.17) w 
2.04 | 2 20S one 
2.01 | 20 2.01 | w | 2.00| m 
1.835] mw | 1.84 | 30 1.83 m 1.84] m|1.84] m 
1.824) 1 
1.793 1.79 wi l79)) oy 
1.702| 1 1-70 | wi 1-69) oe 
1.66 | 90 1.66] s |1.66| 5 
1.64 1.641; 1|1.64| vw(d) | 1.62 |v w 1.64 
sd 1.577| 5 (0 Poh ene ae 
154 Vey 1.543; 5) 1.54| m(b) | 1-54| m | 1.54 vw 1-54] § 
1.43 | w | 1.45 | 20| 1.441) 2| 1.42 m 1.45 | w/1.44| w|1-441 m 
1.42 | 60 | 1.41| 5s |1.41] s 
1.39 | 20 1.38!) w | 1.38] w | 1.38 |\yw 
1.35 | m | 1-35 | 10 | 1.345] 11-36] m(b) | 1-35 | m | 1-35 [vw 1-34) (2 
1.295) + 1.296 Ww 1.30 | w | 1.30 |v w 
1528 10°) 1.278) 1 1.28) w |1.27| w | 1-27] wm 
oe one ee? ase: 
eg eo 1.231] 1] 1.231) vw eI) ag 
1.19| 5|1.197) 2 1.19 |v wl 1-19 |v wi 1-19] w 
118.) 101F 185)" 2 1.17 |v w)] 1.17} -w | 1-18] w 
1.15 | w | 1.16 | 10 1.15 vw 1.16| w|1.16|) w 
1.14 | 10 1.14 |v wi 1.14] w 
1 .122| 2 | 1.12] w | 1.12] m 
ーー 
gt, 920°C で は ハウ スマ ン 鉄 と ビク スピ ビ 鉄 , 1000C で は ハウ スマ ン 鉄 の X 線 廻 折線 を 


RF. 820°C CHEFS 7 ALGME 線 的 に 検出 不能 で あぁ つた > 型 ラム ス F VEO 


脱 酸 素 反 応 (550°C の 吸熱 ピー ク ) に よっ つて 4 


TAN 


PRQUIe UO Coe Gs) LUT hee 


ン 鍼 は この 温度 で は 熱 的 に 安定 で あり , MET VT AV —Y Rit 890°C の 吸熱 反応 で 
ANY AT VGN, 更に 960°C の 吸 府 反 店 に よ つ て 先 に 生成 し た ビク スピ ビ 鉄 が ハツ 
スマ シ ジ 鉄 へ 移行 し た こと を 示す 。 


to = 


0) 
i 


Ramsdell, L.S. 


Zachariason, : Z. 


: ait, 1942. 


Krist., 67, 461, 1928. 


Aminoff. G.: 前 出 , 1926. 


1959. 
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ご 


クリ プ ト メ レー ン 多 の 加熱 変化 の 研究 は 既に Gruner, Cole, Wadsley, Walkley??, 
McMurdie, Golovato®) ic koC#HbntwSo 2NbOMRICKLSL, クリ プ ト メ 
L—v Gis 600°C ¥ CRUNCRECHY, 07 ATV GAO AEE 700°C~ 970°C 
と 幅 が 広い 。 本 実験 に お いて は クリ プ ト メ レー ン 鉄 は 880°C~930°C ORAM ko 
て 大 部 分 が バハ ツウ スマ ン 鉱 へ 移行 する こと が 判明 し た 。 クリ プ ト メ レー ン 鉄 か らち ハウ スマ 
ン 鉱 へ の 移行 温度 の 相違 は 試料 の 化学 組成 (特に 含有 アル カリ の 量 ) , 結晶 度 , ME, 実 
験 条件 等 の 相違 に 基く も る の と 考え られ る 。 


7. 人 工 混合 試料 に よる D.T.A. 曲線 


クリ プ ト メ レー ン 鉄 は 一 般 に パイ ロ ル ー ス 鉄 あ る いわ 7 型 ラ ム ス デ ル 鉄 と 密接 に 共生 
し て 産出 する の が 普通 で あつ て , クリ プ ト メ レー ン 鉱 と 共生 する パイ ロ ル ー ス 鉄 , y BF 
ム ス デ ル 鉄 は 交 線 的 また は 前 述 の 妻 ノ 神 鉱山 産 試 料 の ご と く D.T.A. に よ つ て 始め て 
存在 を 明らか に され る 例 が 多い 。 か よう な 見 地 か ら ク リプ トメ レー ン 鉄 と パイ ロ ル ー ス 
鉄 お よび >y 型 ラム ス デ ル 鉄 と の 人 工 混 合 試料 に つい て D.T.A. を 試み , 天然 産 の この 
種 の 鉄 石 に 対す る D.T.A. の 適用 を 検討 し た 。 

実験 に 用 いた クリ プ ト メ レー ン 鉄 は 線 廻 折線 と .D.T.A. の 結果 , 不純 物 の 混入 が 
殆ど な いと 考え られ た 熊 フ 沢 鉱山 産 の も の を 使用 し , 84 BV —- AGT SE”, 


第 5 図 クリ プ ト メ レー ン 鉄 と パイ ロ ル ー ス 人 鉄 の 人 工 
JESMO D.T.A. 曲線 


* 
6 ao 
D 
OR 
E | 
200 400 600 800 1000 
iB し 


I CD we 
クレ = Gk LOOP 75 eS eos 0 
284 at = Gk 20 S00 RZ 5y A100 


1) Gruner, J.W.,: Am. Min., 28, 497~507, SOS: 


2) Cole; W.F. , Whdsley, A.D. and Wtlkley, A.,: Trans. Electrochem. 
Soc., 92, 133~ 158, 1947. 


3) McMurdie, H. F., and Golovato, E.: 前 出 , 1948. 
4) 南部 松 夫 , 岡田 広吉 , 桜井 欲 一 : ATHY, 1959. 
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YR AAF VENEGAS FEV DS OR Av ?to 混合 比 は 75:25, 50:50, 25 
:75 の 3 種類 で ある 。 実験 結果 を 第 5 , 6 図 に 示す 。 

A クリ プ ト メ レー ン 鉄 一 ペイ ロ ル ー ス ヌス 鉄 (第 5 図 ) : 両 鉄 物 の どー ク は それ ぞ れ の 
混合 比 に 応じ て 比例 的 に ピー ク の 振幅 を 増減 し て いる こと は 当然 で ある が , クリ プ ト メ 
レー ン 鉱 の 吸熱 ピー ク は 同 鉄 の 混合 比 259 CA<d AAMC Y, D.T.A. 曲線 か ら 同 
鉄 の 存在 を 探知 で き な く な る 。 ま た パイ ロ ル ー ス 鉄 の 吸熱 ピー ク は クリ プ ト メ レー ン 約 
の 混合 比 の 増加 に 従 つ て 著 る し く 振 幅 の 低下 を 来 し , さら に ビー ク 温 度 は 低温 側 に 移行 
する 。 パ イロ ルー ス 鉱 の ビー ク 温 度 の 低下 は 高温 側 の ビー ク に 顕著 で あぁ つて, HICK 
25% の ビー ク 温 度 は 同 鈴 10096 の 場合 より 40°C る 低温 で あぁ る 。 


B&R 7V7FbAV—VPE yV HILRZFVROAL 
混合 物 の D.T.A. 曲線 


A 
B 

*® 
| | 
D oh 
E 


200 400 600 800 1006 
iB 


AY 5) ) (CS DE 
クリ リプ p26 100 75 50 2-0 
VELFRAFVG OO 2 50 7 100 


B 7YVSbAV-VH—-y WILAF NG (第 6 図 ): HG 物 の 混合 比 に よる ビー 
ク グ の 変化 は 前 者 と ほぼ 同様 で ある が , > 型 ラ ム ス デ ル 鉱 の 吸熱 ピー ク の 談 動 は パイ ロ ル ー 
ス 鉄 に 比較 し て 小さ い 。 

本 実験 の 結果 , クリ プ ト メ レー ン 鉄 と パイ ロ ル ー ス 鉄 あ る い は > 型 ラ ム ス デ ル 銘 が 混 
合 す る 試料 の 同定 に は D.T.A. が 極め て 有効 な 手段 で ある と 言え る が , 他方 クリ プ ト 
FV -YROESHE 259 OYAILARO RAE — 7H LWA CAH AB BR I Sr 
b, -OMOIRSROMMIE D.T.A. & 線 浜 を 併用 する 必要 が ある 。 


8. 東北 地方 産 の 2, 3 の クタ リプ トメ レー ン 鉱 の D.T.A 曲線 
東北 地方 の 古 期 堆積 岩 帯 に お ける マン ガン 銘 床 の 赴 頭 附近 は 一 般 に 高 品 位 の 二酸化 マ 


1) PARK: ATHY, 1959. 
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ン ガ ン 銚 に な つて いる 。 こ れ ら 鉱床 露頭 附近 か ら 控 取 さ れ た 二酸化 マン ガン 鉄 の 中 , 
RANI TUT b eV -VREELTS Se ee Oe 
の 存在 が 確認 きれ た 試料 の D.T. A. 曲線 を 第 7 図 に 掲げ る 。 


6% 7 SM 7V7F} RV —-VYRO D.T.A RR 


ご) a 
aes 
潜入 ーー> % 


200 400 600 800 1000 
mm CS 
: 岩手 県 横地 鉱山 産 , Bo: 岩手 県 川井 鉱 出産 
: 岩手 県 高松 鉄山 産 , D : BF RRAE 7 REALL 
E: 福島 県 御 斉 所 鉄山 産 


OO > 


A SPREE! (第 7 図 A): 本 鉄 は 塊状 , FREE COREE EL, REA 
帯 福 黒色 で ある 。 X 線 廻 折線 は クリ プ ト メ レー ン 銚 だ は け で あつ た が , D.T.A. 曲線 に 
LTV TF RV —YERORBE — 7 DIN? 4 I — AGRO IEG HAY 7 BE — 7 OS HE 
Lko EDCTHRRIL7 V7 b AV —-V ORIG RO? 4 OV — RRS IBAL TWHHBO 
で ある 。 

B 岩手 県 川井 鉄山 産 * (第 7 MB): 本 鉄 は 径 約 10cm OBBRE AL, 中 心 部 は 
帯 福 黒色 で 覧 く , 表層 部 は 茶 礼 色 , 軟弱 で あぁ そ 。 実験 に は 表層 部 を 使用 し た 。 X mt 
BRETZ VT RAV—-VYHE VHBFIRAFNROBSCHSILERL, D.T.A. Rie 
Bw TO MBA MO AN 72 AWE — 7 PAPE CBS o 

C 岩手 県 高松 鉄山 産 ) (第 7 図 C): 本 鉄 は 皮 毅 状 構造 を な し , 黒色 , 堅 硬 で ある 。 
X 線 廻 折線 は 型 ラ ム ス デ ル 鉄 の み で あつ た が , D.T.A. 曲線 に は クリ プ ト メ ヌメ レー ン 條 
の 微少 な 吸熱 ピー ク が 認め られ る 。 よ つて 本 鍼 に は 》 型 ラム ス デ ル 釣 に 極 く 微 量 の クリ 
TFERAV-—VRRESL WALL EMD? 

D BPR 7 REY (第 7 図 D): 本 試料 は ブドウ 状 構 造 を な し , RE, 黒色 
CRE GL REE BT So X 線 廻 折線 は クリ プ ト メ レー ン 伏 だ は で あぁ あつ た が D.T.A. 


FASE + : 岩手 県 鉄山 誌 , 97, 1950. 
同上 , 93~95, 1950. 

南部 松 夫 : BUHL, 8~13, 1959. 

南部 松 夫 : 前 出 , 1959. 
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の 結果 WPA LAFNVEREIESL TSI EMMM Lo FUT RAV HY CORB 
ー ク 温度 は 前 3 者 より 低い 870°C で あぁ る 。 

E 福島 県 御 斉 所 鉱山 産 (第 7 NE): ASI RRIO GAINS JEBEL CHL. 
黒色 で 土 状 を 量 す る 。X 線 箇 折 線 は パイ ロ ル ー ス 鉄 と y 型 ラム ス デ ル 釣 の 混合 で あつ た 
が , D.T.A. 曲線 に は クリ プ ト メ ヌメ レー ン 銘 に 特徴 的 な 吸熱 ピー ク が 出現 し た 。 本 試料 の 
クリ プ ト メ レー ン 銘 の 吸熱 ピー ク 温 度 は 筆者 の 実験 試料 中 で 最も 低い 830°C を 示し, F 
た 反応 面積 も 非常 に 大 きい の が 特徴 で ある 。 

9. #8 括 
東北 地方 産 ク リプ トメ レー ン 鍼 の D.T.A. を 行い また クリ プ ト メ レー ン KOMBE 
(Ge 線 的 に 道 求 し て 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) FUSFbAV—YSRSHOpBlte vy AY EEK (4a RR; y 型 ラム ス デ 
Ve) kD BCR, D.T.A. で は 830°C~930°C に 内 1 っ の 吸熱 ピー ク を 示す 。 
ビー ク 温 度 は 試料 の 化学 組成 , 結 品 度 , BE, 混入 不純 物 の 種類 お よび 量 等 に 影響 され 
る も の と 考え られ る 。 従来 公表 され た クリ プ ト メ レー ン 鉄 の 複雑 な D.T.A. 曲線 は 大 部 
分 不純 物 の 混入 に よる こと が 明らか に な つた 。 

(2) クリ プ ト メ レー マンマ 鉄 は D.T.A. 曲線 に 示さ れる 吸熱 反 店 に よ つ て ハウ ツ ス マン 
鉱 へ 移行 する が (一 部 の 試料 で は 反応 ピー ク 前 に 少量 な が ら ハ ウス マン 鉄 へ 移行 する ) , 
1000°C に お いて る も 極 く 微量 の クリ プ ト メ ヌメ レーン 鉱 が X 線 的 に 検出 され る 。 

(3) クリ プ ト メ レー ン 銘 と パイ ロ ル ー ス 鉄 あ る い は > 型 ラ ム ス デ ル 鉄 と の 混合 試料 
に よる D.T.A. で は , クリ プ ト ヌ レー ン 鉱 の 混合 比 25% で 同 鍼 の 吸熱 ピー ク は 不明 
膝 に な る 。 また グリ プ ト ブ レーン 人 鉄 の 混合 比 の 増加 に よっ つっ て, パイ ロ ル ー ス 人 鉄 と 型 ラ ム 
RF VED BARE — 7 EMA IEAT FS FS 0 

(4) 東北 地方 産 の 2, 3D7)07) 2V—-—YGKO D.T.A. を 行 つ た 結果 , WO 
同定 に は D.T. A. が 極め て 有効 な 手段 で ある こと が 判明 し た 。 ま た クリ プ ト メ レー ン 鉄 
は パイ ロ ル ー ス 鉄 , 型 ラ ム ス デ ル 鉄 と 共生 し て 産出 する 例 が 多い か ら , この 種 の 鉄 石 の 
研究 に は 交 線 法 と D.T.A. を 併用 する 必要 が ある 。 


AT SiC FEO APPS, 御 団 寺 を 賜っ つた 本 学 理学 部 竹内 常 彦 教 授 , Beak he 
錬 研究 所 南部 松 夫 助 教 授 に 対し 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 な お 実験 試料 は 南部 松 夫 助教 授 
の 標本 中 か ら 使 用 させ て 頂い た 。 実験 試料 の 使用 を 快 議 さ れ , か つ 産 状 を 御 教 示 下 さ つ 
た 南部 松 夫 助 教 授 に 改め て 謝意 を 表す る 。 


1) 南部 松 夫 , 岡田 広吉 : Morse, 13, 70, 1957. 


34 BKM GR AS ab 


Xenothermal 型 鉱床 産 関 亜 鉛 鉱 の 微量 成分 


Minor elements in sphalerite from 
xenothermal deposits 


7 田 #8 彦 (Kunihiko Muta)* 


1. 前 言 

Xenothermal 型 鉄 床 は 地下 渡 処 の 低圧 な 場 で , 比較 的 高温 度 や (300°~500°C+) な 
芝 液 より 生じ た た め に , ERB LMAO zonal arrangement telescoping 現象 が 
認め らち られ, 気 成 ~ 深 熱 水 期 に 上品 出 すべ き 講 元素 が , 浅 熱 水性 鉱石 と 共生 し て , telescoped 
ore を 産出 する 。 

ここ で は , この よう な xenothermal 型 鉄 床 の お か れ た 特異 な 生成 環境 が , SASK 
と くに 関 亜 鉛 鉄 の 微量 成分 の 分 布 に どの よう な 影響 を 及ぼ すか に つい て 検討 を 行 つ た 
結果 に つき 報告 する 。 

この 研究 を 行う に あ た つ て 種々 御 指 導 を 賜っ つた 九州 大 学 木下 亀城 ・ 吉 村 豊 文 両 教授 に 
BC BRERT So 


2. 試 45 

試料 の 産地 を 鉱床 区 毎 に 分 類 し て 示せ ば 次 の 如く な る 。 
1. ASRS ACES (SARK) … 尾 平 , 木浦 , 見 立 , 土呂 久 , 松尾 , BSS 
山 , 高 隈 山 及び 屋久 島 各 地方 …61 Sel 

・ 九州 内 帯 第 三 紀 花 韻 岩 区 … 対 州 鉄 山 そ の 他 上 県 及び 下 県 地方 23 鉄山 

RINE ACI GK LL 

・ 生野 明 延 区 … 生 野 , FAME, 長谷 , 新井 , SRB, PH, RSS 
em JE RGR 
- RR EES, AAS 
・ FEL 秩父 鉱山 
・ 東北 日 本 内 帯 green tuff 地域 区 … 大 良 , 立 叉 , 寿都 , 大 泉 
今回 検討 を 行っ た 鉱山 (MOIAG) 数 は 120 Skil? CHBy 


3. 検出 され た 微量 成分 と その 検出 率 の 傾向 
POHER Ok NRHN HAs SBMA, Ag, As, Au, Bi, Cd, Co, Cu, Fe, 


aN Da Fw WN 
fi 
@w 


* FUN A A ER ah eR 
1) Buddington, A.F.: Econ. Geol., 30, 205~222, 1935 ; Borchert, H.: 
Geol. Rundsch, 39, 81~94, 1951. 
2) 鉄 脈 の 性 質 の 著しく 異 つ た も の で は 同一 鉄山 産 の も の で る も 各々 別々 に 検討 集計 
し た 。 こ の た る め め 実際 の 鉄山 数 より 増加 する 。 
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Ga, Ge, Sb, Sn, Mn, In, Ti, V, Si, Al, Mg, Ca 等 で ある 。 

これ ら 検 出 成 分 の な か で , 全 試 料 の 20% WkicHo tRHAHSD MA, Ag, As, 
Bi, Cu, Cd, Fe, Mn, Co, Ga, Ge, In, Si, Mg, Al) Ca 2G Ao eile 
i, Hg} Au Mo? (Te), Cr, .W, Ni? ®, Ba -Ge, Pt) Pa, Li; WGC NZ AB ol, Ain 
St SORMIERI 20% 以下 又は 全く 検出 され な い 。 


第 1 図 Xenothermal AM gk PEPYHAGKO a 7: Z BULA & L OBE 
Pb Mn In 


Cd Cu F 
ay ee 


TT 


Us 


3 


WA 


Lb. 


A egYiekAe, L … 低温 型 鉄 床 , ※ … Xenothermal WgKpe 


以上 の よう な xenothermal 型 鉄 床 産 図 亜鉛 鉄 に 於 ける 検出 成分 の 分 布 傾 向 を , 他 の 
型式 産 「 の それ と 比較 検討 すれ ば , 第 1 図 に 示す よう に , 1) Sn, Bi を 含む 試料 が 非常 
に 多い , 2) その 他 , Co, As, In, Mn 等 の 検出 率 が 高く , 3) Wc, Ge, Ga, Te, Sb 
等 の 検出 率 が 低温 型 鉱床 産 の も の より 相当 に 低い こと 等 が あげ られ る 。 


4. 主 な る 微量 成分 の 含有 量 


関 亜 鉛 鉄 の 微量 成分 の な か で , と り わ けり 分 布 の 広い Cd, Mn, Fe, Ag, Ga, Ge, Sb, 
Sn の 含有 量 を 示せ ば , 第 2 図 及 び 次 述 の 如く な る 。 

1. Ag … 従来 の 報告 では, —MORUBRAO Ag 含有 量 は 著しく 低い こと が 述べ ら 
れ て いる 。 Xenothermal 型 鉄 床 産 の も の る も 0.005% Ag 以下 の 低 含有 量 の も の が , A 
体 の 約 70% を 占め る 。 


1) APE: Ae, 26, 247~264, 1958. 
2) AAS : 前 出 , 1958; M.Fleisher: Econ. Geol., Fiftieth Ann. Vol., 
970~1024, 1955. 
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第 2 図 Xenothermal AlGKPR 2EPIHE EGR 他 の 型式 産 の も の に LENS 
の 主 な る 微量 成分 の 含有 量 LEU, wk gt pe meD 
ce より 低く , 高温 型 鉄 床 産 より 
| As [ Ga =P も 稽 々 高い 含有 量 の も ODS 
50k | bt | Wo | 
tf) 2. Bi … Bi を 含む 試料 は 
ol tm a SS aug? 鉄山 で ある 。 稀 
% 123°4¢4567 6 12345678 12345678 
a こ は 0.n% Bi yet SYD 


[ 
rami igs | . di Ge seh aol 
L 


BD 73% XE23 0.00N% Bi 
で , UN bLRATS| A HB 


lala 


ie | | 5 aes 
¥ 12345678 12345678 12345678 ® Br eee kh~ CHU < 
100, 1705 
Hs SCH ae ie aM eae ae | 
by [ RS 以上 の よう な Bi の 分 布 は 
6 0.004~ 0.00! sen Sees 
[ | mao cron 高温 鉄 床 産 の も の と ほぼ 均 し 
[ | 8 NOT FOUND ; : } 
0 TT い 傾 向 に あり , Be 熱 水 鉱床 産 
12345678 12345678 


より 一 般 に 多量 含ま れる 。 
3. Cd … 824 7k gk PR BE よ 
, 重々 低く , TRURSA PEK UBT SBEERTO (し か し , 3#OBWIIAY BS 
ties DEN, 試料 の 61.679 YEA 0.1~0.499% Cd FAA, Fic 28.33% が 0.5 
Wo Col WIR PS Awe etlew 

4. Fet) ... KRHA OBA 10% Fe くく は それ 以上 の 鉄 を 含む (3M) . 特に 九 
州 外 帯 第 三 紀 花 賠 岩 区 産 試 料 で の 鉄 合 有 量 は , その 大 部 分 が 129%6 Fe 内 外 , 時 に 1596 
Fe (cO#L, WLA ERI Fe-Cu-S 系 の 離 深 鉄 物 を 包 有 する 。 

green tuff 地域 区 の な か で , KE, 明 叉 両 鉄 山 産 は いずれ る も 1096 Fe YL EL ORES 
A, か つ , Fe-Cu-S Await CET SS, 前 者 の 性 質 と 全く 変り な い 。 し か し , K 
Kk, 寿都 等 は , 596 Fe 内 外 5 OREGA, また 前 者 の よう な 離 深 鉱物 を 認め ず , か な り 
その 傾向 を 異 に する 。 (RY, 後者 の 含 鉄 量 も 一 般 の 浅 教 水 鉄 床 産 が 1 へ ~2% 内 外 で あ 

る の に 比べ る と 相当 に 高い 。) 

UN ee 一 般 に は 0.00n % 及び 以下 で 
So TEMOKG PED SO (ANCRGR PR) に 比べ る と 義 し く 低 い が , し か し , 高温 型 
鉄 床 産 に 比べ る と は る か に 高い 検出 と 含有 量 を 示す 。 

6. Mn … 試料 の 約 80% 近く が 0.196 Mn WLEOWRESA, 他 の 型式 の 舗 床 産 , 
特に 漢 熱 水 鉱床 産 試 料 に 比べ て 著しく 高い 。 ま た , 分 析 を 行 つ た 試料 の な か で は , Mn ot 


1) この 論文 で は xenothermal type を 除い た epithermal type の 人 鉄 床 に つい 


° 

) ABASKI 0.3196, AAAGKIL 0.296 

3) 共生 する 方 鉛 鉄 の 大 部 分 が 0.0n96 以上 , 0.0% DOMME. 

4) Muta, K.: Mem. Facl. Eng. Kyushu Univ., 17, 139~162, 1958. 
5) iP Clk 2~39 Fe の も の も ある 。 
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第 3 図 Xenothermal WERE 関 亜鉛 鉄 中 の Fe 含有 量 と Mn HAL OBER, © 


un % SPD 
O ninzowing 


@ OBIRA PROVINCE _ 


(CONTACT METASOMATIC) 


O 


© TAISHU 


(EPITHERNAL TYPE) 


@ OIZUM1 ete 


(6) Qo5 al 05 To ts 
Mn (wt. %) 

BE GRIK UC IAW S BRAMGK PERE D % D 

1), 3), 4) を 除い た 以外 の 熱 水 鉱床 産 の も の 

… 対 州 鉄 床 区 低温 型 鉄 床 産 の も の 

…green tuff 地域 の も の 


mo hd = 


床 産 の も の を 除く と , FINES ACTER ERIC RT BADER OR LL BEDS OBEY 
高い (第 4 図 )。 

7. Sb: 試料 の 5406 が Sb を 含み 月 その うち の 60% が 0.0n9%6 Sb で ある 。 この 
ょ うな Sb 含有 量 は , 他 の 型式 , 特に 接触 鉄 床 産 より も 高い 傾向 に ある 。_ 

8. Sn. BED 92.5% 迄 が Sn ESR, か つ 0.01% Sn 以上 の 高鍋 品位 の も の 45%, 
更に 0.00n 9% Sn…249%% で , その 大 多数 が 0.000% 以上 の Sn を 含む 。 MS, 他 の 弄 
直 産 の いずれ より る も Sn RHI AA IES YicwHC, xenothermal WerEH Abe © 
最 る 重要 な 特性 の 一 つと し て 挙げ られ る 。 ま た , これ ら の 試料 と 共生 する 方 鉛 鍼 の Sn 含 
BE, 第 5 図 の 如く 関 亜 欠 鉄 中 より る 更に 高く ) 従 つて ; 両 鉄 物 中 の Sn 分 布 を あ 
わせ て 検討 する こと に より , xenothermal 型 産 試料 の 特性 は より 一 層 明 確 と な る 。 

上 述 の ょ うに , xenothermal 型 鍼 床 産 関 亜鉛 鉄 の 微量 成分 の 最も 大 き な 特 微 は , 高 
WAM SKER & eeeF 1B In, Mn, Fe, Sn, Bi, Co 等 と , 低温 型 鉄 床 を 特徴 ず け る Ga 
Ge 等 の 諸 元 素 が , いずれ る も 相当 高い 含有 量 で 検出 され る 点 に ある 。 


2) RERE: 九 大 工学 集 報 , 30, 229~237, 1957. 
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第 4 図 鉄 床 に 伴う 火成岩 類 ( 及 び 生 成 期 ) 
と 関 亜鉛 鉄 中 の Ge 含有 量 と の 関係 


Ge (wt. %) 
KYUSHU 


Mesozoic 
granitic rocks 


75 
70 . ’ 
Tertiary ign Tertiary granite 


rocks (xeno- 
86 thermal type) (xenothermal type) 


depithermal types) (epithermal type) 
Cainozolc volca- Cainozoic volcanic 
nic rocks rocks 


(#4) 1) PATER BR Kis BH OR 
し いも の を 除き , (EIS HRY OO 
REEBA CH LK 2) Er 0.000n 
OG (EIS VO SOLAN Cas ice 
3) FINS = ROTE hea 8 EK D 7 29D BR 
は , 対 州 区 の み の Ge 既 含有 量 を 示す 。 


5. 鉱床 区 と 微量 成分 と の 関係 


A GKIRIR CO BUH GAGA OD fot Br 成 
分 より みた 特徴 は 第 6 図 の 如く で 
ある 。 

1. 九州 外 帯 区 … Sn, Bi, In, 
Mn 及び Fe 等 いずれ る も 最も 多 量 
に 含有 する 。 また な た, Co, As 等 を 会 
有する も の る も 多い 。 但 し, Ge, Ga, 
Hg 等 の 分 布 は 他 の 区 産 試料 より 
る も 少 い 。 

2. 九州 内 帯 区 … 九州 外 帯 区 の 
傾向 に 近い が , Sn の 含有 量 に 低い 
Zk, 及び 比較 的 狭い 地域 内 で 鉱 
床 の 分 化 が 進ん で いて , その 高温 
型 は 尾平 型 に , 低温 型 は むし ろ 
green tuff 地域 産 の 傾向 に 近い こ 
ERERBNPSENSDSo MAW, B 
4 図 点線 及び 第 6 図 A に 示す 対 州 
区 で の 低温 型 鉄 床 で の Ge の 分 布 
傾向 は , green tuf 地域 の それ に 
最も 近い 。 ) Ere, Co の 検出 率 の 
高い こと も , COGRR ROR 
SDE 

3. 生野 ・ 明 延 区 … 前 2 者 に 次 
で Sn, Bi の 含有 量 が 高い 。 し か 
L, In, Mn, Fe 128745) % 
低い も の が 多い 。 Ge, Ga る 一 般 
に は 低い が , 時 に 0.01~ 0.0296 Ge 

(生野 , 新井 等 ) に 達する も の が 
HY, Ere, SOMA Y AMA 
帯 区 に 比べ る と 相当 高い 。 


4. 紀州 区 … Sb, Ag ic#AZLA, Sn 含有 量り も 相当 に 高い る も の が 多く , Co を 移 に 
検出 する 。 し か し , Fe, Mn, In, Ge, Ga 等 の 含有 有 量 は 低い 。 


5. 足尾 区 … 泌 州 外 帯 区 と 同じ く Sn, Cd, In の 含有 量 に 高い こと で 特徴 ず け られ 
Bo この 外 Ga, Mn, Fe 等 に も 富む 。 (AL, 九州 外 帯 区 と 異 る 点 は , Bi に 逐 し いこ 
と で *), また Ge, Co, Sb 等 の 講 元 素 も 極め て 微量 も し く は 含ま れ ぬ 。 

6. 津 具 区 (hORRMI YY Ge, Ga OMHROSA HICH, In, Bi, Cd 


1) 一 般 に 0.0096 Sn. 


2) し か し , 方 鉛 鉄 か ら は 0.02~0.001% Bi 程度 検出 され る 。 
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等 の 含有 量 に た に 逐 し い 。 第 5S 図 方 鉛 久 及 び 関 亜鉛 鉄 中 の Sn 含有 量 
7. 秩父 区 … Sn, Ge, Ga i % 
50 Galena 


も 愛し いこ と が , ARK RK BSH 000N 0.000N 
の 大 き な 特 徴 で ある 。 但し, Mn, 
Fe の 含有 有 量 は 高い 。 In, Sb WH 
々 多い も の と , 非常 に 少 い も の と 
が あぁ あの り 一定 し た 傾向 を 示さ ず , ま 
た , BX As, Bic Co を 含む 。 «4 oN 

8. green tuff 地域 … 一 般 に 
Be, Mn, Ln (BT, (SH 等 に 最 


も 低く , Ga, Ge, Ag 等 に 最も 高 pe 


ON 


K xX K X 


METALLOGENETIC PROVINCE 


ae 
reco 0.000N 


ras 


い 傾 向 が 認め られ る 。 LAL, RK RX clad 

太良 鉱山 産 等 の よう に 足尾 区 等 の K.-S ASME ACTER ER 

傾向 と 近い 性質 の も の が あぁ あり, = (点線 は 同 外 帯 区 の 分 布 を 示す ) 
OBS, KEM DO Fe 含有 量 が CT xenother- 


増加 する 程 , 後者 の 性 質 に 増 々 近 
WMtSo. Biz, As, Cot? 4% 
いも の が 多い 。 
6. 深 成 皆 類 鉱床 区 と 火山 典 類 鉱床 区 
上 述 の 鉱床 区 を , 更に 鉄 床 に 伴う 火成岩 類 に よっ つて 次 の よう に 区 分 する こと が 出来 る 。 
Sk 床 区 
1 深成岩 類 区 九州 内 帯 ( 対 州 ) ROSE RTE RK, 秩父 区 
半 深 成 岩 類 区 FINK 
3 KIUSBRE a) green tuff 地域 区 
b) FOHhOSRAREK (足尾 , 生野 一 明 延 , 津 具 ) 
この 場合 一 般 に , 深成岩 類 区 産 の も の は , Fe, Mn, In, Co, As, Sn, Bi 等 に 富 
A, 基山 岩 類 区 産 で は Ga, Ge, Ag, (Hg) 等 に 富む 傾向 が 認め られ る 。 つ まり , 前 者 
の 方 が 後者 の も の より も , より 高温 型 の 微量 成分 組合 せ か ら な つて いる 。 Bit, 後者 の 
な か で る も green tuff 地域 (と り わ け 大 泉 , 寿都 , 伊奈 和牛 等 ) や 対馬 上 県 地方 産 の も の 
等 , 鉱床 の 性 質 が 一 般 の 低温 欲 床 の それ に 近い 鉄 床 産 で は , 低温 型 を 特徴 ず け る 微量 成 
分 の 含有 量 が 目立つ て 多く な る 。 
BB, 秩父 鉄山 は 深成岩 鉱床 区 に 属 る に も か か わら ず , 同 鉱 山 産 試料 中 の Sn, Bi & 
有 量 は 著しく 少 い 。 そ の 理由 は 不明 で ある が , た だ し , 他 の Bi, Sn に 富む 試料 を 産 す 
る 録 床 に 比べ て , 運 鉄 岩 の 性 質 が より 塩基 性 (石英 図 緑 岩 ) な 点 注 目 に 値する 。 


7. 九州 島 の xenothermal 型 鉱 床 及び 其他 の 型式 産 試料 の 微量 成分 の 違い 
Xenothermal 型 鉄 床 産 試料 の 特性 を 更に 一 層 明 ら か に する た め に , 同型 式 鉄 床 の 発 


te 


1) 本 鉄 床 区 で は Sb Si(b/EAABBCH SM, 試料 中 の Sb 含有 量 は 必ず し る 目 
| 出 つ て 多く な い 。 但し , RAL RRL 2 例 に すぎ ず , 大 凡 の 信 向 を 示す も の で あぁ る 。 


40 Go my Oh RES 


第 6 図 SRK EMR ARO EE MD t OBI 


METALLOGENETIC PROVINCE 


CHICHIBU ASHIO TSUCU KISHU IKUNO- 


INNER 
AKENOBE NORTHEAST 
corer 


fil 


elm reire 


erate riy LCasdtatrsy LLitiiity ALoitirity Pe A 
12345670 YO 2ON4 SAG 6: 12304596 7:0 12345670 2.3.4 5.6.70 12345670 


PERCE Lou eA CHT, + xenothermal # } 4 Oth OBBAUTLGE PR HE RO OB 
TORO gan ey BG 

九州 地方 は 1) 中 生 代 白亜 紀 花 蘭 岩 類 に 伴う 吉原 ・ 河 東 区 (YY), 2) 第 三 紀 末 一 第 四 
AMADA AES RG «MER, 3) ER  xenother- 
mal WRX 7 LY? ABMS BS, 更に 3) の xenothermal 型 Rix NHK (T), B 
eb RA- Soe AHH (O), MB - Bop (1), Sil - BML - BASE (S) 
等 に 細分 され る 
DL ED AGAR Ree 徴 量 成分 の な か で , BY ALA SADA el e aT AE Sn, 
Mn, Fe, Ge, Ga, Sb, Bi, (Fe) G%4_ xenothermal #! Hi ok RRWE ORGY 
“NEBR OHMS SAME LSB, LOL, 一 方 で は 共通 し た 動き を 示 
す 場 合 も 少く な い 。 


’ 


1) 2NbORRIBE M1, ロ の 記号 を 未 
2) COME CLASS, キー スラ ー ガ ー 区 , マン ガン 区 , 真 玉 ・ 赤 根 区 等 か ら 
も 関 亜 鎖 鉄 を 産 す る こと が ある 
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第 7 図 九州 産 関 亜鉛 久 中 の Ge, Ga, Sb, Sn O26 52 
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Y GREK, T ig, O Be. Ai: SEX EB ARR, 
TW BRK, S Oily - espe - BATE, V 人 鯛 生 ・ 
PARE, 一 美 ・ 赤 根 区 


1. Ge, Ga IN BK LU Ae - EBAR PX PERU c ERIC & Ek BENS WMHS 
Ge, Ga に 富む 試料 は , 前 述 の よ うに 低温 型 鉄 床 産 の も の で ある 。 対 州 亜 区 を 除い た 
xenothermal 型 鉄 床 区 産 の Ge, Ga 和信 有 [ 量 は 一 般 に 低い が , 尾平 亜 区 産 の も の で Ge 
含有 量 が 若 隔 高い も の が ある 。 以 上 の よう に 第 三 紀 及び 以後 の 火 成 活動 に 伴う 人 鉄 床 産 で 
は Ge を 検出 する に も る か か わら すず, 吉 原 区 産 か らち ら は 全く Ge を 検出 し な い 。 しかし, Ga 
は 河東 亜 区 り 産 の 一 部 に 稽 々 高い 含有 量 の る の が あり , 必ず し も Ge と 行動 を ー に し 


1) 中 温熱 水性 鉄 脈 型 鉄 床 よ りな る 。 主 な SSP, 野間 , 池野 等 
2) 福岡 県 西谷 鉄山 0.002Ga, NEIPEB AIAG (Marcasite と 共生 ) 0.01 Ga.=, 
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Metallogenetic province (Kyus 


Bi, Ag の 含有 量 と 


0.000N = 


are ae 
SN Ea YRC sey 


TOSS: VS Te Ors eS ON. Vital Obst SauN: Yat Omi Sew 


Ve Tao? ieee, VY cts OOS ay: ot Olaf eS: Yo Tae SN VY ST Oml oS Ny 


od 
TON eS: v TOM SHY. NEDO Sv 


hu) 


10.5% DLE, 2. 0150.59, 3. 0.09~0.05%, 4. 0.049~0.01 9 


6. 0.009~0.005 9%, 6. 0.0049~0.001 96 


な い 。 こ れ ら は 前 述 の 本 邦 産 に つい て 述べ た 両 成分 の 分 布 傾向 と 全く 一 致す る 。 


2. Sb … Sb は xenothermal WERR PO’ Orz 
地方 で 最も Sb GROMMET SHB - RMR (例え 


ee Sb Gh t HAT SZ し な い 


こ 最 も 多量 に 含 まれ る 。 iAH 


ば 日 比 野 , Ka, KAN, BRED 
に か か わら ず , 多量 の Sb es 


む も の が 多い 。 M CHIL - SUR INMR- BY 
の 順 と な り , 各区 の Sb 讐 化 作 用 の 程度 と 一 致す る 。 
3. ey ee me 


ド 亜 区 っ BAGS HAE > 吉原 区 


xenothermal 型 鉄 床 産 に 於 て 極 


め て 多量 に 含ま れ , 次 で 吉原 区 産 で 激減 , 更に 串木野 ・ 鯛 生 区 産 で は ほとん ど 倉 まれ な い 。 


y= REX 43 


Xenothermal WRHO 7x2 Cd BER SL - SMUT K > Sh MRK > 対 
INGER OM: Sn の 含有 量 を 減じ , Sn の 場合 も Sb LMUK SHRANK SHSM 
作用 の 規模 と ほな ほ ぽ 一 致し た 傾向 を と る 。 

4. Mn .… Xenothermal gi KPC marmatite 質 の も の は いずれ も Mn を 多く 
含む 。 こ れ に 反し て , 車 木野 ・ 鯛 生 区 や 吉原 区 の うち 河東 亜 区 産 の も の な ど は 0.196 Mn 
及び 以下 の も の が 多い 。 

Xenothermal 区 の な か で も 最も Mn に 宮 む も の は , W. の 久 化 作用 著しい 屋久 島 ・ 
鉛 山 ・ 高 隈 山 亜 区 産 の も の で あぁ ある 。 

Mn は Fe と 同じ く , 一 般 に より 高温 生成 の 試料 程 多 量 に 含ま れる 。 

5. Fe . Xenothermal 型 区 産 の 大 部 分 及び 吉原 区 の 吉原 ・ 三 岳 亜 区 産 の も の は 
109% Fe 及び 以上 に 達する 多量 の 鉄 を 信 有 する 。 これ に 反し て 串木野 ・ 鯛 生 区 及び 対 州 
亜 区 低温 型 鉄 床 産 は いずれ も 109 Fe 前 後 ^ で 前 者 より も 著しく Fe に 逐 し い 。 

な お , 前 者 の な か で る も 接触 鉱床 産 で スカ ルン 期 に 生じ た も る の は , FORO Bok Mee 
区 だ る の より 却 づ て Fe 大 に 記し 93,708 Fe る oe 

6. Bi... Xenothermal 型 区 及び 吉原 区 に 於 て , 約 40 9% 及び 以下 の 試料 中 より 検出 
され る 。 こ れ ら の な か で 特に 尾平 亜 区 産 が Bi を 最も 含み , 次 で 吉原 松尾 ・ 男 鈴 > 対 
州 っ > 外 山 ・ 高 隈 山 和 名 亜 区 の 順 と な る 。 

一 般 に Bi は 接触 鉱床 産 の も の で 特に 高く , LOR DH fh 鉱床 の 発達 に と む 司 平和 亜 区 
及び 吉原 区 産 が Bi に 目 出 つて 富 を なこ と に な る 。 

7. Ag … 低温 型 鉱床 産 試料 程 Ag cht. HO CHINE ie 型 鉱床 及 び 串 木野 ・ 
鯛 生 区 産 に 於 て 特に 高い 。 そ の 他 の xenothermal 型 亜 区 の 聞 で は 大 差 な い 。 

以上 の よう に 九州 地方 の xenothermal 型 鉱床 と その 他 の 型式 の 録 床 産 の も の と の 問 
に 於 て も , 第 5 項 で 述べ た と 同様 な 関係 が 認め られ る 。 


. FT @ 


1. Xenothermal 型 鉱床 産 関 亜鉛 鉄 の 微量 成分 は , 7) Fe, Mn, In, Sn, Sb, Bi 
等 に 宮 み , その 他 As, Co を 含む が , «) 一 般 に Ge, Ga, Ag, Hg 等 に 逐 し い 。 

2. 即ち も, 以上 の よう な 微量 成分 の 組合 せ は , 高温 型 鉄 床 の 特徴 に 近い が , し か し , 
Ge, Ga な ども 時 に は か な り 高 い 信 有 量 の も の が ある 。 つ まり , 高温 型 鉄 床 及 び 低 温 弄 
伝 床 の い ずれ の 特性 を る 具備 する こと が xenothermal 型 産 試料 の 大 き な 特 性 で あぁ る 。 

3. Xenothermal 型 鉱 床 産 試料 の な か で る も る, 深成岩 類 に 伴う も の の 方 が , He WW A 
伴う る もの より る も 一 般 に Ga, Ge に 乏しく , In, (Sn), Co, Fe, Mn な ど に 富む 傾向 が ある 。 

4. 九州 地方 の xenothermal 型 鉱 床 産 試料 と , 同 地 方 の 基 他 の 鉄 床 産 の も の と を 比 
幸 和 検討 し た 場合 , 7) Sn, Sb, Bi, Mn, Fe, In, As に 高く , ロ ) Ge ti BAB - HH 
生 区 に 次 ぎ , また , へ) Ag は 対馬 低温 型 (上 県 地方 ) 産 を 除く と 最も 低い な ど と いう 
特性 が 知ら れる 。 これ ら の 特性 は 2) 項 で 述べ た 本 邦 の xenothermal 型 鉄 床 の そ れ と 
大 差 な い 関 係 に ある 。 


1) 中温 ~ 高 温熱 水性 及び 高温 交代 鉄 床 よ りな る 。 
2) 但し , 対 州 重 区 低温 型 鉄 床 の な か で , 下島 に 近 ず くも の 程 Fe 量 は 多く な り 
Max. 6% Fe と な る 。 
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四国 三波 川 層 状 含 銅 硫化 鉄鉱 床 の "は ね 
AA” 鉱 体 中 に 見 られ る 斑 唱 状 鋼 長石 


Porphyritic albite from the branched ore body of Kieslager 
in the Sambagawa crystalline schists in Shikoku District 


四 


吾 


の 三波 川 結 


山 岡 一 te (Kazuo Yamaoka)* 
1. Fig PONREMKERICOWT 
卓 岩 帯 に は , 点 紋 帯 と 無 点 紋 帯 と が 存在 する こと は 既に よく 知ら れ て 


BY, 点 絞 と 称す る sodic ONRAMRAMICOW CS, 多く の 研究 者 に より 報告 され 


OS 


本 文 で は キー スラ ー ガ ー の “は ね 込み ” 釣 体 中 に 見 られ る 


HEINER «| 
BER (tis) 


SEGRE RAIZOW 
ヒ 学 成分 な ど に つい て 述べ た い が , LRORDRE Pichon 
に つい て 簡単 に その 性 質 の 記載 を 試み る こと と する 。 


て の 
SSE 


AOLETS sodic ONSAMREMIMS 1 mm 内 外 の も の が 多く , SECU 


に 新鮮 , 簡単 な 双 品 を 示す こと は ある が , BW 
= ORR ABER Ghd ERD OL << RELEK RRR OBACS, 


aa Sepeas Elk oN mw また 
塩基 性 火成岩 類 な いし 


LEN BURRS ZHU ORE HCD 見 られ る が , SSABORBEHOD inclu- 
sion は 各 岩 種 に それ ぞ れ 特有 で , HLAVGHBERFE CH, BE: BE. MRE SE 


hE WES ERALE, GONE CLR MIRE SMe cad, 
石 な ど が 両者 に 共通 に 存在 す る こと が ある 。 RET 


OVC BBROAG F707 OH - BEI 
MISMRAPERA AD inclusion は お の お の の 
成 鉱 物 の 殆 ん どす べ て を 包含 し て いる と 


ie 


2 OV 


=! 
日 日 


が 小型 で ある だ け で , 土 岩 中 の 構 
BE NEE 


の 現 出 状態 ・ 


ABER 
変化 の 少な いこ と を 記述 し て いる 。 ま た 小島 


WUC, 前 者 に お いて その An 成分 の 増加 が 全 


* 熊本 大 学 理学 部 
1) gh: 


Ween 
AE 


jo EY, 


TY At» 


2) 75 Wl: 高知 県 自 滝 鉄山 附近 
~83, 1954. 
3) 小島 丈 児 : SYR 


VEEL REDS, 
成分 は AbgsAn。 ~ AbgsAmis で , © OMANLEEBY LC IK EOKRIRO 
に つい て , 光学 性 正 , OEMRAIAS ¢, 成分 は 屈折 率 測 定 で は 大 体 ANyo 位 で 


Ai 


BAILECKS. BA UPRARRA HE 
生成 中 最終 の 時 期 に 品 出し た もの で あり , その 
ACS 


TOA 


3) V8 BCH ERA RUTS POMBE IE 
然 認 め ら れ な いこ と を 述べ て いる 6 


TN DY 


> 
= 


岩波 講座 , 1932. 


の 地 質 構造 , 広島 大 学 地 学研 究 報 告 , No.4, 47 


変成 帯 の 形成 , 北海 道 地質 要 報 , No.36, 24~34, 1958. 


2. キー スラ ー ガー 
の “は ね 込み ” 
ARIS ROM 
2H EKEBEB 


本 文 で 報告 する BERIR 
草 長 石 は 上 述 の も の と は 
産 状 を 全く 異 に し , キー 
AT — の te dah 
み " と 称し て , BRS 
硫化 鉄 体 か ら 分 岐 し , 黄 
錦 鉱 ・ 斑 銅鉱 ・ 輝 銅鉱 な 
どの 高 品位 銅 鉄 を 主 と す 
る 支 脈 中 に 生成 し た も の 
で , WAIBBRE EH 
SIUM ASE 12 BST ( 点 
SUP RRIEA RIA SFO 
SER’ “Cla, FRA & BER 
BOAR H MA “ ae 
AB 中 に 第 1 図 に 見 る 
うな 矢 長 石 の A 日 日 

( 2cm «x lem x 1 
cm) が 見 られ る 。 これ 
RAP IIR GT AUIS, 第 2 
Rive We le, 77 

F Dla & fh CA BA 
ASE Ghat 観察 され る 
が , See KEYS + inclusion 
は 全く 見 られ な い 。 こ の 
自 形 草 長石 相互 の 間隙 は 
eae Sar D te VE A 
(放射 柱状 , Pek fam 5 
GEOD ) Mens e 
性 あぁ り 。 直 消 光 。 複 屈折 


BERG (NE) PORGRERA (An 036) 


Ree 5 及び 上 部 の 白色 結 品 ) 
佐々 連 鉄 山 金 Agi 12L W6 号 “は ね 込 


DEIR RA OM An 


低く 古 銅 色 の 特徴 ある 干渉 色 を 示す ) ・ 方 解 石 な ど で 充 た され て いる 。 FAFA 


GARD “は ね 込み ” で は 


Ad MASA HIc lem 程度 の 白色 斑点 を な し て 石英 と 共存 する 


> ORE > PLHP RKE SA CLO OM, Far ERHRO 


曹長 石 が 見 られ る 


(BREE LAWL RIM Pic ATH ht CHING. ) 鏡 下 で は この 曹長 石 
の 大 さ は 長径 0.1mm 以下 で , 石英 (波動 消 光 を 示す ) に 対し て 自 形 (一 部 半 自 形 ) で 
あり , カー ルス バド 双 上 品 お よび ご く 簡 単 な 論 片 双 品 が 観察 され る が , EX SI OnE 


48 3 7G Gk Dy GRR  & 5s 


gkrhD® DO & ARC Bee inclusion (aH Sn AW. CNILHBPON RARE 
唱 が 自 形 を 示さ ず , SR EORCBLW inclusion を 有 有 し て いる の と 著しく 対照 的 で あ 
Bo 

x OBERAGKY L 6X BIAGK ZA ED bMS ‘VIGAA” 中 の 斑 品 状 草 長石 の 光学 的 譜 性 
質 は 次 の 如く で ある 。 

(1) aT aT (17°C で ) 佐々 連 ・ 別 子 産 の 両者 と も , o= 1.525, y=1.535, 

y=¢ = 0.010 

(2) BG OMeickS Albite twid を 用 いな た 010 の orientation で は 佐々 連 

-IFHOMBLD, LO~LL’ O 
(3) BHRBEUAZF VS LORRI Lk SHAS 
佐々 連 産 2Vz = 80.2°, 80.4°, 80.6°, 32 80.4° 
Bl BE : 2Vz =78.4°, 80.8°, 3244 79.6° 
(4) 消 光 角 MP (多少 ひら き が ある ) 
te waje . MP = 12.6°, 13.7°, 14.9°, 15.9°, 324 14.3° 
a) | Be : MP =13.6°, 15.8°, 324 14.7° 

ここ ろ み に 佐々 連 鉱 山 産 の 斑 品 状 草 長石 の 微量 成分 を 分 光 分 析 に より 検 す れ ば , EK 
分 を な す Na・Al・Si の ほか に , Ca・Mg・Fe・Ag・Cu な どの 中 等 程度 の intensity 
を 有する 線 と , As・Mn・Pb な どの 極め て 副 い 線 が 検出 され る が , Ba・Li・Sr な どの 
線 は 全く 検出 され な い (この うち Cu・Ag・Fe・As・Pb な どの 人 金属 元 素 は , 不純 物 
と し て 混入 し た 紅 の ある 斑 錦 鉄 か ら も た ら さ れ た も の と 考え られ る 。 ) Ba の 検出 され な 
いこ と は celsian jmolecule 和 が 全 ぐ 存 存 しない こと を 示す も の で あり また Ca SE 
成分 程度 し か 存在 せ すず, 上 述 の 光学 的 講 性 質 か ら も この 草 長 石 が An9%% ~ uu OR AWAY 
温 型 旨 長 石 で ある こと を 示し て いる 。 

“は ね 込み ” は 層状 含 銅 硫化 鉄 体 か らし ぼり 出さ れ た 談 成 作用 末期 の 分 泌 脈 と 通常 考え 
られ て いる が その 中 に 唱 出 し た 夷 状 曹長 石 が 典型 的 低温 型 で ある こと は 興味 ある こと 
で ある 。 

ED Vc Rehr AS AS © TR ORLA A EAR, 分 光 分 析 ・ 光 学 的 実験 な ど 
で 御 援助 下さ つた な た 植田 良 夫 助 教授 ・ 字 留 野 勝 徴 学士 に 深謝 の 意 を 示す る 。 


1) 字 留 野 勝 徴 : Hor, 42, 70~82, 1958. 
2) 例え ば 渡辺 武男 : 鉱山 地質 , 7, 87~97, 1957. 
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Differentiation of quartz dolerite dyke of the hypersthenic 
rock series, Kabeshima island, Saga Prefecture 


青 木 oft — BB (Ken-ichiro Aoki)* 


Abstract: A thick quartz dolerite dyke (belong to calc-alkali rock series 
or hypersthenic rock series) of late Miocene age has been found in Kabeshima 
island, Saga Prefecture. The dyke is intruded into the sandstone of the 
Miocene and is covered by trachybasalts of Pleistocene. After the intrusion, 
quartz dolerite magma fractionated small segregation veins of granophyric 
composition by crystallization differentiation in situ. The chemical com- 
position of the granophyre is similar to those of granitic rocks. 

It is considered that the quartz dolerite magma is produced by cry- 
stallization differentiation associating with contamination of granitic rocks 
of a tholelite magma. A trend of the differentiation of tholeiite-quartz 
dolerite-granophyre is proceeded toward alkalies, without iron enrichment 
in the middle stage. This trend accorded with that of basalt-andesite- 
dacite-rhyolite of the hypersthenic rock series of the Izu-Hakone district. 


PRE ae 


PV-FAZTI PRI NVA MRE RBT TVD in situ に 於 ける 上 品 出 分 化 作用 
に つい て の 研究 は 古く か ら 行 われ て いる 。 前 者 の 例 と し て は Skaergaard, Palisade, 
Tasmania, Karroo, Dillsburg ©OHA#AP VERE RDELCHAD, 我国 に 
於 て も 瀬 見 や 大 滝 岩 床 に つい て の 報告 が ある 。 後者 の 例 と し て は Shiant, 名 好 , BYE, 
Black Jack SOMABRABACTHS. LMBIYV—-T 4 PTT TRIES WV DY HK 
構 石 去 武 岩 マ グマ の 同化 作用 に よっ つて 生じ た 混成 玄武 岩 マ グマ (AREER) DO in 
Situ に 於 ける 分 化 に つい て の 報告 は 全く 行なわ れ て いな い 。 

筆者 は 1957 年 , 佐賀 県 呼子 町 一 帯 を 調査 中 , AUCH CK AR EA 
玄武 岩 岩 脈 が 賃 入 後 唱 出 分 化 を 行ない , グラ ノ フ ァ イア ー を 生じ て いる の を 発見 し た 。 
これ に つい て の 岩 右 学 的 研究 を 行 つ た の で ここ に 報告 する 。 

この 研究 を 行なう に 当り 御 指 導 下 さ つ た 河野 義 礼 教授 に 厚く 御礼 申し 上 げ ずる 。 な お こ 
の 研究 に は 文部 省 科 学研 究 費 の 一 部 を 使用 し た 。 


2. 産 状 


佐賀 県 呼子 町 一 帯 の 基盤 は 先 第 三 紀 花山 図 緑 岩 類 で あり, これ を 不 整 合 に 中 新 世 の 砂岩 
tbe DEH RBCS. PHHERHICU UAT YMBRERSE RE BR 


* 東北 大 学 理学 部 岩 鉱 教室 
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RUHL, LN SLICER E EME DORMER KS 
地 で 認め られ る 。 更に これ ら の 岩 脈 は 不 整 合 に アル カリ 岩 系 粗 面 玄武 岩 や 粗 面 安山岩 類 
に 覆 わ れ て いる 。 

呼子 町 加 部 島 は 東西 約 1.5km, 南北 約 2.5km の 島 で あぁ つて 主として 糧 面 去 武 岩 類 か 
ら 構 成 さ れ , 第 三 紀 層 と , ont Ho < AIRGAS OW RKOABRHL TY So 
BE IRILWSN } RIPE BABAR CHD CHE 1 ユ ~ KM の も の が 数 本 認め られ る 。 し 
か し 同島 の 西南 海 早 に 赴 出 する も の は 幅 約 200m と 推定 され る 。 こ の 岩 脈 の 大 半 は 海中 
に あり 正確 な 幅 と 長 さ は 判ら な い 。 こ の 岩 脈 の 走向 は NE60° を 示し , 第 三 紀 砂岩 層 を 
切り , Mame SoM MKB IC kLOCHERK EDN TW So 

第 三 紀 層 と の 接触 部 は 非常 に 明瞭 で あぁ る が , BBMIARAE FA えて いな い 。 BiRida 
冷 周縁 相 か ら 内 部 に ゆく に つれ て 次 第 に 粗 灯 に な り , 中 央 部 で は 関 緑 岩 様 の 岩 相 を 示し 
て いる 。 中 央 部 に は 数 本 の 幅 !~2cm, 長 さ 1>2m の 白い グラ ノブ ファ イア ー の segre- 
gation vein が 認め られ る 。 こ の vein の の 方向 は 不 規則 で は ある が , AM BE MHIP 
に 走る で いる 6。 

RP UCL BAR OWA (HS Im 以下 ), 稀 に 花 賠 隊 緑 岩 の 捕獲 岩 を 取 込 ん で いる 
の が 認め られ る 。 砂岩 は か な り 固 化し て いる が 顕微 鏡 下 で 観察 する と 石英 が ご く 僅 か 再 
結晶 し 初め , 叉 少量 の 黒 圭 母 が 生成 し て いる 。 AEM IL AO BAA L- 
IRA (EL THM, いづ れ に し て も 熱 に よる 影響 は 徴 憎 で ぁ つ て 問題 に な らち な い 。 


3. Ti th Ki wi & 


岩 脈 の 急冷 周縁 相 は 変質 が 著しく , 頭 徴 鏡 に よる 観察 は 不可 能 で ある 。 従 つて 岩 脈 の 
中 央 部 の 石英 粗 粒 玄武岩 と グラ ノ フ ァ イア ー に つい て 記載 する 。 

BRERA IP ICM SE 品質 の 岩石 で ある が , ophitic texture は 示し て い 
な い 。 BEBIARA, SRR CH, BHANRA, AREA. REGRGK, 
チタ ン 鉄 鉱 , 石英 TIA AKA RES, BRALOIKN SR 物 緑 泥 石 まり 成 
Bo 

斑 品 斜 長石 は 長く 1 ユ ~3mm OMERMIEMREBZLTS. すべ て アル バイ トト 及び 
カー ルス バッ ド 双 上 品 を な し , 稀 に ペリ クリ ン 双 上 品 が 認め られ る 。 累 帯 構 造 は 中 心 部 で は 
余り 著しく は な い が , 外縁 部 に 於 て は 顕著 で あり , し ば し ば 反逆 黒 帯 を な す 。 包 有 有 物 と 
LUPE OVE ¢ MEHARRY 574. 石 基 斜 長 石 は 通常 lmm 以下 の 短冊 状 自 
形 を 呈し , SXCRHMRE BALCH. 累 帯 構造 は 夷 品 と 同様 , 外線 部 に 於 て 非常 に 
著しい 。 

Pao AM LS 2.5mm 以下 の 長 柱状 自 形 結晶 で ある 。 多 色 性 は 極め て 憎い 。 紫 
AORIER a ik HRC EEE SLC 結晶 縁 や 割れ 目 に 沿っ て 緑 泥 石化 し , 長 さ Imm 前 後 の 
斑 品 で も 完全 に 緑 泥 石化 し て いる こと が あぁ ある 。 昧 帯 構造 は 外縁 部 に 於 て の み 認 め ら れる 。 
ARAL 0.8mm 以下 の 長 柱状 自 形 を 呈し て いる 。 

BEGG BL GEER BIB & 22 F OS, RE ADARIA GRR & EL CWS 長 さ は 2.5~1mm 


1) 青木 議 一 郎 : 火山 , 3, 1~16, 1958: Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 
6, 261~310, 1959. 
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で あぁ る 。 し ば し ば (100) EHAMLTZRMRAERL, RBLCTZIOLSSZ. BH 
造 を 示す も の も ある 。 結晶 外縁 部 が 角 関 石 に よっ つて 一 部 交代 され て いる こと が ある 。 石 
ZEAL S 0.6mm 以下 の や や 丸 味 を 帯び た 柱状 自 形 を な す 。 し ば し ば 石 HRB 
煙 石 と の 平行 連 品 が 認め らち られ, HICSS DMA BS 

磁 鉄 鉄 は 径 0.4mm 以下 の 八 面 体 結晶 と し て , チタ ン 鉄 鉄 は 長 さ 0.5mm 以下 の 長 柱 
状 結 品 と し て 存在 し て いる 。 

角 関 石 は 長 さ 0.5mm 以下 の 半 自 形 ~ 他 形 結晶 で あり , し ば し ば 石 基 普通 aR 
RBA ORTRRE AL, 常に 前 者 が 後者 の 外側 に ある 。 又 時 々 輝石 の 内 部 を 交代 し て 
存在 する も の も 認め られ る 。 し ば し ば (100) を 接合 面 と する 双 品 を な し , 稀 に 反 覆 し て 
いる こと て も あるき 

黒雲 母 は 0.5mm 以下 の 自 形 結晶 で ある 。 

石英 は すべ て の 結 品 間際 を 埋め る 不 規 則 他 形 の 結 品 で あり , アル カリ 長石 と micro- 
graphic intergrowth を な する の も ある 。 

アル カリ 長石 は 石英 と micrographic intergrowth (micropegmatite) を な し て 存 
在 す る そ 。 ア ルカ リ 長 石 の 結 品 は 小さ い に の で , その 種類 は 鏡 下 で は 正確 に 決定 し 得 な い が 
正 長 石 と 推定 され る そ 。 

kat 0.6mm 以下 の 針 状 結晶 と し て 少量 存在 する 。 

グラ ノ フ アイ アー : 粗 粒 完 卓 質 で ある が , 非 常に 不 均質 で あぁ あり, 一 枚 の 薄 片 下 に 於 て も 
非常 に 石英 や アル カリ 長石 に 富む 部 分 や 比較 的 斜 長 石 と 有色 鉄 物 に 富む 部 分 と が 認め ら 
れる 。 ERDRMIBE, 斜 長石 及び アル カリ 長石 で あぁ あり, SRG, SHIA, 磁 鉄 
鉄 , 黒雲 母 , AR, BARU Vay Beth 3 o REALMS ¢. 紫蘇 交 石 と 普通 
交 石 は 完全 に 変質 し て いる 。 

石英 は 通常 , EZ 0.5mm AAO CHAM, 和 斜 長 石 の 間隙 を 埋め る 他 形 結 品 る 
認め られ 又 一 部 は アル カリ 長石 と graphic intergrowth を な し て いる 。 時 々 小さ な 短 
冊 状 斜 長石 を 完全 に 包ん で いる も の も ある 。 

斜 長石 は 1mm 以下 の 短冊 状 結晶 で あり , TACRH MME AT, FH DFE L » 
中 忌部 より 外縁 部 に 向 つ て 連続 的 に 変化 し , 最 外 緑 部 に 於 て 急激 に AD 分 を 増す 。 比較 
人 術 大 型 の 結晶 に た 於 て は し ば し ば 中 心 部 に 於 て 反 季 団 帯 を な し , それ か ら 外 縁 部 に 向 つ て 
連続 的 に 変化 し て 行く も の が あぁ ある!'。 

正 長 右 は すべ て 石英 と 粗い graphic intergrowth を な し , 径 1mm 以下 の micro- 
pegmatite と し て 存在 し て いる 。 

WRK, FIVER, 黒雲 母 及び 炎 灰 石 は 石英 粗 水 玄武 岩 中 の も の と 大 差 は な い 。 

以上 述べ た 石英 粗 粒 玄 武 岩 と グラ ノ フ ァ イア ー の 構成 鉄 物 と その 光学 的 性 質 は Table 
VASE ee 


1) LOAD UMC CREREEATLDIIB ADE V7 TARY HANSR 
KABA L, ZORT 7 POSS BE KAS CALNE ANLAEUR EDO 
L425n., MAERSK OM MUR BAT VY 4b 7777 47 HCC 
の 様 な 斜 長石 が し ば しぼ 認め らち られ る 。 
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Mable: I: 


Constituent minerals and their optical properties of 
quartz dolerite and granophyre from Kabeshima 


island, Saga Prefecture. 
i ad 


Quartz dolerite 
: Granophyre 
Phenocrysts Groundmass 
Plapioclace Plagioclase Plagioclase 
Ymax. = 1.578 Ymax- = 1.570 Ymax. = 1.565 
amin. = 1.560 Qmin. = 1.544 Qmin. = 1.539 
An 79—60 An 64—31 An 55—22 
_ Hypersthene Hypersthene Hypersthene 
2V , = 63°—51° QV = 59° —53° completely altered 
dispersion : SY dispersion : r>Vv 
Fs 33—50 Fs 36—45 
Augite Augite Augite 
2Vy = 92°—47° 2Vy = 49°-- 43° completely altered 
= 1.694—1.699 
ONS ae CNZ = 43° 
Woge Engg F519 = Woy 
Ng6> $23 
Quartz Quartz 
Alkali feldspar (ortho- | Orthoclase 
clase) 2Ve = Ga.70° 
Hornblende : 
2V,, = 82° 
ONL Oe 
pleochroism distinct 
X=pale yellowish brown) 
Z=light yellowish brown) 
Biotite Biotite " 
UN Came | ON == Can Oe 
pleochroism strong pleochroism strong 
<= pale yellowish <= pale yellowish 
brown brown 
=Z= golden brown Y=Z= golden brown 
Magnetite, Ilmenite Magnetite, Ilmenite 
Apatite Apatite, Sphene, Zircon 
4. 4% th m 
Table 2 (LMP ARMMKRE, 77777 17 -ROIMN LVI SAIS 
L PoE INY BEEP LIE BRS & eben BUA (WSNYEV AY MBH ER) の 化学 組成 
<a 72 JU kas BR ER et VS SAY LY 23 SE a Bs EE RLS ORE EARL » BE 
* FERED DG SACRE Es SSE ide IESE HULL CHS FIT T 4 
1) ASA: Je [FRO eles 1954, 
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Table 2. Chemical composition of rocks from Kabeshima island 
and Yokono, Yobuko-machi and Iki islands, (Analyst, K. Aoki). 


1 2 3 4 5 
SiO, 53.73 67.28 67.40 50.26 48.96 
TiO. 0.89 0.30 0.65 0.92 0.69 
Al,O3 15.88 15.30 13.15 19.05 18.51 
FeO, 2.12 1.14 1.98 3.03 2.47 
FeO 7.92 3.83 4.27 6.07 8.16 
MnO 0.14 0.05 0.04 0.11 0.19 
MgO 4.68 1.56 1.62 4.50 7.42 
CaO 7.26 4,52 3.05 10.21 11.68 
Na,O ky B55 3.27 2.64 2.39 1.30 
K,0 1.10 0.92 2.17 0.73 0.38 
H,O+ 2.97 1.19 1.89 1.20 0.60 
10 = 0.77 0.31 0.56 1.97 0.56 
P.O; . 0.14 0.12 0.11 nd 0.13 
Total | 100-15 99.79 99.53 100.44 100.03 


1. Augite hypersthene quartz dolerite (Vd), Kabeshima island, Yobuko- 
machi, Saga Prefecture.) 

2. Granophyre, segregation vein from 1. 

3. Granophyre, segregation vein from 1. 

4, Olivine dolerite (IIIc) of pigeonitic rock series (tholeiite series), Yo- 
kono, Yobuko-machi. 

5. Augite bearing olivine basalt (IVc) of pigeonitic rock series, Yahata, 
Ishida-mura, Iki islands, Nagasaki Prefecture. 


AF —& EL CAS EKAES CTSA NagO と K,O0 が 著しく 異な る 。 こ れ ら の 
グラ ノ フ ァ ATF NEW SID (ER AA OLR EARL TW Bo 

加 部 島 グ ラノ ファ イア ー と 世界 各地 の 著名 な 地域 の ソレ ー ア イト マグ マ の 晩期 分 化 生 
成 物 の ダグ ラノ ファ イア ー を 比較 する 族 / それ ら の 化学 組成 を Table 3 に 示し た 。 加 部 島 
グラ ノ フ ァ イア ー は 他 地 域 の も の に 比 し , 先ず SiO。 の 多い の が 目立ち , 叉 Al2O。 と 
Mg の が 多く ) TiO,, total FeO 及び Na,O+K,O が 少く , 特に total FeO" の 差 が 
LL Wo 

ッ ツレ ー ア イト マグ マ の Na,O/KO 270 HV HMHMGERLTTOENEY OM, 
通常 14 へ 8 CHAR, 分 化 の 晩期 に 行く に つれ て その 上 比 が 低く な り , New Amalfi の 
OnE KO の 方 が Na20※ り る 多い 。 加 部 島 ジ ラマ グフ ァ イア ーー の ずっ は これ ら と 
en oe 
HMC REOFN ED DS. MHAELOMMPAMMe LD CLGLA BRK aM 
ee Bo 
5. mH it fF 
ACAI WIE VA VBR, RMA ARRUT V1) BARO-AI es AS 


1) Aoki, K: op.cit., Table 15, No. 31, 1959, 
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Table 3. Composition of late differentiation products. 


] 2 3 4 5 6 a 
SiO, 68.45 69.43 66.54 66.56 64.90 63.27 58.69 
TiO, 0.31 0.67 0.78 1.04 1.40 2.22 1.26 
Al,Og 15.57 12.55 12.92 12.82 Te 27 12023 11.99 
Fe,O, 1.16 2.04 4.94 2.50 1.67 5.64 5.76 
FeO 3.90 4.40 3.63 6.60 8.90 4.84 9.36 
MnO 0.05 0.04 0.04 0.11 0.18 0.44 0.21 
MgO 1.59 1.67 19 0.54 0.70 2.08 0.72 
CaO 4.60 3.14 4.30 2.67 4.28 4.32 B02 
Na ,O 3.33 2 2712, 3.38 4.66 ZO 3.25 3.90 
K,O 0.94 2.24 2.18 2.28 3.01 1.38 2.38 
P,0; O012 0.HN 0.12 0.22 0.19 0.01 0.71 
Total 100.02 | 100.01 | 100.00 | 100.00 99.97 | 100.00* | 100.00 
a = ene en ee 


Including SrO 0.32. 
1. Granophyre, Kabeshima island, Saga Prefecture. 
2. Granophyre, Kabeshima island. 


3. Granophyre, segregation vein of Semi quartz dolerite, Yamagata Pre- 
fecture, Japan.) 


4. Granophyre in Dil'sburg dolerite sheet, Pennsylvania.?) 
5. Granophyre in New Amalfi sheet, Karroo dolerites.®) 


6. Granophyye in aphyric olivine basalt dyke. Koolau volcano, Oahu, 
Hawaiian islands.) 


7. Hedenbergite granophyre, Skaergaard intrusion.*) 


分 布 し て いる が , それ ら の 活動 時 期 は 必ず し も 同一 で は な い 。 佐賀 県 東 松 浦 地方 及び 長 
MAST EU ES VOWS TILA PHEVAE EY > V REC & SRW HE AG EE KD 1k LE ASB 
Lo FTVAYVBARODY DIZ BY SNR FEO TF ORME L 7 RIS 
RLV V—-F 4 PRT TOMER EOCH URW IV OALE RM CHSZL#BRE 
NSo CDOWMOEY AVE AEROMUTAR TKR At BIR BCR CHOSNSG 
(Table 2, No. 5), LOKRELTCKADALL, ARAL BORRESATC 
いる が , この 地域 で 発見 され た も の と し て は 最も 本 源 マ グマ に 近い も の で ある 。 こ れ を 
富士 火山 帯 や 那 頒 火山 帯 の の 早期 の 玄武 岩 と 比較 する と , 非常 に 良く 類似 し て いる が , 
KO が 非常 に 多い 。 又 呼子 町 横 野 粗 粒 玄 武 岩 も K,O が 多い (Table 5, No. 4), 

DNB es IE BR EA RU ORR OS K20 に 富む こと に よっ つて 特徴 づけ られ る 
ソレ ー ア イト マグ マ が 花 賠 岩 質 岩 類 を 同化 し て 生じ た 混成 支 武 岩 マ グマ が 多少 品 出 分 化 
RATOTBALKD OLBK SNS 


1) Kuno, H., et al.: Jap. Jour. Geol. Geogr., 28, 182, 186, 1957. 

2) Hotz, P.E.: Bull. Geol. Soc. Am., 64, 692, 1953. 

3) Walker, F. and Poldervaart, A.: Bull. Geol. Soc. Am., 60; Table 15, 
1949. 


4) Wager, L.R. and Deer, W.A.: Meddel. Greenland, 105, No. 4, 210, 
1939. 

5) AWA: ATHY, 1954. 

6) 青木 謙一 郎 : 未 発表 
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VIVOBRKE, 左右 両側 の 
接触 帯 か ら 冷 却 固 結 し , mM 
に 岩 体 か ら 絞 り 出 され た マグ マ 
OMB LCIFII7 3 セア = を 
生成 し た 。 

MgO — FeO + Fe,03 — Na,O 
+K,0 三角 形 図 に 加 部 島 石英 粗 
WERE—-T7SFI7r A7— 8 
Ie Ke hs RU PR K 武 岩 を 
RAS L> IEROA, スケ ル ガ ー ド 
買 入 岩 体 分 化 経 路 り と Daly の 
カル クア ルカ リ 岩 系 平均 火山 岩 
a (Hig: 1 

この 図 か ら 明 ら か な 如く , 去 武 
岩 - 石英 粗 炒 玄 - 武 岩 グ ラノ ファ 
AFT -ODAMGRBILATNA 
ー ド の も の と は 全く 異 り , Daly 
の 平 vk ils 変化 曲線 と ほぼ 平 
行 し , 中 期 に 鉄 の 濃 集 は 全く 行 
な われ ず , FEL + PERE TH Se eK 
RA EADGER® & JER IC 
良く 似 て いる そ 。 


第 1 図 


FeO+Fe:O,; 


NaO+K,0 MgO 


Fig. 1. Differentiation trend of the 
Kabeshima quartz dolerite-grano- 
phyre. Solid circles: Kabeshima 
quartz dolerite and granophyres, 
open circles: Iki basalt and Yo- 
kono dolerite, crosses: Skaergarrd 
intrusion, triangles: Daly’s ave- 
rage basalt, andesite, dacite and 
rhyolite. 


WB BARS BRA BIS EEK PHL HF OB OMI PS KO に 富む 
ソレ ー ア イト マグ マ の 同化 作用 に よっ つて 生じ な た 温 成 玄武 岩 マ グマ (RMR) が 
RHEE Ta, EO PIBICHL REVIT VTRBALKbDOCHS. AA, Bic oH 
分 化 を 行ない , 最 晩期 に た グラ ノ フ ァ イア ー を 生成 し た 。 こ の マグ マ の 分 化 経路 は ソレ ー ア 
イィ トマ グマ の 品 出 分 化 作 用 に よ つ て の み 分 化し た も の の 経路 と は 異な り , 紫 輝 石 質 岩 系 


の も の と 一 致し て いる 。 


ゲラ ノノ ファ イアー の 化学 組成 は ツレ ー ア イト マグ マ の 品 出 分化 の み に よ っ て 4 


た も の に 比 し , 非常 に 鉄 の 量 が 少く , 有 且つ 花 賠 岩 質 岩 類 の 組成 に 非常 に 良く 似 て いる 。 
の 事実 は 混成 玄武 岩 マ グマ の 品 出 分 化 作 用 に よ つ て る も 花 賠 岩 質 岩 類 が 生成 され る こと を 


示し て いる 。 


1) Wager, L.R. and Deer, W.A.: BiH, 1939. 
2) Daly, R.A.: Igneous rocks and the depths of the earth, 1933. 


3) ASA: 前 出 , 1954. 


E 成 され 
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ASBBULMLAAS 30 周年 記念 会 
昭和 34 年 度 総 会 な ら び に 学会 共催 講演 会 記事 


昭和 34 年 11 月 7 日 ( 土 ) 午前 9 時 より 東北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 講堂 に 於 て , 本 学会 昭 
和 34 年 度 総会 を 関 き , 引き 続き 午前 9 時 半 か ら , 本 学会 30 周年 記念 会 に 移り , 同 会 終 
了 後 , 伊藤 頁 市 氏 に よる 「1959 年 国際 鉱物 学 連 合 (IMA) 会 議 に 出席 し て 」 と 題する 日 本 
SWS, 日 本 鉄 物 学会 , 本 学会 の 3 学会 報告 が あり , 午後 1 時 か ら 8 日 午前 午後 に 
わた つて , 3 学会 共催 に よる 学術 講演 会 が 行わ れ も た 。 ま た 7 日夜 に は 丸 光 味 の 会 館 で 懇親 
会 が 開か ふれ, 翌 8 日 年 後 2 時 半 か ら 9 日 に わた つて 見 学 旅行 が 行わ れ た 。 

総 会 

11 月 7 日 ( 土 ) 午前 9 時 開会 , 議長 に 石井 清彦 君 が 選 出さ れ , MRRACWT SRE 
SHE, 次 の 議事 が 行わ れ た 。 

昭和 34 年 度 事業 経過 報告 庶務 委員 河野 義 礼 者 より 次 の 通り 報告 され た 。 

1) 会 員 の 動静 昭和 34 410 月 31 理 現 在 の 会 員数 は 831 名 で , 前 回 報告 後 の 新 入 
会 員 36 名 , 退会 々 員 9 名 , 物 故 会 員 名 4 で あぁ つた 。 2) 集会 及び 講演 会 HARES 
2 回 , 在 仙 実 行 委員 会 7 回 , 講演 会 1 回 。 3) 会 誌 の 発行 43 巻 1 号 か ら 5 号 ま で 既刊 , 
6 SRAM. な お 30 周年 記念 を 迎え , 今年 度 は 特に 創刊 号 よ り 42 巻 6 号 ま で の 絵 
目録 を 刊行 し た 。 4) 図書 昭和 34 年 10 月 31 日 現在 に 於 て 交換 数 46 (国外 14) , 贈呈 
16( 国 外 5), 寄贈 を うけ な た 図書 52( 国 外 9) で あぁ る 。 

昭和 34 年 度 会 計 報 告 及び 35 年 度 予算 案 会 計 委 員 竹 内 常 彦 君 よ り , 今 回 は 特に 繰り 
上 げ 総 会 で ある る た め 10 月 末日 まで の 中 間 報 告 を 行い , 正式 の 本 年 度 決算 及び 来年 度 予算 
は 会 誌上 の 発表 で 了承 し て 頂き た い 臣 を 述べ , 審議 の 結果 承認 され た 。 

会 則 変 更 の 件 庶務 委員 河野 義 礼 君 より , 提 筆 理由 の 説明 が あぁ あり, 別記 の 如き 新 会 則 が 
AsO SERA a 4 
35 年 度 役員 選挙 の 件 引き 続き , 河野 庶務 委員 より , 会 則 変 更に 伴い , 35 年 度 役員 
選挙 は 新 会 則 に よ ょ つて 行わ れる た め , 新 役員 決定 が 遅れ る の で , それ まで 現役 員 の 任期 
FER EBM CHORE ORRMWARS, RROMRBRBMA No 


総会 並び に 30 周年 記念 会 出席 者 は 次 の 112 名 で , 他 に 総会 の 委任 状 が 24 通 あ つた 。 
阿部 Zk, 阿部 正宏 , 天 藤 森 雄 , 青木 謙一 郎 , PRA, BIA, BE R—, 伊藤 建 
三 , 五 十 風 俊雄 , 石橋 正夫 , 飯田 進也 , FRAT. 井上 秀雄 , 伊藤 俊 弥 , 上 田 健 夫 , A 
義信 , 植田 良夫 , LA, SPP. WARS, WARE, EES, AE BL om 
FIA» 小倉 信雄 , 大 塚 良平 , 奥 海 靖 , ARIE. ISHWSERE, 折 本 左千夫 , 大 政 正 明 , 

生出 慶 司 , 小野 田 臣 高 , 片山 信夫 , HEE, 河野 義 礼 , 加藤 毅雄 , PRA, 門脇 NES 
加藤 徴 郎 , 加藤 精 一 , BORER, 木立 正嗣 , 木崎 喜雄 , ACHE, 今野 aL, 今田 OE, 
小村 誠 , 小坂 丈 予 , 定 永 両 一 ) 佐藤 長治 , 佐々 木 久 , ERASE, 佐藤 鉄 三 , REAR HE 
笹倉 健二 郎 , BASE. 島津 光夫 , 島 MR, 島田 #8, TEASE, FRIAR. 鈴木 光 
BB, 鈴木 Be 鈴木 正 作 , 鈴木 源 夫 , 須藤 祐 吉 , Geo RS Iu. 杉本 好 男 , EPPA, BS 

AM, 千 藤 忠昌 , HARE, 高野 幸雄 , BER 高橋 明 俊 , 高橋 博 , 高橋 義昭 , Aa 
一 雄 , 高橋 維 一 郎 , 高橋 英雄 , Bie 谷村 昭二 郎 , 高山 博 , 挟 井 誠太郎 , PB gps 


Sir 


で 


RR NN 


55 


Du 
qu 
> 
bp 
pall 
cu 
a 


千葉 と き 子 , PMEX,. HER. 南部 松 夫 , 針谷 BF RIGS, Bier, Ame 
平 , 原口 泌 方 , 広渡 文 利 , 平林 武雄 , ERR. FHL, RIED, 星野 義昭 , 増井 淳 
— 待 場 BR AK EMR, 山岡 一 男 , 八森 健三 , 八島 隆一 , 山形 BL Ua 
次 郎 , 渡辺 武男 , 渡辺 享 (以上 五 十 音 順 ) 
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第 14 条 
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日 本 mA hh Mth KF 学会 会 RB 


総 RY 
BU ARBARMRREAS LRT So 
本 会 は 鉱物 学 , 岩石 学 , 鉄 床 学 及 び こ れ ら と 関係 の 深い 科学 の 進歩 を 助け , 
普及 を は か る こと を 年 的 と する 。 
本 会 は 事務 所 を 東北 大 学 理学 部 内 に お く 。 
会 は 第 2 条 の 目的 を 達する た め , 次 の 事業 を 行なう 。 
(1) 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 の 発行 
(2) 講演 会 その 他 学 術 に 関す る 集会 の 開催 
(3) その 他 必 要 な こと 
会 員 
本 会 々 員 は 正会員 , CESAR, 特別 会 員 及 び 購 読 会 員 と する 。 正会員 は 評議 
会 で 入会 を 承認 され た も の と し , GERARD, 岩石 学 及 び 録 床 学 に 
つい て , BBAAMO HOLDEN BBACHEL, 総会 の 決議 に より 決 
定 さ れる 。 特別 会 員 は 本 会 の 皇紀 に 状 成 し , これ を 援助 し よう と する 個人 ま 
た は 団体 で , 評議 員 会 で 推薦 され た も の と する 。 購読 会 員 は 会 誌 の 定期 購読 
の み を 希望 する も の と する 。 
正会員 と し て 人 入会 を 希望 の も の は , 正会員 2 名 の 推薦 を そえ て 申込 む も の と 
する 5s 
退会 を 希望 の も の は , BHEGMOL, 本 会 に 申出 る こと と する 。 
RAE LTD OW, 評議 員 会 の 決 織 に よ つ て 除名 され る こと が ある 。 
会 # 
本 会 の 経費 に は 会 夫 及 び 寄 附 金 等 を ぁ て る 。 
正会員 の 会 費 は 年 額 500 円 , 講読 会 員 の 会 上 費 は 900 円 と し , これ を 前 納 し な 
けれ ば な ら な い 。 名 准 会 員 は 会 費 の 納入 を 要 し な い 。 特別 会 員 の 会 費 は 年 額 
18 §.000 円 ど ずる Se 


役 員 
< 会 に 会 長 1 名 及び 評 織 員 30 名 を お き , 評議 員 の うち 5 名 を 常任 評議 員 と 
する 。 
会 長 は 本 会 を 代表 し , SEBEL, 総会 , 評議 員 会 及び 常任 評 寺 員 会 を 如 
集 し その 議長 と な る 。 
評議 員 は 評議 員 会 を 組織 する 。 
常任 評議 員 は 常任 評 織 員 会 を 組織 する 。 
会 長 及 び 評 議員 は 正会員 中 より 坪 選 され る 。 常任 評議 員 は 評議 員 中 より 十 選 
され る 。 
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第 16 条 会長 事故 ある と き は , 常任 評 織 員 の うち の ] 名 が その 職務 を 代行 する 。 
第 17 条 会長 及 び 評 議員 の 任期 は 2 年 と し , 評議 員 は その 半数 を 毎年 改選 する 。 常任 
評議 員 と し て の 和 任期 は 1 年 と する 。 
pc = 
第 18 条 総会 は 毎年 1 回 これ を 開催 し , 本 会 の 基本 方 針 を 決定 する 。 総 会 は 正会員 の 
10 分 の 1 以上 の 参加 を 以 て 成立 する 。 
第 19 条 評議 員 会 は 総会 の 決定 し た 基本 方 針 に 従い , 運営 事項 を 閣議 決定 する 。 
第 20 条 常任 評議 員 会 は 坪 議 員 会 の 決議 に 基 ず いて 編集 , 庶務 , Bit, 行事 及び 会 員 
に 関す る 本 会 の 業務 を 施行 する 。 
第 21 条 常任 評議 員 の も と に , ZOLBEMUSZEAME DOC, 委員 若干 名 づ ゝ を 次 
く こ と が 出来 る 。 委 員 は 評 織 員 会 が 正会員 中 か ら 選 出し , 会 長 が 委嘱 する 。 
Bt Ri) 
第 22 条 本 会 々 則 の 変更 は 総会 の 決議 に よ つ て 行なう 。 
第 23 条 本 会 の 会 計 年 度 は 毎年 | 月 1 日 に 始 り , 12 月 31 日 に 終る 。 
Ati 常任 評議 員 は 在 仙 の 評議 員 か ら 選 出す る 。 


幹 評議 員 会 昭和 34 年 11 月 6 日 (de) 午後 4 時 より 東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教 
SAIC CHE, 次 の 議事 が 可決 され た 。 : 
出席 者 YOUR (AR) BIE CRA. ABR Iria, ORS RE, 河 
StL BREN HARE, RAM, JANES, 渡辺 武男 , Re AK, 
TREES, 早川 典 久 , 待 場 5, 吉木 文平 の 各 幹 事 及 び 評議 員 ( 外 に 委任 状 7 通 ) 

議事 1) 新入 退会 者 の 承認 入会 者 秋月 瑞 彦 外 36 名 , 退会 者 小山 田 拓 之 外 9 名 
2) 会 則 変 更 の 試案 承認 。3) 昭和 34 年 度 会 計 決 算 並 びに 昭和 35 EI PRO 
MEEBO RB 


祝 i 

誠に 潜 越 で あり ます が , 会 員 を 代表 し て MRL し 述べ る 機会 を 得 ま し た 事 を MOS 
し 願い た いと 存じ ます 。 此 度 日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 が , 創立 30 周年 を 迎え られ た 事 は , 
誠に 御 同 護 に 堪え ぬ と ころ で あり まし て , その 魔 賀 すべ き 記 念 の 式 に , 我々 一 同 る 参列 す 
る こと が 出来 ま し た こと を 表 心 より 光栄 に 存 ず る も の で あり ます 。 

顧 れ ば 本 会 が 創立 も られ た の は 昭和 3 年 で あり ま し て , 当時 本 莉 に お いて , 地学 一 般 に 
対す る 主 な る 学会 と し て は 僅か に 東京 地質 学会 と 東京 地学 協会 の 二 つ に 過ぎ な か つた の 
で あり ます が , 学問 の 進展 と と も に 種々 の 専門 分 野 に 関す る 学会 の 設立 が 要望 せら れ て 居 
た 折 で あり ます 。 あ だ か も この 期待 に 答え て , 当時 の 東北 帝国 大 学 理学 部 岩石 鍼 物 鍼 床 
FAST’ ROT 本 会 が 創立 せら れ た こと は 誠に 時 期 に 適し た も の と 云 わ ね ば な り 
ませ ん 。 創立 以来 30 年 , 本 会 は 年 と 共に 発展 し て 遂に 今日 の 隆盛 を 見 る に 至 つ た の で あ 
QE し て , その 間 に 本 会 を 通じ て 発表 され た 価値 高い 論文 又は 講演 は 誠に 枚挙 に 滴 水 な い 
の で あり ま し て , AMORA, Shin, 鉄 床 に 関す る 新 し い 研究 を 次 々 に お お や け に し た と 
同時 に 常に , 世界 の 学問 の 先端 を 本 邦 に 紹介 し て 学界 に 南 献 し た 業績 は 誠に 敬服 に 値する 
も の で あり ます 。 

創立 30 周年 と は 学会 と し て 決し て 長い も の で は あり ませ ん が , 学会 の 真 の 価値 は その 


= 
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年 迷 に よる も の で は な く , 学会 の 使命 と 業 纏 に よ つ て 論 ず べ き で あり ます 。 この 意味 に 
お いて 二 会 は 今や 本 孝 に お ける の みな ら ず , 世界 に お ける 重要 な 位置 を 占め て 居る る も の 
で , その 業績 は すべ て の この 道 の 研 究 者 に 対す る 指針 を な し , 世界 学界 より る 深く 注目 
せら れ て いる と ころ で あり , その 30 年 の 歩み が 如何 に 偉大 で あぁ つた か を 物語 つて お り ま 
す 。 我々 会 員 一 同 も 雌 後 益々 協力 し て , 本 学会 が 一 層 発 展 を 続け る 様 努 力 す る こと を 夏 
いだい RBWOE To 

終り に 臨み 本 学会 創立 に 専心 力 を 注 が れ た 今 は な き 初代 会 長 神津 人 祐 先 生 に 対し , 谷 
せ て 本 学会 発 民 の た め に 中 心 と な つて 常に 尽力 せら れ , この 立派 な 学会 の 生長 を 育ん で 
来 ら れ た 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 才 鹿 の 各位 に 対 し 深 其 な る 敬意 と 感謝 を 探 げ る 
る の で あり ます 。 これ を 以 て 本 日 の 記念 式 に 対す る 祝 療 と いた し ます 。 


昭和 34 年 11 月 7 日 DRAB ARMERARR ARR 鈴 木 Bg 
aU 念 講 演 
米国 に 於 ける 鉱物 学 の 歩み 大 #2 = 


昭和 4 年 (1929 年 ) , 岩 鉱 学会 誌 が 創刊 され た 年 , Columbia KYO Kerr 教授 は 第 
12 番目 の 論文 を 発表 , 翌年 か の 有名 な 新 鉄 物 dickite を 発見 され , 本 鉄 物 は その 後 , 吉 
ABA LOC 本 邦 産 が 本 誌上 に 発表 され た 。 次 いで , Kerr 教授 は kaoline, mont- 
morillonite その 他 多 数 の 粘土 鉄 物 を 続い て 研究 され た 。 

一 方 , 昭和 9 年 (1934 年 ) より 開始 され た タン グ ス テ ン 鉄 物 と 鉄 床 の 研究 は 昭和 21 年 
(1946 年 ) に , KENCKUV ZIV TAF Vv BALE (Geol. Soc. Memoir 15) の 単行 本 
CT TES 

この 問 る 引 続 い て 粘土 鉱物 の 研究 が 続け られ , 昭和 22 年 (1947 年 ), Kulp と 共著 で 
Multiple thermal analyses, Differential thermal analysis of siderite を 発表 , 炭酸 
塩 録 物 を 始め , SHOKAGMD DTA 研究 が 開始 され , これ ら の 結果 は 昭和 26 年 (1951 
年 ) に , 著名 な Reference clay minerals と し て 刊行 され る に 至 つ た 。 

LORY FY BO MIA BAR SL, 続い て 今日 迄 , 多数 の ウラ ン 鉄 物 に 関す る 報告 が 
な され て いる 。 1 昨年 (1957 年 ) , これ ら の 結果 の 一 部 を まとめ て Marysvale, Utah, 
uranium area の 特別 出版 物 が , Geological Society の Special paper No. 64 と し 
て 刊行 され た 。 Male C Utah 地方 の ウラ ン 鉄 物 と 鉱床 の 研究 が な され て いる 。 

同時 に DTA の 研究 は Kopp と 共に 硫化 鉱物 その 他 に つい て 継続 され , FAKBO 
で いる 。 

最近 , 新装 置 に よ つ て 開始 され た 赤外線 研究 は , Ask BKC, PASI, 
REE, WRB MOBIC OW CHET, 今後 , これ ら の 結果 が 引 続 い て 発表 され る 
CHAI 

% Saline deposits の 研究 が 開始 され , 既に る つの 報告 が 印刷 され て いる 。 

以上 に 述べ た Kerr 教授 の 鉄 物 学 の 研究 は 米国 の 鉄 物 学 の 進歩 発展 の Pbk AF SO 
で あり , 又 本 邦 の 録 物 学 の 進歩 に 大 き な 影 響 を 与え て いる 。 

(スラ イド 使用 ) 
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30 年 間 に お ける 内 石 学 の 進歩 FH 誠太郎 


日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 創立 30 周年 に 当り , 筆者 は 上 記 の 古 目 に よ つ て 記念 
講演 を 行なう よう 指名 を 受け た 。 以 下記 す と ころ は その 講演 要旨 で ある 。 


30 年 前 日 本 岩石 鉱物 鉄 床 学会 創立 当時 (1929 年 ) ES RAT St. SORE N.L. 
Bowen の “Evolution of Igneous Rocks” (1928) が 出版 され た 直後 で あり , Ave 
研究 に 関し て は P. Eskola © “mineral facies’ (1920) の 意義 が や や 広く 認め られ か 
けた 頃 で あり , 人 造 岩 鉱物 を 岩石 な る 化学 系 に お ける 相 と し て 取り 扱う 相 律 的 岩石 学 が よ 
う や く 体 系 を 整え , これ に 関連 し て SAR SRD 詳細 な 識別 に 特別 な 関心 が 寄せ ら 
れる よう に な つた 時 代 で あつ た 。 そ れ 以 来 今 日 まで の 30 年 間 に お ける 岩 右 学 の 歩み を 展 
望 す る と , 研究 成果 が 著 積 し て この 学 の 内 容 が 豊富 に な つた ば か り で な く , 新 し い 装 置 や 
方 法 が 加わ り , 新しい 考え が 生ま れ , 新 し い 分 野 が 開か れる 等 , 著しい 進展 が あつ た 。 こ 
こ で は その 全貌 に 触れ る こと は 企 て 及 ぷ ぶ べ くも な い の で , 心 に 浮 ん だ 事柄 の うち もち から 数 
を 捨 い , 岩石 学 の 進歩 の 跡 を た ど つ て みる こと と する 。 

造 江 物質 の 実験 的 研究 造 岩 物質 か ら 成る 化学 系 の 多 相 平 衡 関 係 の 実験 的 研究 は 前 々 
か ら 行 な われ て いた が , この 30 年 間 に 多 く の 新 し い 実 験 結果 が 加わ つた 。 中 で 特記 すべ 
き は , 以前 に は 実験 困難 で あぁ つた 鉄 や アル カリ を 含む 系 に つい て 続々 重要 な 結果 が 出 て 来 
た こと (た と えば CaO-FeO-SiO,, MgO-FeO-SiO,, FeO-Al,0,-SiO,, K,O-Al,0,- 
SiO。, Na,O-Al,0,-SiOg, 等 ) , 以前 に は 企 て ら れ な か つた な た 高温 高圧 (1700°C, 5 万 bars 
に 及ぶ ) の も と に お ける 実験 が 可能 に な り , 和 熟 水 合成 実験 や 揮発 性 物質 を 含む 系 に つい て 
の 実験 が 行なわ れ , 多く の 成果 を 収め た こと (た と えば , MgO-ALO。-H,0, KAISi,O0,- 
H,0) NaAlsi,O,-H,O, Sid,-CaO-CO,, 4) 7 css. 


BBM MOMR 造 岩 鉱物 に つい て は , た と えば 30 年 前 に は 予想 し な か つた な た 石英 の 転 
移 温度 の 不定 性 (O.F. Tuttle, 1949), 傾 長 石 に お ける 低温 系 列 と 高温 系 列 と の 存在 
(A. Kohler, 1942; T.F.W. Barth, 1947) 等 の 事実 の 発見 が あり , 岩石 学 に 問題 を 
提起 し た 。 ま た , ※ 線 に よる 研究 装置 の 進歩 (た と えば Norelco X 線 スペ クト ロメ ー タ 
ー の で きた こと ) に よ つ て 造 岩 鉄 物 の 結晶 構造 に つい て , 殊 に 同質 多 像 に つい て 大 い に 知 
識 が 増し た 。 そ れ ら の 結果 と し て , た と えば 長石 類 に 関す る 知識 の ご と き は 著しく 更新 さ 
れる に 至り , さら に 現在 も な お 新 事 実 が 加わ りつ つ あ ぁ ある 状況 で あぁ る (N.L. Bowen, 
J.F. Schairer, J.R. Goldsmith, U. Chaisson, F. Laves, F. Chayes, C. Oftedahl, 
W.S. Mackenzie, %, 1950 以後 ) 。 長石 類 は 岩石 構成 上 最も 重要 で ある だ け に , これ 
ら の 新知 識 が 岩石 学 に 及ぼ ば す 影 響 は は な は だ 大 きい 。 イ ンド 石 の 発見 (MaRS, 
1954), 草 青 石 と イン ド 石 と の 関係 の 究明 (MARIE, 1957) 等 も 注目 すべ き 業 績 で あぁ 
So 高温 高圧 の も と に お ける 造 岩 鉄 物 の 研究 (た と えば jadeite の 生成 に 関す る 研究 : 
H.S. Yoder 4%, 1950-1951; L.H. Adams, ils? IDR AD. Griggs 4, 1955; E.C. 
Robertson 等 , 1957; 等 ) も 少な か ら ず 行なわ れ た 。 また , Yeoh Bw Seb 
素 の 存在 ・ 分 布 に つい て る も 研究 が 進め られ , これ が 岩石 の 生成 条件 を 反映 する も の と し 
CREA SNS EFM? 
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RBBFOMAR 近年 に お ける 進歩 と みる べき 一 つの 顕著 な こと は , 結 品 化学 に も と 
づく 考察 (も つと 一 般 的 に いえ ば 原子 論 的 考察 ) が 岩石 学 に 取り 入れ られ た こと で ある 。 
この 方 面 の 多数 の 研究 の うち か ら 玖 例 を 拾う と , V.M. Goldschmidt (1937) (xk ARK 
物 に お ける イオ ン の 置換 関係 を 先駆 的 に 論じ , D.M. Shaw (1953) © A.E. Rigwood 
(1955) が これ に 補正 を 施し , 都城 秋穂 (1953) は 変成 岩 中 の pyralspite に お ける Mn, 
Fe, Mg の 比 量 を 結 品 化学 的 た 論じ た 。 下 .E. Wickman (1943) は マグ マ の 分 化 の 問題 
を 取り 扱う に 当 つ て 講 イ オン の “activation energy of migration” な る も の を 考え た 。 
M. J. Buerger (1948) は 結晶 化学 的 考察 と 熱 力 学 前 考察 と を 合わ せ て , 火 成 鉱物 の 反応 
系 列 は 東 酸 塩 の 結晶 構造 単位 が ェ ネ ルギー の 増加 に ょ つて 部 分 的 に 破壊 され て ゆく 順序 
に 相当 する こと を 示 し た 。 こ れ ら か ら み て , CRT “AFRWEAY (atomistic 
petrology)” が 体系 を 整え て 新 分 野 を 成 し, 相 律 的 岩石 学 と 相 並 ん で (置き か わる の で 
は な い ) 発達 する で あろ うこ と が 予想 され る 。 現今 は その 暇 の 期 で ある る と み ら れ る 。 


玄武 寺 質 マグ マ の 問題 玄武 岩 質 マグ マ を すべ て の 大 成 岩 の 本 源 と する 見 方 は すでに 
古く か ら あ る が , その 本 源 マ グマ の 化学 成分 の 範囲 ・ 限 界 や その 進化 経路 に つい て 近年 多 
く の 見 解 が 発表 され た (G.C. Kennedy, 1933; 富田 達 , 1935; L.R. Wager, W.A. 
Deer, 1939; F. Walker, A. Poldervaart, 1949; C.E. Tilley, 1950; 久野 久 , 
1950-1953; 42), 


TEMIORAOR 花 賠 岩 の 成因 に つい て は , 19 世紀 に は 諸説 が あつ た が , つい に 
拓 成 説 が 支配 的 と な り , 今 か ら 30 年 前 頃 に は 一 雇 落ち つい て いた よう で あつ た 。 し か る 
に その 後 ," 花 局 岩 の 成 因 つ に いて 交代 説 を 唱え る 者 が 少な か ら ず 現われ , 炎 成 論者 と 交 
代 論者 と の 聞 で の 論議 が 賑 か に な つた 。 主要 論点 は 火 成 作 用 と 交代 作用 と の 軽重 の 問題 
に ある 。1947 年 アメ リカ 地質 学会 の 催し と し て ヵ カナ ダ で 花 韻 岩 の 起源 に つい て の 討論 会 
が 開か ふれ , H.H. Reed, A.F. Buddington, F.F. Grout, G.E. Goodspeed, N.L. 
Bowen #24 DO aimmlIcBi Lito £D%% H.A. Coombs, F. Chayes, R. 
Perrin, O.H. Erdmannsdérffer, G.E. Goodspeed, J.A. Noble, W.S. Pitcher, 
D.L. Reynold, M.L. Keith, M. Walton, Y. Marino, J.R. Goldsmith, F. 
Laves, O.F. Tuttle 等 が この 問題 を 論じ 現在 に た 及 ん で いる 。 こ の よう に , WOKAR 
ち つ いて いた よう に みえ た 問題 が 再び 論 織 され る よう に な つた こと る も 進歩 の 一 面 で ある 。 
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個 人 講 演 

秩父 鉱山 産 Jamesonite の X AATF Bg SS 和 
X 線 回 折 図 に 依り 格子 恒 数 を 求め , 次 の 値 を 得 た 。 a=15.72A, b=19.16, c= 4.05, 
B=91°48’, 次 に 比重 井 を 用 いて 比重 を 測定 し , Gao 王 5.616 な る 値 を 得 た 。 こ れ は 上 上 
記 格 子 恒 数 か ら 算 出し た 値 と 良く 一 致す る 。 

大 泉 鉱 山 の 賠 亜鉛 鉱 に つい て Fw k= 
BSHESAGRIZIXG ROE RAD, その 成分 と の 開 に も 種々 の 関係 が ある こと が 分 つて い 
Ao 山形 県 大 泉 鉱 山 よ り 産 出す る 関 亜鉛 鉄 の うち , 産出 する 色 の 違い で と UT, AHR 
に より 赤 礼 色 の も の と 暗黒 色 の も の と が ある 。 等 者 は 今 ま で 嗜 黒 色 の も の は ほとん ど 取 
り 扱 わな か つた が , これ ら を 含め て 含有 され る 微量 成分 に つい て る 偏在 性 が ある と 思わ れ 
る 。 特 に 移 土 類 元 素 の 合 有 が 指摘 され て いる の で , この 点 か ら 閉 穴 し た 結果 を 報告 し た 。 
概論 的 に 云え ば , 黒 色 の も の に は 少く , 明 色 の も る も の に は 多い 傾向 の ある こと が 分 つた 。 


Penwithite の 加 難 変 化 F 藤 建 = 

Penwithite の 未 差 熱 曲線 は HL UT 150°C HEU 1100°C 附近 の 2 つの 吸熱 ピー 
ク と 500~900° に わた る 発熱 ドー ム に よ つ て 特徴 づけ らち られ, また 加熱 に よる 重量 秦 化 は な 
200°C まで 急激 に , 以後 700C まで や や ゆる や か に , まな た 1000°C 以後 急激 に 何れ も 
減少 を 示す 。 これ ら の 変化 を 明らか に する た め , 1200°C まで の 種々 の 温度 に 長 時 間 保 
持 し た 試料 に つい て , X 線 粉末 回 折 , 化学 分 析 , 顕微 鏡 観 察 等 に よ つ て 検討 を 加え た 結 
果 次 の こと が 明らか と な つた 。 

1) Penwithtie の 加熱 に た よ つて ひき お こさ れる 質量 変化 は , a) 脱水 (~700°C), b) 
Mn?+ の Mn*+ へ の 酸化 (200 へ 800°C), c) Mn4+ の Mn2+ へ の 民 元 (900°C~) に ょ よ 
つて 代表 され る 。 

2) 以上 の 変化 の うち も , 脱水 と 酸化 に と も な つて braunite WB, ETI Loko 
て rhodonite が あら われ る 。 

3) この 場合 生ずる braunite は 天然 産 の も の に 比 し て いも じ る し くく 多量 の SiO, を 
含ん で いる 。 

4) Rhodonite に は 高温 で ある 種 の order-disorder 現象 が みとめ られ る 。 

加熱 脱水 に よる 福 鉄 鉱 の 赤 鉄 鉱 化 に つい て 南部 松 夫 ・ 伊 藤 建 三 

針 鉄 鉄 型 神 鉄 鉱 は 比較 的 低温 度 で 水分 を 失い &-Fe。O。 に 変化 する こ は 周 知 の と ころ で 
HOM, この よう に し て 生成 し た &-Fe2O。 の 結 品 化 の 過程 に つい て は 不明 の 点 丸 多い 。 
そこ で , HRMO X 線 粉 末 回 折線 を 示す 福 鉄 然 を 種々 条件 (温度 ・ 時 間 ) AEA CHB 
し た 試料 の ※ 線 粉 末 回 折線 の 変化 を 調べ , 次 の 事 が 明らか と な つた 。 

1) 針 鉄 鉄 型 福 鉄 鉄 は 加熱 脱水 直後 に は 成長 の 不 充 分 な &-Fe2O。 結 品 子 と 無 定形 
Fe。O0。 よ りな る 。 これ ら は 夫々 針 鉄 鉄 と 無 定形 水 酸 化 第 二 鉄 に 由来 する と 思わ れる 。 

2) 350~550°C の 低温 度 で は 無 定形 FeaO。 の a-Fe,O, Ha FLL し て 進行 す 
る 。 こ の 場合 生成 され る &-FesO。 結晶 子 は 多分 に 2 次 元 格子 的 な 性 格 を も つて いる 。 

3) この 様 に し て 生成 され た 結 品 子 は 750°C 位 ま で に ほぼ 3 次 元 格子 と し て 完成 さ 
れ , 以後 温度 の 上 昇 と と も に 次 第 に 生長 し て ゆく 。 
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な お , これ ら の 変化 の 様子 は , も と の 針 鉄 鉄 の 結 唱 度 に よ つ て 異な る と 考え られ る の 
で , 種々 結晶 度 の 異な る 試料 に つい て 検討 中 で ある 。 

クリ プ ト メ レン の 加熱 変化 に つい て cls = =i 

東北 地方 産 の クリ プ ト メ レン の MBBEe XL DTA を 併用 し て 検討 し , 次 の 結 
果 を 得 た 。 即ち も クリプト メレ ン は 他 の 二酸化 マン ガン 人 鍼 よ り 放 的 に 容 定 で あぁ つて , DTA 
で は 830~930°C の 間 に 吸 熱 ピ ー ク を 示し , ハツ スマ YEN So er hea 
の 吸熱 ピー ク 温 度 は 試料 毎 に 変化 が ある 。 これ は 試料 の 化学 組成 , EE, 混入 不純 物 
の 影響 等 を 反映 する も の と 考え らち られ る 。 FVUTFPRAVV ER UN— ROBEY WIL 
AF VEDKATIER MD DTA 曲線 で は クリ プ ト メ レン 259 位 で マ で クリプト メレ ン の 特徴 
的 な 吸熱 ピー ク は 溢 失 する 。 

HRT VTFPAVVIUE パイ ロ ル ー ス ヌス 録 , 弄 ラ ム ス デ ル 鉄 と 共生 し 産出 する こと が 
多く , 肉眼 的 識別 は 容易 で な い が , SMB KU DTA に よ ょ っ つて 他 の 二酸化 マン ガン 鉄 と 
の 混合 を 或 る 程度 定量 的 に 知る こと が で きる 。 


MnO-OH 系 鉱物 の 加熱 変化 針 谷 a 

北海 道 西南 部 の 新 第 三 紀 層 中 に 逐 胎 する 二酸化 マン ガン 鉄 床 の 調査 を すゝ め る うち も に, 
本 邦 で は 新 産 の groutite (MnO-OH) を みい だ し た 。 こ の 釣 物 は , manganite と 同質 
二 像 で あぁ あり, MnO, 系 の pyrolusite と ramsdellite の 関係 に 似 て いる 。 この 両者 の 
変態 を 加 熟 実験 ( 示 差 熱 分 析 , 熱 天 称 ) を お こなつ て 検討 し , さら に 線 回 折 に より OH 
脱出 後 の phase の 相違 を 閉 鶴 し た 。 Groutite は manganite より 低温 度 で 分 解 し , 
と くに OH 脱出 後に ramsdellite phase が あら われ る こと は 特徴 的 で ある 。 

これ まで の 研究 か ら , 両者 は つね に 共生 し , 立 遍 的 に 産出 する も の で は な か ろう か と 
BASLNSZo 
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BIRT AYE: 27K V AYALA RIRY 7 vy AIL の 系 列 を 六 線 ディ 777 
トメ ー タ ー で 細か く 指数 配当 を 行 つ て 解析 し た 。 欧米 で は 天然 に は メタ エエ の 相 で 産出 す 
る が , 日 本 で は 天然 に 炎 灰 ウラ ン 石 と し て 存在 する 。 COG MAEORL Micah s 1 T 
高温 型 の 相 に 移行 する 状態 を 細か く 人 追究 す る こと に より , これ まで 明確 で な か つた 各 相 
の 本 当 の X 線 粉末 回 折 人 矯 を 明らか に し た 。 と くに 炎 灰 ウラ ン 石 に つい て は 最近 の 数 値 が 
逐 し いい ので, ワイ ィ イセ ンベルグ 洗 に より 単 結 品 の 解析 を 行い , 格子 恒 数 と 座間 群 を 決定 し た 。 
メタ 1 エ に つい て は Donnay, Brichard 等 の 主張 する 大 単位 胞 を と ら な いこ と を 確認 し 
た 。 メタ 1I は 録 方 品 系 に 属し a=6.52A, bo 三 6.97A, Co=8.22A と 決定 され た 。 特 
に co AIM ECOMLBY AVID co より 小さ な 値 を と ら な けれ ば な ら な いこ と が 確 
認 き され た 。 


松江 鉱山 の 含 ウ ラン 鉱石 の 組織 及び 組成 に つい て 五十嵐 & 
田口 鉱山 の Hausmannite-Jacobsite-Vredenbergite に つい て 
広 渡 文 利 


田 百 鉄山 は , 愛知 県 北設楽 郡 設楽 町 八橋 に あり , 領 察 変成 岩 類 中 に 腺 胎 する マン ガン 
鉄山 で ある 。 人 鉱床 は , BARS, 塊状 理 岩 を 上 , MHECTSVy ARORA, 走向 
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延長 60m, 傾斜 延長 40m, 脈 巾 平均 1m を 有する 。 産出 する 鉱石 鉄 物 は , 非常 に 多 
種類 に わた り , rhodonite, pyroxmangite, tephroite, alleganyite, pyrochroite, 
hausmannite, jacobsite, hydrohausmannite, manganosite, pyrophanite, galaxi- 
te, vredenbergite, spessartite, dannemorite, manganophyllite, rhodochrosite, 
alabandite, beme tite, penwithite, pyrrhotite, chalcopyrite, sphalerite, moly- 
bdenite 等 を 産出 する 。 

Hausmannite-jacobsite-vredenbergite は rhodochrosite, tephroite と 共生 し , 
最大 0.2mm の 径 を 有する 。 Jacobsite は hausmannite と 共生 し , (1) Alc 
BRELOTRT SHS, (ii) 均 に 点滴 状 に 包 有 さき され る 場合 , (ji) jacobsite 中 に 
hausmannite の lamellar 涼 格 子 状 に 包 有 され る 場合 が ある 。 

新 鉱 物 赤 金鉱 (8B-Fe。0。・HH20) に つい て 南 部 松 夫 

Fe,0,-H,O (kA DAZ a, AB,y お よび $8 の 4 種 の 同質 異 像 が 合成 され て いる 。 これ 
ら の うち ¢ お よび A は それ ぞ れ 針 鉄 鉄 , 鱗 鉄 鉄 と し て 天然 に 多 産 する が , 他 の 2 者 は 
これ まで 鉱物 と し て の 存在 が 明か に され て いな か つた も の で ある 。 し か る に 数 年 前 岩手 
県 赤 金 鉄山 丸森 鉱床 の 世 頭 より 採取 し た 神 鉄 鉄 の 1 種 が B-Fe,O3-H,O に 該当 する こと 
が 判明 し た の で , MAIS RA CL ORB TABLE HRB Lo 本 鉄 は 磁 硫 鉄鉱 の 
天然 酸化 に よっ つて て 三次 的 に 生じ た も の で , 通常 針 鉄 鉄 中 に 黄 福 色 の 粉 状 を な し て 少量 
含ま れ て いる 。 ARRKOSMBAGURE LURBAGH PML, 従来 多数 発表 され て 
WSAZ B-Fe,03H,0 の それ ら と よく 一 致す る 。 化学 分 析 結 果 は FezO。, 80.8996; 
FeO, 0 23, SiO, 3.57, Al20。 1.40, Na,O 0.82, K,0 0.29, H,O(+) 9.71, H,O (=) 
2.55% で , 合計 99.5596 と な る 。 

沼 手 県 野田 玉川 鉱山 産 新 鉱物 吉村 戸 に つい て WOKS ABA. FR IR 

A AN 7s TR PO BR B A 2S 郎 

LUFEIR DOE OU YY OES cae CES A 7o EER OWT, TOV RTF TE 
に 依り 抽出 性 有機 物 の 組成 を 調べ その 分 布 に つい て 考察 し た 。 抽出 有機 物 の 量 は 深度 49 
m 迄 の near-shore fine sand zone( 平 均 0.0496) , 40~100m 34 off-shore coarse 
sand zone (0.06%), 100m 以深 の silt and clay zone (0.08%) EHO KE 
され , 特に 飛島 の 東側 に 見 られ る 深度 400~450m OYE tL ZORMICIEMRT Z NNE 方 
向 の 細長 い 海 克 谷 附近 に 最も 多く (0.07 へ ~0.18 9%) , 又 こ の 地域 で は 相対 的 に 炭化 水素 , 
アス ファ ルト 沙 出 分 も 比較 的 多い 。 そ の 他 加 茂 沖の 深度 50~100m で 冷 泥 質 な 泥 塊 を 伴 
う 粒 砂 帯 に 部 分 的 に 多く 抽出 され た 。 叉 遊離 硫黄 は 一 般 に 抽出 量 の 多い 試料 に 含ま れ て 
いる 傾向 が み ら れ , 抽出 量 の 多い 環境 と 刻 切 に 関係 し て いる 。 八 郎 潟 底層 (0.1696) と 比 
較 し て 抽出 量 は 極め て 少 い が , APMIS (TVS TEKS AN SRR 
分 は 40% 前 後 で , 叉 炭化 水素 は パラ フィ ソン 流 分 に 富ん で いる 。 

福岡 県 四 高 鉱 山 ド ロマ イト 鉱床 に つい て # LK tt 

四 高 鉱山 周辺 の 地質 は 北九州 未 変 成 古 生 層 に ERT SP RCS, RE, FERC, HERUEE 
灰 岩 , 北 灰 質 砂 岩 粘 板 岩 か ら 出 来 て お り , これ ら は 走向 N70°E, 傾斜 30~80° $4 
て いる 。 鉱床 は 石灰 岩 と 蘭 移 関係 を 有 し , その 下部 に 位 し , 周囲 の 地層 に 平行 に 発達 し 
て いる 。 ま た 鉱床 は , WMO MM & MS 7% OB LOMB LOOMS, その 分 布 は あ 
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た か も その 断層 に 沿っ つて 生成 され た よう に 見 られ , 本 鉄 床 の 成因 は 所 調 熱 水性 溶液 に よ 
る 生成 と 見 る 向き も あつ た が , これ を 微量 成分 の 上 か ら 検 討 し た 結果 , 堆積 性 伏 床 と 考え 
られ て いる 葛 生 , 春日 , 津久見 な どの 結果 と 張 似 し , Sr, Ba, Li, Mn, V が 検出 され 
て お うり, 府 水 性 ドロ マイ ト と 療 えら れ て いる 飯豊 , BMSKUOY OI Pb, Zn, Sn 2 
特に 検出 され て いる 点 と 区 別 さ れる 。 ま た Ca% に 対す る Sr/Ca の 関係 お よび Ba/Ca 
の 関係 か ら も 堆積 性 ドロ マイ ト と 類似 し , 熱 水性 ドロ マ ィ ト は 明 に 区 別 さ れる 。 従 つ て 
fits Ka LVk AE, HEA, ASL t AROA MARES A COBRMARW ED CHS 
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HZAMUOAAILY CRICK T 鈴 島 # 秀 
BARRIOS ROME, 石灰 岩 及び 走向 方 向 に 健 入 せる 岩 脈 状 表 岩 を 交代 し た 接 鯖 
SOREL CH So スカ ルン は 鉄 液 の 成分 及び 原 岩 等 に 支配 され , 何れ も Fe cH ASHE 
は 著 る し く Fe に 和 富ん で いる 。 RMS Fes イオ ン を 主 と す る スカ ルン を 伴い , PUL 
は Fe… イ オン を 主 と す る 緑色 スカ ルン を 伴う 。 頂 楓 石 は And 70 へ ~60%, Gr 30~40% 
程度 の 固 次 体 が 多く , RE. WRECK ME Gr に 近い 。 GRADEME, BE 
交代 し た 物 ま Al に 富ん で いる 。 膨大 な スカ ルン 帯 中 に 原 岩 及び その 枚 造 を 残し て いる 。 
右 灰 岩 中 に 適当 な 間隔 で 灯 板 岩 , UME EIMEL TT, 鉄 液 の 通路 と な り , WO as 
され る SiOz, Fe,0。, CaO 等 の 成分 は スカ ルン 帯 生成 の 要素 と な つて いる 。 

Kis - RSIS FeO-Fe,0,-TiO, 系 鉱物 の 共生 関係 に つい て 

Wm — 

FeO-Fe,03-TiO, Fe MOEABIR eb UIC ZO MMAIZ OV TIE, He REE BEREIC 
お いて 当然 の こと ながら 顕著 な 差異 が 認め られ る 。 HKALE HOARD SMe OU Tt 
Newhouse, Ramdohr 等 の 研究 が ある か ら 本 欄 で は 皇 と し て 四国 三波 川 結晶 片岩 中 の 
この 系 の 鉱物 に つい て 記す 。 SHRI HT APO REGRGK - ARBRGKIZ WSO BERMGKIN 
BY, これ ら に は 一 般 に 何等 の 離 深 組 織る 認め らち られ な い 。 新宮 鉄山 ・ 別 子 鉄 山 な ど で 含 
鉛 硫 化 鉄 と 地層 する 緑 泥 石 岩 中 の 磁 鉄 鉄 は magnesioferrite と 共生 し て いる (KIRK 
鏡 下 の 観察 お よび 磁気 温度 曲線 か ら ) 。 白滝 鉱山 母 岩 中 に は 赤 鉄 然 一 チタ ン 鉄 鉄 共生 体 が 
FET BM, これ は その 産 状 ・ 分 布 ・ 形 態 な どか ら 人 残存 鉱物 で は な く Weer ewe zB 
れる 。 KABBIL ( 御 荷 鍵 系 中 ) 緑 泥 石 岩 中 の 仮 像 的 形態 を 有する 磁 鉄 久 一 灰 鉄 然 共 生体 
中 の 磁 鉄 鉄 は その 外形 か ら 赤 鉄 鉄 か ら 居 元 され て 生成 し た も の と 思わ れ , SEIU DIB 
PERRVE ALF DRE AEERA IPED FF v PRITAM CHB 

日 立 鉱 山藤 見 鉱床 の 鉱石 に つい て 島 田 衛 , 速 藤 正孝 

日 立 伏 山藤 見 鉄 床 の 鉱石 は , 1 Ghee, 2 SHOOK, 3 BORO - RERRgE 
SRK, 4 PYHESOGE - GBR AICABE NEOPERYDKGCE SZ. SEGRE RAGE, 
FRE, TUBER, +2 — Gh, RETR, POTRINGK, GEESTRONSE, THINS, 磁 鉄 鉄 で あ 
Do CE OREVERLINC IL SISAL DPT SRD JBIR - ALIRRETA, PER okt ORETEBE EKO 
ABIKRIYETK, PORES GAA DSRS O MRM, BQHEIA SK) ORAPIRBKO BIR « Hee 
FER, TESA A ORR FRA 2 —SERAGH, CNS OMAIC E SAROME 
EBA AI 5NSo Fa — SPIT RREGE, PQMEAGK LILI ZS, 

FRR EARL LC PAG - PEMA IPDS 2 MeomBererere ty あと に 
磁 硫 鉄 鉄 を 主体 と し て 黄銅 鉄 ・ 関 亜鉛 然 が 共生 する 3 型 黄銅 鉄 ・ 磁 硫 鉄 然 伏 石 が 唱 出 し 
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た も の と 考え る 。 

山形 県 大 横川 上 流 地 域 の 磁 鉄 鉱 々 須 に つい て 人 鈴 木 36 BB 

本 区 域 は 及 位 層 に 対比 され る 安山岩 , 及び 安山岩 質 堆 岩 類 と これ を 買 く 関 緑 岩 が 分 布 
し , 銅 , 重 狂 の 所 調 漢 水性 鉱脈 群 が , 略 北 々 東方 向 に 走る 。 磁 鉄鉱 は 大 部 分 細 脈 と し て ;, 
RBA Y OU AK BRA EO TC RUSLAN EL SEGRE CIS RAMS 
られ る 。 銅 , HISGKIR L RGR ~ IROL PEMIBEAISA IB CH So BERSRILGEPR CHER: TE 
状 , HRRELEL, MROREERL, ARREBAETZOUADSLNSo 即ち 磁 鉄 
SLADE LAU LOVERS <P, RPA SRIRD GRICE FRC BERL 
72M LVADH7eYOT, その 作用 に 最も 直接 的 に 関与 し た 成分 は H, 及び COT 
ある 。 即 も 水 成 ガ ス 転 化 反 応 に お ける 鉄 触媒 の 如く , 赤 鉄 鉄 は CO+H,O0 2 CO,+Hy 
の 反 褒 に お いて 触媒 と し て 作用 し , その 過程 に お いて 居 元 され て 磁 鉄 鉄 化 が 行わ れ た 。 

大 碧 鉱山 周辺 の 層 序 及び 地質 構造 に 関す る 2, 3 OB AAR # 

大 堀 鉄山 を 含む 地域 一 帯 の 地層 は , 従来 すべ て 瀬 見 層 ( 及 位 層 ) と され , Ames 
比 さ れ て いる が , 瀬 見 層 及 び 及 位 層 と 称す る も の は , 更に 細 区 分 する こと が 出来 , その 
下部 の 部 分 の み が 大 荒 沢 層 に 対比 され る 。 

APB LL, ANG NAC RSS 北 々 西方 向 構造 帯 の 一 つ に 規制 され , COLA 
の 交叉 (FY) MICH So JER MPH LE Kk, 同一 方 向 の 上 昇 帯 を 伴い , 所 調 第 三 紀 
(MBA BAL COMWHAORACHAS ( 旦 正 鉱山 有沢 山 岩 体 , 大 堀 鉄山 大 沢 岩 体 )。 こ 
DLA IEE 7 ODMR EBML, 著しい volcanism を 伴う 。 AMGKUNE DOM 
床 区 中 の 一 鉄 床 と し て 認識 され る 。 HIRE LRH ROMR, 第 三 系 の 厚 さ 等 か ら み れ ぱ , 
角 ノ 叉 交代 鉄 床 の 位置 は 比較 的 江 所 で ある が , これ は hydrous, sial 性 の マグ マ が 洲 く , 
BORMMTDONACALBALN, この 考察 は , 上 昇 地 域 一 般 に 適用 出来 る 。 

北海 道 神明 鉱山 の 成因 に つい て SA 常 彦 , 鈴木 KE. WR FB 

附近 は 先 第 三 系 の 粘 板 岩 , ES, WEL TAS PEO. URS. YES 
が 分 布 す る 。 最 も 主要 な 中 ノ 沢 鉄 床 は 上 記 第 三 紀 層 中 で 春 岩 の 上 部 , 泥岩 の 下部 に 位置 
FS SD NBBNOR TAY VY AIRS BERORRER PE CH So HARARE, AGRE, BE 
鉄 鉄 , 方 解 石 , 重 品 石 , 石英 , 緑 泥 石 , 粘土 鉱物 , BRMLD AOR, PORES 

HSo MALMUD CHSB, この 中 に 径 1.5m iS ZRAAKRORRMRE 
を 伴う 6 

本 鉄 床 は 漢 海 性 内 海 の 暴 積 環境 で 奏 岩 の 堆積 を 生じ , 一 部 に 凝 灰 角 奏 岩 を HEBEL Tek 
山 活 動 が あつ た が , COI RISB BUREAUS EKO TAH UY RE BANS 
IROL S OVERDILAREED LOX HORBCH So. GK LMBOVEE OE RRL 
DROVE A ¢ ROTM, MBBMEL URE & VRRP OBRAMRE ZU ro 

AARORMAKHEAOREOR RICA SNS 3 つの 様式 ia 生 A 一 

日 本 で , SSH 72 ZY & FES PETK PEGA PRICIZ ARI LC 3 つの 様式 が 認め られ る 。 

(1) HUBER OPE, 第 四 紀 陸上 火山 活動 に 伴う も る ので, BEGKPR - BAG - BEGSKRER 
どの 周辺 に 見 られ る 変 値 此 ……… 中 心 部 より 石英 ・ 蛋 白石 っ 明和 角 石 ・ カ オリ ン っ カオ リ 
YO RSAUT7AFAPSRAVY CUA SV EV aT bo (eVGA EY 
そ モリ ロナ イト ) が 代表 的 な 例 で ある 。 しかし, 遊離 SiO。 の 大 部 分 が 石英 で ある か , BS 
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石 ( ク リス トバ ライ ト ) で ある か に よ つ て この うち に る 様式 の 差 が あり , フォ ェ ッ サマ グ ナ 
地帯 の 伊豆 半島 の 明 磐 石 理 石 鉄 床 に は 専ら 石英 だ け を 産 し , FSA SUERTE A 発見 され 
ZEW 

(2) 花 賠 岩 質 マグ マ の 活動 に 最も 関係 の 深い 鉱床 で , EERO cupola の 部 分 又は そ 
の 周辺 に A LCV S BERS ASAP ICE 5 BR (I) の 場合 と よく 似 て いる が , SK 
及び 変 値 帯 の 全体 の 形状 が , より 塊状 又は 答 状 に 近い 場合 が 多い 。 OSL aS, 
FAT ART, AFVI DRE, TUIFRMMPOMIBRLWSZ IL, RU, 
EEA, A7VYVY ARE RMRMSADSNZLIL CHS. 第 (1) OWA SIO,, 第 
(2) の 場合 に 遊離 Al。O。 が 濃 集 し て いる こと は , BRM LUMBAR 07 
ン 酸 か ふか に よる と 考え られ る 。 

(3) oar HERVE RO PRU RGR RIC FES ER RD 普 編 的 に 見 られ る の 
は , 塊状 鉄 床 と その 周り の 変 値 帯 で あぁ つて , アル カリ ある い は Ca,Mg, Fe を 含む 粘 ヨ 
で 特徴 付す けち られ る 。 これ に 対し , 上 北 の 様 な パイ プ 状 変 億 帯 に た パイ ロフ ィ ライ ト ・ ダ イィ 
アス ポア が 発見 され た こと は 意味 深い 。 上 北 鉄 床 に は , 明らか に 殆 ん ど 海 底 の 表層 近く 
で 生成 され た と 療 えら れる 黒鉄 々 床 が 発見 され た が , この 変質 帯 の 鉱物 の 詳細 は 甚だ 興 
味 深い 。 

別 子 式 層状 含 鍋 硫 化 鉄鉱 床 の 生 成 と 火山 活動 All 俊 夫 
BUF RSIS AOR OME IC 堆積 し た 古 生 層 と , それ と 同時 的 に 噴出 或いは 岩 床 
TRIKE UL 722K LU CRG LICR BOKER CG, 基 後 動力 変成 作用 を 受け , 母音 
の 結晶 片岩 化 と 共に 層状 に 圧延 され た も の と 思わ れる 。 w»> SMR He PST 
CHB L, 鉄 床 の 著 る し く 農 存 せ る 母 岩 層 の 時 代 は MRAM OPE CHO eR LHR 
する 。 鉄 床 は 火 成 活動 と 密接 な 関係 を 有 し , 従っ つて 人 鉱 床 生成 期 の 火山 岩 に は 或 特 性 が 考 
えら れる 。 第 三 紀 の 鉱床 は プロ ピラ イト , グリ ンタ フ に 特徴 付 け ら られ た 中 新 世 に 著 し 
く , 不変 成 中 生 層 及 び 古 生 層 中 の 含 銅 硫化 鉄 鉄 床 農 存 地域 に は HERA, yy —V AIA 
ン が 特徴 的 に 多い 。 別 子 式 鉄 床 を 用 胎 す る 結晶 片岩 の 層 準 に は 緑色 片 岩 が 最も 多く , そ 
ORS Ec 交 緑 岩 や シャ ー ル スタ イン と 考え られ て いる 。 上 述 の 火山 岩 及 び 炎 山 砕 選 
岩 は 何れ る 分解 鉄 物 に 富む が , これ ら は 初 成 的 に 水 に 宮 む 岩 此 に 由来 する も の と 考え ら 
れる 。 又 熱 水 落 液 る ), この よう な 岩 柴 に お いて 多く 成 生 され る で あろ 3。 

北上 山地 早 池 宰 超 塩基 性 及び 塩基 性 主体 の 載 戸 学 的 研究 Kee Az 
ACE HERA e PDC REE, 塩基 性 深成岩 が 分 布 し て いる 。 この 岩 体 は 二 
BictAxnathive, RRS, 石灰 岩 な どか ら な る 地層 中 に 紀 入 し て いる が , そ 
れ ら に 殆 ん ど 接 触 変成 作用 を 与え て いな い 。 早 池 内 岩 体 は 標 橋 岩 , RDG, 角 関 石 
岩 , 交 石 角 関 石 夷 励 岩 , 角 阿 石 共 励 岩 な どか ら な る 複合 岩 体 で ある 。 これ ら の うち まず 
FIRS ARE e ELS SZ 塩基 性 深成岩 が 数 回 に わた つて 連 入 し, ERICH A AAS BLE 
位置 を 占め た も の で ある 。 従来 化学 的 容 料 に 逐 し か つた の で , 今回 筆者 は 17 HORE 
岩 大 に つい て 化学 分 析 を 行 つ た 。 次 に 超 塩 基 性 岩 系 列 と 塩基 性 岩 系 列 と の 関係 を 考察 す 
AACR, BUSH, PARQ alco CEFR & ail? 
これ ら の 研究 の 結果 , BAIPILASKEERT SHAR HO REED br 
れ な だ も の で あろ うと 推 論じ た 。 
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ThE O AE ACE aia 鈴 KR MK 
ALPHA CHEMOMACHSLRONCOSEMBM, 知床 半島 基部 , Pala 
DBRS, 茅 沼地 方 等 に お いて 既に 報告 され て いる 。 MBS AARC LT 
る も の と し て は , 三 階 滝 地方 基 の 他 の も の が 知ら れ て いる 。 これ ら の 内 特に 双 沼 , 三 階 
滝 の 両 地域 の 岩 体 に つい て その 鉄 物 組 成 , 長 右 類 の 鉱 物 成分 等 を 測定 し 検討 し た 。 この 
両者 を 比較 する と 茅 沼 岩 体 は 三 階 滝 岩 体 よ り る も 深部 で 形成 され た も の で あろ うと HES 
れる 。 

=PREEAKO 一 部 は 石英 協 岩 質 の も の が あり , 東北 日 本 各地 に 産 す る 所 請 第 三 紀 花 賠 
岩 類 の 産 状 , BREDA SZL, 深成岩 状 の 構造 を 示す 岩石 と , MRE ART AA 
LOM, は つき り と し た 成因 上 の 区 別 が 存在 する も の と 壮 えら れる 。 道内 各地 に 分 
布 す る BREEAM AICS Sd OONIKCIS 所 調 第 三 紀 花 内 岩 と 同様 に 考慮 さる べき 
る も る の が 多い 。 


接触 変成 帯 に お ける 交代 作用 B FH 
北部 北上 山地 の 田野 畑 花 賜 岩 周辺 の 接触 変成 岩 ( 安 察 変成 岩 ) に 認め らち れる 交代 作用 に 
つい て 述べ , その 他 の 北上 山地 の 接触 変成 岩 (遠野 , TEE BOR), 木 盆 駒 変 成 岩 に 
つい て る も 比 載 考察 し た 。 野 外 , 鏡 下 で 観察 され る 交代 作用 を 示す と 思わ れる 事実 を 述べ , 
まな た , 化学 成分 を A-K-F, お よび Or+C—Ab—An+Fem ダイ アグ ラム, Cation % 
に よる 変化 図 を 用 いて 吟味 し た 。 その 際 , 原 岩 の 吟味 を と それぞれ の 変成 帯 お よび 日 本 の 
多く の 泥 質 岩 の 成 分 に つい て 行 つ た 。 CORR, RF, 木骨 駒 そ の 他 一 部 の 接触 変成 帯 
に つい て は , K の 増加 が 認め られ る が , その 他 の 変成 蒲 に つい て は 積極 的 に 成分 変化 を 
TENN REI VA SS 


ia RS BA ORA Be FR RS - BO wa 

Are eR UAB AN PAE FORA LBA ON SREABEA SS. EASES 
BILD fae, IKRaORBe ELL, BRA~SSRAOWS, YUE, Fh 
土質 岩 を 挟み , LAR LBeA SAO RU AR (HERB) EPS. 本 岩 類 は 一 般 
(Eva ~ir Bae Clea, Bi, 緑 蟹 石 , 炭酸 塩 鉄 物 , 絹 雲 母 等 か ら 成 り , FA 
ど 常 に 帯 神 線 ~ 淡 黄 福 色 黒 雲母 を 含む 。 履 々 源 岩 の 和 倖 長 石 を 残 し 双 も と の 構造 を 残す 。 IE 
等 岩層 は 講 所 に 著 る し い 財 内橋 曲 を 繰返し つつ MORASS, PNEOC SZ. Miki 
断層 で 切ら れる 。 その 片 理 は NO~20W, 儲 斜 は 東 或いは CASTS. 片 理 は 一 般 
に 地層 の 走向 ・ 傾 斜 と 異な る 。 本 岩 類 の 本 体 は 合 足 断 層 を も つて 南西 部 赤崎 村 の 下部 自 
SERCH TSA, 赤崎 村 北 部 の 古 生 層 と 浴 色 され た 部 分 の 岩 質 , 構造 は 大 船渡 層 に 遅 
移す る 。 RAR PIC bid PRS AC BOO ARRIE, 含 倖 長大 砂岩 , シ 
VI BERT RAMP CAE RRAM BE OMOW BIRO (2, 此 等 は 緑色 過 類 と 
FRVC ALI TE ha zat RVC Lk OC HEME BOVE & BE Teo 


fe AR) ATO teitia ¢ TERS (pegmatite) と の 接触 変質 作用 

A 田 4 
ANT BEUIN ULF E haa (pegmatite) & keks & OPEB HE a, BG 
WTA CH) PY RECS O BPRS AR L し て いる 。 BERRA ILSIRU EIS 
HAAG LIBRACT SJE BD, ILS OVER AR—ROB Ree FD CHENIER 
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Case 

この 場合 の 成分 移動 は 花 賠 岩 (pegmatite) より の Si, Al, Fe, Ca OREACEHIA~D 
移動 ) 1) これ ら の な か で 先 づ Al, Fe は 接触 帯 で 集積 し 笑 石 帯 を 形成 す 。 2) LOM 
石 帯 で 放出 され た Si, Ca を 加え て 更に 蛇 紋 岩 側 え 移 動 , Ca の 全部 と Fe, Al の 残部 
及び Si O-MAYIRL, 直 関 石 ・ 陽 起 石 帯 を 形成 。3) 更に Si の 蛇 落 岩 側 へ の 移動 に 
ょ つて 滑石 帯 の 形成 。 こ の よう な 成分 移動 は 蛇 紋 岩 の 退 苦 土 化 を 促し , 一 部 は 蜂 石 帯 等 に 
固定 され る が , その 大 部 分 は 変成 帯 外 部 へ 逃 失 す る 。 


“eS PILAVYIE” に つい て の 2. 3 の 考察 2 一男 
“Semi-alkalic rock” tLR4Ok, その 岩石 学 的 な 特色 か ら 蓋 つて “calc-alkalic 
tock” と “alkalic rock” と の 中 間 的 な 講 性 質 を 帯び る も の や , 或いは , calk-alkalic 
rock で あり な が ら , か な り alkalic な 性 質 を 持つ と 云う よう な 岩 型 に 対す る 仮称 で , 
1) “‘trachytic rock” や» 2) alkali-feldspar bearing lithoiditic or nevaditic rock 
3) anorthoclase bearing rhyolite “£28, これ に 属す る と 思わ れる 。 

この よう な 岩 型 の 火山 岩 類 が , 裏 日 本 一 一 特に 日 本 海 地 に 沿っ つた 地域 一 一 の グリ ンタ 
7 層 中 の あぁ る 時 期 - 一 "門前 層 及び その 相当 層 -ーー の 火 成 活動 を 特色 づけ て いる 事 は , 
グリ ンタ フ 有 層 形成 呆 の 上 で , 極め て 注目 に 値する 事 と 考え る 。 今 回 は , HELL. BB 
& “FRB 中 の semi-alkalic rock に つい て , その 岩石 学 的 特徴 を 詳 述 し , Bic, Jt 
海道 (福山 層 中 ) , 青森 西部 ( 田 の 沢 層 中 ), 山形 (温海 層 中 ) , 新潟 ( 柳 の 浦 層 中 ), 北陸 ( 太 
美山 中 層 郡 ) の 同 岩 型 の 資料 と 比較 検討 し た 。 

北九州 東部 粗 面 玄武 滞 類 応 地 @ 
北九州 東部 より 西山 陰 海 周 高山 岬 まで 分 布 す る 新生 代 玄 武 岩 類 は , 地域 的 に その 産 状 , 
分 化 型 式 が こと な つて いる 。 これ ら を 便宜 上 (1) 福岡 地区 , (2) 大 津 地区 , (3) 阿武 地 
区 , (4) 見 島 , (5) SHO SMa eo 福岡 地区 に つい て , 次 の 諸点 を 明らか 
に し た 。(1) LOA, (2) 玄 武 岩 類 は すべ て 粗 面 玄武 岩 に 属し , 下部 より IIIb~ 
IVb, IXb, 最上 部 に は 甚だ し く 他 種 岩石 を contaminate し た IIIb 型 が ある 。 (3) 
化学 組成 上 , 概して 鉄 に と む 。 小 紀和 島 は 壱岐 地区 に 属し , 本 島 は 次 の 如き 8 枚 の flow か 
ら な る 。 最 下層 は quartz basalt で , eucrite の xenolith を 含み , 中 間 層 の 6 Mir 
mune (IIIb~IVb 型 ) で ある 。 そ の 最上 層 に quartz basalt が ある 。 これら の 畑 面 
玄武 岩 の う ち , KO>Na,0 な る 関係 の ひも の が あぁ る 。 大 津 , 阿武 地区 及び 見 島 地 区 に つ 
いて は , 地質 , BADER OALEON, 岩石 学 的 詳細 は 今後 課 次 発表 の 予定 で ある 。 


南洋 ポ ナ ペ 島 の アル カリ 貼 ハ 木 @ = 

南洋 カロ リン 講 島 の ポ ナ ペ 島 は , 周囲 に MED CO し た 大 山 島 で , 主 に アル カリ 
MRBLRA LORMAN, これ に と も な い 報 石 玄武 岩 , 霞 石 バ ザン 岩 , 概 横 石 ド レラ 
A> (E774 FERS), 粗 面 安山岩 ROMAN EOA GMS EMT So EO 
YEE OMEABZL, BERBRALIAA ERK, アノ ー ソ クレ ー ス を 含み , BA HV-Y 
Biz EDEREOGEMBS LS. ME, FIVER, BROT Va) RRICLA, 

dhe VA-bMRRLSESE, 多く の 注目 すべ き 特 徴 を 示す 。 その 化学 組成 は 一 般 
SiO 引 に 逐 し くい ちる し く ソ ニダ に ど み な 7 岩 右 化学 的 特徴 は タダ セ チ ナチ 島 に 類似 する 。 
本 島 は トラ ッ ク ・ ク サイ 島 な ど と と も に ソー ダ に と む 内 太平洋 アル カリ 岩石 区 の 西端 を 
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KERR L, その すぐ 西方 に は いわ ゆる 安山岩 線 が 走 つ て いる 。 


福島 県 伊達 郡 千 費 森 産 ピ ジオ ン EBASWiA NB eE — 

福島 市 東南 方 8km に ある 千貫森 岩 頭 は , MHOSAVMERRUBAKRat OG 
Zo Mit LC, BREA TM AA EA CEMA neha, 03mm 
~15mm OUYF+YMAD, BAHL LC, BREA: Cv>avba Bea: 77-2 
が , 捕獲 結 品 と し て , BE SE - BRC BMANEREERSS Mme yty 
WRAL, (a) 単 結 品 また は それ の 集 夷 状 を な する も の , (b) Wwe’ OF TERE 
TOO, (c) BARB ((—)2V=—68°~ 80°) の 厚い rim を つく つて いる も の , Frets, 
RAERAO— Bd Ah を 置換 し て 明らか に RAE 転移 し た こと を 示す も の , (d) 
ご くま れ に , UVF VIRAESBEAO rim CLO BA CWHZYORERHS CVF 
y FRA OBE - Aste (+)2V50° で , B=1.700 (平均 ) で ある 。 MAMNLIEO THE 
の 予定 で ある 。 

江 手 火山 の 沼 五 学 的 研究 KBR B 

岩手 火山 は , 旧 岩 手 火山 と 新 岩 手 火山 か ら な る 。 両者 と も 三重 火山 で あり , 特に 旧 岩 
手 火 山 に は 穫 型 的 な グレ ンコ ウツ 型 カ ル デ ラ が 存在 する 。 火口 は 東西 に 配列 し, その 活動 
は 西 か ら 東 えと 移動 し て いる 。 

LOKWOBRLIT ACCU S VERBAL, Uc, Ic, Vc HOKRERR 
WE CHS. BELRMORMIERIL, PE CLARA -ADRA-MARIA, 石 基 で 
WED FV HE & 72 O TW So 

JAF LL ORE ChE 比較 的 分 化 の 進ん で いな いも の か ら , 可 な り 分 化 の 進ん だ も の 
まで 見 られ る が , 新 岩 手 火 山 で は 各 話 岩 で は 分 化 の 程度 に ほとん ど 差 が 見 られ な い 。 

化学 成分 か ら 岩 手 火山 全体 と し て の 傾向 を 見 る と , (hOFMELKIL ED ty Re eS 
系 に 比 し て , PANEL, MgO-—FeO+ Fe,0,— Na,0+ K,O 図 に お ける 分 化 曲 線 は 
那 頃 大 山 帯 ビジ オン 交 石 質 岩 系 の 下限 に 落ち る 。 

WAV WOR BAI Pe 河 Ele KR 謙一 郎 

那 僚 火山 の 基 毅 は 先 第 三 紀 花 賠 関 緑 岩 及び 新 第 三 紀 堆 積 岩 で あぁ る 。 これ ら を 不 整 合 に 
第 三 紀 末 一 第 四 紀 初頭 に 活動 し た ARR OBO So これ を 更に 被覆 し て 那 
人 銀 火 山 が 噴出 し た 。 先 づ 玄 武 岩 質 集 塊 岩 類 が 流出 し , 続い て 英 大 量 の 安山岩 質 の 火山 灰 , 
KU, Jk UE, 集 塊 岩 等 が 吐出 し , 引続き 黒 尾 谷 后 , 南 月 山 , 朝日 岳 , SARE. AA 
外輪 燈 岩 が 流出 し , 最後 に 茶 妖 岳 中 央 火口 丘 が 形成 され た 。 これ ら の 火山 岩 類 は ピ ジ オ 
Y HEA ae RK Ra RS LRA ECR BRIE OTS 代表 的 な 火山 岩 
11 fil (ATURE Le Si) の 化学 分 析 を 行 つ た 。SiO。9%6 は 51.56~ 67.97 で , 
SRR Be he IE 及び 焼山 の も の と , YU A VHRR RERERE~ RUS 
は 岩手 山 の も の と 非常 に 良く 類似 し , 分 化 経 路 も 同一 で ある 。 

オキ シン に よる 玉 英 中 の 微量 アル ミニ ウム , 鉄 の 同時 比 色 定量 今 野 ah 

BRPOBEOT VI AVA, 鉄 を 定量 する 際 に , 鉄 は 比較 的 容易 で ある が , アル ミ 
= Vd eR AEM ERT SILI, SPiN COSHH CE 困難 で ある 。 オ 
キシ ン を 用 いて 鉄 と アル ミニ ウツ ム を 同時 に 比 色 定量 する 方 法 を 検討 し , これ を 適用 し た 。 
この 方 法 に よれ ば 10-4 % 程度 の 鉄 , アル ミニ ツ ム を 精度 よく 定量 で きる 。 粉末 試料 に 
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PRRUDS ES OPR, 過 塩 素 酸 を 加え て これ を 分 解せ しめ , TPR MEAL LR BORA 
シン を 加え , 酢酸 アン モニ ウツ ウム 深 液 を 用 い pH を 調和 飾 し , 両 金属 の 錯塩 を 生成 せしめ , 
CAN 10ml の クロ ロホ ルム で 抽出 する 。 抽出 液 は 無水 硫酸 ナチ トリ ウツ ム を 用 い 
て 腕 水 せしめ , 同様 に 処理 し た ブラ ンク を 対称 と し て 夫々 476 mg 及び 390 mp の 吸光 
度 で 測定 する 。 

含 ニ オブ タン タル 鉱物 の 化学 分 析 法 長谷 川 修 = 
Nb-Ta を 主 成分 と する columbite, fergusonite, samarskite, euxenite 等 の 化学 
分 析 法 は 従来 極め て 繁 雑 な 操作 を 必要 と し た 。 演 考 は 従来 の Schdller 法 等 を 次 の よう に 
Kid CHAE LK. BEHOM Bix NaHSO, wai H,SO,-H,O, Hick ZOD 
酸 押 出 法 より 優れ て いる 。 即 も 沙 解 が 容易 で Ti 会 量 の 予知 が 出来 AOGRROME A 
な い 。 Nb. Ta(Ti) と 他 元 素 と の 分 離 に は Na,SO, を 用 いる 。Nb:Ta 混合 酸化 物 な ら 
Nb を 定量 する に は NaHSO, wat, H,SO,-H,O, 抽出 液 に つい て BT TABI 
よる 層 元 滴定 法 を 用 いる の が よい 。 FEROER-—7 va VEL YAK 簡易 で 且つ 少量 
の Ti の 存在 は 直 に 補正 する こと が 出来 る の で 障 紅 と な ら な い 。 有 又 等 の 少く , Ti, U Fe 
の 多い columbite-tantalite 系 讐 物 に つい て は , 最初 の 抽出 液 か ら , アマ ル ガ ム 居 元 と 
Na,WO, の クン グ ス テ ン 青 を 利用 し て 直接 Nb と Fe を 同時 滴定 する こと が で きる 。 
局部 分 光 分 析 法 に よる 関 亜 鉛 鉱 中 の 鉄 の 定量 法 湊 % it 
研究 者 等 が 鉱物 類 の 局部 分 光 分 析 法 の 研究 を 始め て 以来 , =, SOR BAL CR 
FERRER CRI LCOS. 特に 非 電導 ルレ 性 の 久 物 の 薄 片 を 用 いて 行う 局部 分 光 分 析 溢 
と , 超 流 断続 弧 光 法 に お ける 電流 安定 装置 と は 独自 の も の で ある 。」 局部 分 光 分 析 法 を 用 
Vo 72 PSEA SK A OPO FEMIZOW CL か つて 報告 し た こと が ある が , その 報告 の 際 は 発 
光 法 に 火花 法 を 用 いて いた 事 な ど に より 鉄 の 定量 の 下限 が 約 4% 程度 で あつ た 。 今回 の 
報告 は 電流 容 定 装置 を 用 いた 直流 断続 弧 光 法 で ある な どの 改良 を 行 つ た た めい に ERO EF 
限 を 閉 る し く 下 げ 得 た 事 と , 分 光 分 析 写 真 の 測光 小 が 精密 と な り 旧 時 に 比べ 精度 を 高く 
する こと が で きる 事 と が 新 ち た な 点 で ある 。- そ の 方 法 と これ を 利用 し た 研究 結果 の 一 部 
だ る ろ き 人 簡単 に 報告 し た 

Garnet の 産 状 の 一 , 二 の 例 に つい て (北九州 恒 見 及び 八 茎 鉱 山 ) 

湊 秀 it, 河 原 AA 

福岡 県 門司 市 恒 見 は ドロ マイ ト の 産地 で 有名 で ある が , RBAOAKAE SHEL So 
この 石灰 岩 と 花 賠 岩 と の 接触 し た 部 分 に andradite-salite FEL TAA ANY HAE 
する 。 こ の スカ ルン 帯 よ り 更 に 100m HAAN AKA BRC Lice MAD BIRO 
分 と 思わ れる 岩石 が 存在 し , LOBAL AKA & Ofc clinopyroxene-garnet- 
wollastonite を 主 と す る 幅 約 10cm 前 後 の 帯 状 分 布 が 存在 し , この garnet は スカ ル 
ン 帯 内 部 の も の と 異な り , grossularite-andradite 中 grossularite に 近い る も ので, 化学 
成分 及び 産 状 を 異 に し て いる 。 この よう な 二 種 類 の garnet の 産出 例 は 岩石 及び 鉱物 共 
生 状 熊 は 異な る が , 福島 県 八広 鉄山 に お いて る も 見 られ る 。 等 者 は この 二 つ の 産地 に お い 
て , 各 整 に お ける 化学 成分 の 変化 及び garnet その 他 の 鉱物 の 化学 成分 の 相 異 を 調べ 報 
a Wies 

炭酸 塩 混 晶 に 関す る 2,3 OF BNR BFE 巳 , 後 藤 優 
ip imi He Pics TC Mn-Ca, Ca-Cd, Ca-Mn の 各 系 の 合成 実験 を 行い 100% JER 
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する こと を 線 解 析 に より 確 め た 。 試料 の 合成 に 際 し 出来 る だ け 沙 液 の 濃度 を 抑え て 水 
加 物 の 生成 を 防ぐ と 共に 反応 速度 を 緩 恨 に する 様 に 努め た 。 同じ 目的 の た め 試 薬 の 滴下 
速度 を 0.3cc /min BELL, 且つ RABE RH Lh. 過 速 の 反応 速度 条件 下 で は 高 
ェ エン トロ ビー 不安 定 相 の 生成 を 誘発 し 易い ひい が, この 危険 は 除 か れ た も の と 考え る 。Ca-Cd 
系 に 於 いて は X 線 解 析 結 果 母 液 組成 の Ca, Cd 比 と 異な る Ca, Cd 比 の 固 相 が 形成 さ 
れ , 同時 に Cag, Cdi。 程度 の 別 の 固 相 が 形成 され る 。 従 つ て 混 品 の 難易 と いう 点 で は 
Ca-Cd が 最も 形成 され に く ゝ , Ca-Mn が これ に つぐ 。 Cd-Mn の 混 卓 は 非常 た に 究 定 の 
様 に 思わ れこ れ が 天然 に 産 す る と いう 記載 が な い の は 不思議 で あぁ る 。 以上 の 混 品 形成 を 
みる と 単に イオ ン 半 径 比 や 電気 的 陰性 度 ば か り が その 裏 素 で は な く , イオ ン の 重量 も 関係 
し て くる と いう 点 に 関し , 筆者 等 は 所 見 を 述べ た 。 

加熱 中 の 鉱物 の 構造 変化 の 連続 測定 梅 垣 HK E 精 

数 種 の 鉱物 を 加熱 状態 に 保 も ながら, それ ら の 内 部 構造 の 変化 を X 線 的 に 直接 連続 測 
定 し , 若干 の 見 知 を 得 た 。 

(1) 特定 の d に 対 店 する 20 お よび 強度 変化 , その 全部 また は 一 部 の 消 減 と 新しい d 
の 出現 も し く は それ ら の 共存 状態 等 か ら , 真 の 構造 変化 点 が きめ られ , 層状 構造 で は , 
主 ・ 副 構造 の 変化 ある い は 二 層 ・ 三 層 の 構造 変化 の 差異 等 が 識別 で きた 。 (2) 所 定 温 度 
で 1~100 時 間 加 熱し て 得 ら れる 真 の 構造 変化 点 は D.T.A 曲線 上 の peak や 加熱 後 冷 
ED し た 試料 に つい て 求め られ た 結果 等 よ ひ も か な り 低 温 側 に ずれ る 。 (3) 試料 を 加熱 し 
な が ら , 特定 の d の 両側 1° 内 外 で G.M HEA Xe, その 強度 変化 を 追跡 する 振動 
HCH, 5°~10°C/m HE OAMAAER Cl, 見 か け の 構造 訟 化 点 が , 他 の 方 法 と 同 
様 に 高温 側 に ずれ る 。 (4) 石英 の 両 型 転移 は , 加熱 速度 の 緩急 に 関係 し な い 。 

1,000 気圧 (H,O) FICS SHRBL T7154 b (Wairakite) ORB 

小泉 CE PR 和 一 , 桐山 良一 
天然 の 方 沸 石 (NagO・Al20。・4SiO。・2HH。0O) お よび ワイ ィ イラ カイ ィ イト (CaO-Al,O,-4Si0,- 
2H,0) の 化学 組成 を みる と 両者 相 五 の 同形 置換 範囲 は きわ め て 限ら れ て いる 。 Na。0O・ 
Al20。・4SiO。 一 CaO・Al20。・4SiO。 系 の 各種 組成 に つい て 両 鉄 物 相 の 熱 水 合成 を 試み そ 
の 安定 領域 を 明らか に する の が この 研究 の 目的 で ある 。 | 
テス トチ ュー ブ 型 ボン ベ 式 熱 水谷 成 装置 を 用 い ゲル を 出発 物質 と し て , 1,000 気圧 
(H,O) 下 150-500°C で 結晶 化 さ せ た と ころ , 石英 ・ 長 石 の ほか に 沸 石 4 種 が 合成 され 
た 。 方 沸 石 と ワイ ラ カ イ ト は は な 250-400°C ONGR CRE, と くに 800°C で は 全 組 
成 か ら 生 成 し た が , 方 沸 石 の な が 生ずる の は CaO 3096 (EV EE)ELL FORA S, CaO の 
BRENMECBTL IAF AA PMCMIGH, 70% 以 座 で は ミミ で 区 V4 PME 
存 し て くる 。 
多 群 多 成分 系 線型 判別 員 数 の カオ リン 鉱 戸 の 化学 組成 に つい て の 適用 例 
高 橋 

本 邦 産 カオ リン 人 鉄 石 は 堆積 源 ・ 府 水 源 ・ 火 山 灰 源 の 3 群 に 分 けら れる が , 各 化 学 組成 
の ヒ セ ヒストグラム は 各 群 何れ も か な り よ く か さ な つ て いる 。 各 化 学 組成 の ヒストグラム に 
お ける より , より よい 分 離 を する よう , 多 群 多 成分 の 線型 判別 陣 数 を 適用 し た 。 LORS 
果 , 一 番 分 離 度 の よい FegOgs より も 2 視 ほ ど よ い 分 離 度 を えた 。 な お , 判別 函数 の 系 数 
の 2 番目 以下 の 解 は 0 と な つ な た 。 


= 演 # F 71 


eB M GL M Nk 
2, OG, —XiX)) hay = OR 2 (Cri(kj) i(h) —i %)) say, か ら 判 別 
BRO RR at を 解く 。 4 : ウェ イト (所): By (A 群 , 7 番目 標本 の ? 化学 組成 ); 
Nk: k 群 の 標本 数 1 7 は 7 に 同じ で H,O(+), SiO。, Fe20。, Al,O, の 順 ; ad がき 
まれ ば te FIR Ms (Fe) な る 線型 判別 函数 が えら れ , X (hj) DAA xi (hj) の 
NN) —%)? 


~T/N SSC (Bi) —¥)? 
5] 


BALD LWARER TA. TOME Dr = 0.5359, また は 


VA=7T3 を えた 。 

日 本 の 化石 赤色 土 の 遊 離 酸化 鉄 に つい て ur 
一 般 に 赤色 土 は 亜熱帯 的 気候 環境 の 下 で 生成 され て いる が , わが 国 の も の は その 出現 
様式 を 異 に する 。 様式 的 に は 赤い 春 層 を 伴 つ た 地層 の 一 部 と 見 働 さ れる 堆積 型 の も の と , 
比較 的 広い 範囲 に 豆 り 岩層 が 赤色 に 風化 し た と 見 られ る 風化 型 の も の と が ある 。 化石 赤 
色 土 と は 現在 の 気候 , 植生 の 下 で 土壌 生成 が 行わ れ た 結果 生成 され た も の で は な いと い 
う 意 味 で 用 いた 。 土壌 の 着色 は 主 に 鉄 成分 の 含有 量 と 結合 水 お よび 鉄 の 結晶 型 に よる る も 
の と 思わ れる 。 全 鉄 , 遊離 鉄 , 非 結 品 質 遊 苑 鉄 含量 の 比較 , ※ 線 分 析 の 結果 , この 土壌 
の 赤色 着色 度合 の 強い る の は goethite, hematite を 含む が , 交 線 非 品 質 の も の が 多く , 
堆積 型 の も の は この よう な 鉄 が 粘土 粒 を 被覆 し , 風化 型 の も の は Rib ORM BIER 
質 鉄 に 変化 し て いる 。 さ ら に 古 地 理 的 観点 か ら 解 明 す れ ば , 一 定 の 出現 様式 が あり, 土壌 
DEER HBG I DEE TC H Bo 


東海 地方 産 白 粘 土 中 の 微量 元素 a 尾 券 一 
Bey - RRP ALE AE ARAL PEK, 性 質 と も に 銘 接 な 関係 に あつ て 
Skyy - WAMOAR ST, 窯業 その 他 の 利用 の 面 か ら も 研究 が 進め られ て き て いる 。 
その 研究 の 一 端 と し て 百 粘 上 中 の 微量 元 来 の 分 布 を 分 光 分 析 に よ つ て 検出 し た 。 結果 は 
第 1 表 の 通り で ある 。 使用 装置 は J.A. 社 の 大 型 平 面 回 折 格 子 に よる 分 光 写 真 器 お よび 
島津 針 作 所 QL 170 型 水 唱 分 光 写 真 器 を 併用 し た 。 


BM 白 粘 士 中 の 微量 元素 


産地 Viewer Nb Yt sn Ge “3 im Ti PBT BY Ni MinGa 
1 ‘yey aces pe ae ae ae Ae ae Oe Te 
Es Ro og ee ENN ED ET 8 OE ee 
” i eens = eee | Dh it i Sin Si nS) il, al 
本 Fh 2 1 2 1 —1 2 Mee eee ee 1 
Zz 母 1 Leet See a = 1 SE 
de i i ae: eae EN EE Dae 
eS ah pik SM a i a es a ie Cs a 
2 1 —t,=1 1-1) — — =—1 Piss RSD 2 
ap eee El ol ee ee oe | 
v 戸 1 1 | 3 — — i 1 oF eS "30 3 
” 1 1 1 1 +1 =) —1 Le 3s 18D let 
— な 検出 し 得 な か つ っ た も の , at は 存在 の 確認 が や や 困難 な も の , 
1, 2, 3, は スペ クト ル 線 の 明瞭 度 を それ ぞ れ の 元素 に つい て は 比較 

し た も の で 定量 的 な 意味 は な い 。 


2 岩石 鉱物 鉄 床 学会 誌 


Montmorillonite を 主要 粘土 鉱物 と する 火山 放 土 壌 に つい て HH 淳 一 
宮城 県 川 濾 附 近 は 主 と し て 鑑 三 紀 の 石英 安山岩 質 凝 灰 岩 類 より 成る 丘陵 性 山地 で , Z 
を 新 し い 石 英 安山岩 質 の 火山灰 が 1~2m OBS CHOCWS. 此 の 火山 灰 の 中 , BE 
に 近い 東北 大 学 川 渡 農 場 田代 地区 の 一 土壌 断面 を 調べ た 結果 , ERED HER MWOK 
部 分 は montmorillonite で , 少量 の halloysite, gibbsite, cristobalite 及び quartz 
を 伴い , 下層 程 gtbbsite が 増加 する 。 叉 火山 灰 士 壌 の 下 に 現われ る 第 三 紀 の 石英 安山岩 
質 涯 灰 岩 の 風化 物 の 粘 士 は gibbsite 及び cristobalite で あり , 所 調 粘 圭 鉄 物 3 極 め て 
少な い が , ILO gibbsite B, こ ゝ で 生成 され た も の か , 或 は 上 の 土壌 か ら 移 動 し て 生じ 
た も の か 不明 で あぁ る 。 土壌 の 化学 的 性 質 は 塩 菜 に 逐 し く , pH DMM CHC, 強い 酸性 
を 示す 。 PFLEOELBM ML montmorillonite CH), ARK AG MOA RIO 
点 か ら 極 め て 興味 ある 事実 で あろ 3 う 。 


群馬 県 確 永 地方 第 三 紀 堆 積 千 中 の 粘土 鉱物 (第 2 報 ) ” 崎 BS ket 
ベン トナ イト 層 を は さむ 中 木 泥岩 層 の 下位 に は 滝 名 田 砂 岩層 が くる 。 HSER EBO 
上 部 は 部 分 的 に 原 淫 灰 岩 層 に 移 計 する 。 滝 名 田 砂岩 層 と PAB SOWEMBRU PORK 
岩層 中 に は 淡 緑色 軽石 , 濃 緑色 軽石 及び MRAM MAS EN TOT, これ ら の 3 種 の 
HERA TA } EUCHRE ELM EY So 

RRA Ss 1~2 mm の 球状 , FARIS RRESL, HMMA 
REE EARS COMPUIDEKBRAG HT OV OMA HR Le) DCHS. EO 
化学 成分 は 次 の 通り SiO, 46.32, Al,O, 7.78, F1,0, 13.43, FeO 3.49, MgO 4.20, 
CaO 0.80, Na,O 0.52, K,0 5.08, H,O(+) 8.80, H,O(—) 7.05, Total 97. 47, 
X FRE RRO READ RK CORREA AD KEANE CHS. LM 
PEAR AILROBZO EY EV a4 b MOK SKIL 鉄 の 多い SERIE! + Bk DYE 
で あぁ あり, 淡 緑 色 軽 石 は 鉄 の 多い モン モリ ロナ イト 型 粘 士 鉄 物 よ りな る 。 SMILES 
若き る いで 述べ た だ 6 

HIRE OLS BICOVT RH 準 " 平 
AOEARTERI A CL CHA SNK. 最近 鋳鋼 お よび シェ ル モ ー ル で ド の 鋳型 材 と し 
て 横 橋 石 (ズン 標 枝 岩 ) を 適当 な 粒度 に 粉砕 し て 利用 する こと が 盛 に な つて きた 。 こ れ は 
HEE DERIVE (MCB, FAME, 熱容量 , 熱 伝 導 , 熱 間 強度 等 ) と 化学 的 性 質 ( 知 熱 
Wik. 化学 的 次 定性 等 ) が 従来 錠 型 材 と し て 広く 使用 され て いた 落と か な り 相 異 し 。 こ 
れ に 優る こと に よる の で ある 。 BEEWHRICE LC RS EMO RAISER ORE 
に よっ つて る も 少く する こと が で きる こと る 使用 の 大 き な 素 因 を な し て いる 。 

oe NN a 
列 さ れ た 岩 相 に 区 別 さ れる 。 CORY SUE & ROL ASE L TY ERE RE し 鋳型 材 
2 LCRA SL = + TRS GE oe OX ODMHOM 
微 鏡 的 観察 の 結果 , 化学 分 析 の 結果 等 を 述べ , 今後 さら に 鋳型 材 と し て の ズ Y BET 
いて 研究 され る べき 問題 並び に 製品 と し て 使用 され る に 際 し it SRA bm oe 
FAIZ CUNT 6 
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SER Rae 
8270, 高温 高圧 に 於 ける Al,O,-H,O 
系 Kennedy, G.C. 

Gibbsite と bayerite の 混合 物 を 原 試 
EL, 5,000~40,000 bar の 水蒸気 
FEC 100°~600°C 間 の Al2O。-H20 系 
の 研究 を 行 つ た 。 40,000 bar で は 約 
295°C 以下 で gibbsite が 安定 で , 更に 
約 590°C SEDC diaspore が 安定 で あ 
る 。Trihydrate か ら monohydrate へ 
の 転移 で は 反応 速度 が 再 結 品 の 進行 に つ 
れ 急 激 に 衰え る の で 完全 な 平衡 を 得る こ 
と は 困難 だ が , 260 kilobar, 260°C 以 
上 で は 直接 diaspore と な る の に , それ 
以下 で は 必ず boehmite が 形成 され 
boehmite 相 領 域 が ある 様 に 見 える 。 然 
し boehmite は 不安 定 で , この 領域 内 の 
熱 水 条件 下 に 長 時 間 お く と 結局 diaspore 
に 変化 する 。 又 低温 低圧 に 於 ける 実験 は , 
大 気圧 及び 大 気温 度 に 於 ける diaspore 
の 形成 が 可能 で ある 領域 が 存在 する こと 
aL, gibbsite, boehmite 及び dias- 
pore の 天然 共生 に 何 等 の 矛盾 も な いこ 
きき を 指摘 し て いる 。 = (Am. Jour. Sci., 
257, 563~ 573, 1959) CBS 
8271, Sepiolite, attapulgite 及び 
saponite の 高温 加熱 変化 Kulbicki, G. 

HEE sepiolite を 加熱 , 文 線 回 折 図 を 
作成 する と , 800°C で 原 回 折線 が 消え て 
enstatite の 線 が 生じ , 加熱 と 共に 段々 
と 発達 し , 1350°C  B-cristobalite の 
線 が 現われ る 辺り か ら は 回 折線 が 弱く な 
り 1500°C 附近 で は sintering が 見 ら 
れる 様 に な る 。 DTA で は 800°C で 結 
卓 水 の 放出 に よる 吸熱 ピー ク と それ に 続 


録 


く 構造 の 再編 成 を 示す 鋭い 発熱 ピー ク が 
見 られ る 。 BVUKPED sepiolite で は B- 
cristobalite M23 1075°C で 現われ , 
enstatite の 回 折線 の 相対 強度 る も 堆積 性 
sepiolite と は 異 つ て いる が 何れ の 
sepiolite で も 塩基 交換 に よる 影響 は な 
Wo 堆積 性 attapulgite で は 1100°C で 
B-quartz が 現われ , 1200°C で 8B-cris- 
tobalite に と つて 代 る が その 際 enstatite 
の 回 折線 が 消 滅 する 。 DTA で は 800°C 
の 吸熱 ピー ク が な い 。 塩基 交換 は silica 
phase (ce VEWBHSo Boke attapulgite 
で は enstatite の 発達 が 悪く , 他 に 
1200°C @ cordierite 2i4:4°4, Sa- 
ponite は 熱 水 性 sepiolite に よく 似 て 
WS, DTA CRA, FRE - 7H 
に 発達 し な い 。 DEDE RO SKINIS Hie 
が よく 似 て いる が , 各々 の 八 面 体 層 の 結 
合 状態 と 化学 成分 に 上 少し づつ 相 異 が ある 
為 , 高温 生成 相 に も 変化 が ある 。 特に 
sepiolite と attapulgite に は 八 面 体 層 
の 結合 が 酸素 の 単 一 結合 に よ つ て 行わ れ 
て いる も の と 二 重 結 合 こ に よ つ で 行わ れ て 
いる も の と が ある の で 高温 生成 相 に 相違 
が で きる 。 (Am. Min., 44, 752~764, 
1959) CBS) 
8272, Autoclave の 使用 に よる gyp- 
sum か ら hemihydrate へ の 転移 の 
X 線 研究 Droste, J.B., Grim, R.E. 
X 線 分 光 回 折 装 置 に autoclave を 取 
付け , 温度 と 圧力 の 変化 に 伴 つ て , 連続 
人 的 に 実験 出来 る 様 に し た 。 この 装置 を 用 
いて gypsum の hemihydrate へ の 転 
RGR Lr. その 結果 , gypsum の 
(020) の 回 折 ビ ピー ク の 強度 は hemi- 
hydrate の (020) ピー ク が 生じ 始め る 
LW L, 後者 が 最大 値 に 達する と 問 も 


抄 2 SB GK GRR AS 


な く 完 全 に 消滅 する の が 認め らち られ た 。 雌 
の 過程 は 固体 間 転 移 で 然 も 中 間 相 の 生成 
は 認め られ な いき に の 変化 は 20'C で 
14 pounds の 水蒸気 圧 を か ける と 始ま る 
が , 20 pounds 以上 に 加 圧 すれ ば 転移 
は 極め て 速やか に 行わ れる 。 
(Am. Min., 44, 731~737, 1959) 
Cea 
8273, ペッ ツ 鉱 (AgAuTe,) の 結晶 学 
Alfred J, Frueh, Jr: 

ご れ ま で の 文献 に よれ ば ペッ ツジ 鉄 は 
等 軸 呈 系 に 属す る こと し か わか つて いな 
WO. ILO Botes Transylvania に 
於 て ペッ ツ 鉄 の 小さ な 結晶 が 見 つか つ 
た 。 この 結 品 は テル ル 銀 鉄 ( ヘ ッ ス 鉱 ) と 
HALTS ペッ ツ 鉄 の 合成 を し た 
Thompson (1948, 1949) DX 線 デ ー タ 
MoRe tiv, 
Buerger precession data より 裕章 群 を 
Iyjs2 CPOHE L fo A= 10.38 A, ee 
vz, 87-94 CronLuwBFRe, Z 
=8S3nNS LAS HICKS 
重 は 8.74 と な る 。 原子 位置 は 24Ag・: 
x,0, 1/4etc. @ x =0.365, 8Au: 1/8, 
WS, l/Sete,, 16le: aces CLCu se 
x =0.266 GHZ. Xv YHENY RE 
は , 実験 上 250°C Li CHIKERT © 
(Am. Min., 44, 693~701, 1959) 

CA 
8274, 7 VY HY RACE RO SRM 
に その 結晶 学 Adamsky, R.F., Merz, 
K.M. 

7 VP GRIND % LE 構造 の PELEER 
を , SiC, と C。H5CH。 の 混合 物 叉 は 
CH,SiCl, # (fiw, 温度 1400~1500°C 
IKAA AR CAR Lr TRAGEESRICUABE 
(GHG eA < 表面 体 品 系 乃至 六方 品 系 
の 多 型 (polytypes) WHY, 現存 まで 
少く と も 29FEO 多 型 が 記載 され て いる 
が , その 最も 簡単 な 構造 で ある 2A 型 は 


Cy 


見 出さ れ て いな か つた 。 合成 物質 の 測 角 
及び ぶさ 線 的 研究 の 結果 , この 物質 は a 
= 3.076, + 0.0010A co = 5.048) = 
0.0010A の 2H xe CHS EWH し た 。 
この 論文 で は AMAL X 線 研 究 の 詳 
細 を 報告 し , 合成 物質 の d GRRE 
振幅 値 事 の 二 表 並び に 合成 物質 の 頭 徴 鏡 
写真 及び 結 品 図 の 二 図 を 記載 し て いる 。 
(Zeit. Krist., 111, 350~361, 1959) 
Che) 
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岩石 学 及び 火山 学 
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8275, Main Donegal granite Pi- 
tohers RW SL Rea ds EE 
FANMZY FARES Donegal 7EmG 
複合 体 は 古 期 ミ グマ タイ ト , Ardara 75 
HAPS, Rosses 環状 複合 体 及び Main 
Donegal granite か ら 成 り , 此 等 以前 の 
岩石 は Dalradian metasediments (4G 
Kees, $i, Bea) 及び meta- 
dolerite か ら 成 る 。 Main granite は 本 体 
と 西部 に ある 凍 造 を 示さ な い Trawena- 
gh Bay granite に 分 けら れ 夫 々 140 
及 20 ~AMRe FHS. Main granite 
本 体 は 黒雲 母 花 賠 岩 で 部 分 に より 岩 相 を 
ZEA» 流 理 構造 は 鉄 物 の 方 位 , 完全 な 
banding (帯状 構造 ) に より 示さ れる 。 
後者 は 粒度 変化 及び 黒雲 母 の 量 の 変化 に 
よる 花 賠 岩 相 , 即ち も 早期 固 結 の 上 部 岩 相 
の 黒 圭 母 に 富む 型 に よ つ て つく られ る 。 
TIRRREILABRS LL, Main granite 本 体 
の NE-SW 方 向 に 延び に 平行 する 。 本 
花 賠 岩 体 中 で は 母 岩 の 浮 滋 破片 の 完全 な 
配列 が 十 数 喝 以 上 に 発達 し , 完全 に 流 理 
構造 と 一 致す る 。 本 岩 体 の 接触 帯 に は 花 
賠 崖 の レン ズ 状 岩 床 が 多数 入る 。 LOR 
触 帯 で は 高 変成 度 の 接触 片岩 を 生じ 十字 
ARUBA REA CWS. 即ち 本 岩 体 


i> 


GR $53 


の 周辺 に は 変形 と 加熱 と が 同時 に 加わ つ 
た 。 そ の 花 賠 岩本 体 の 周縁 部 及 近 接する 
BAL GR BY IT RE, 線 構造 及び 
mullion 構造 (一 種 の 線 構造 ) を 示す 。 そ 
し て meals He, NE-SW 方 向 に 走 
る 。 線 構造 は 露頭 部 の 北東 部 で は NE 方 
向 に 南西 部 で は SW 方 向 に 緩 か に 突 込 ん 
で いる 。 こ れ ら 構造 の 生成 は 接触 片岩 の 
構造 と 同時 で あり , Main granite 本 体 
の 位置 の 占め 方 と 関係 し て いる 。 この 本 
fit, £OV—-T7RUREBICEOCREN 

RIGO RBIROT, maz Re ORC 
Aa RA CHEESE OAR DS 殆 ん ど 水 平 
に 流動 (北東 か ら 南 西 へ ) し た 事 と 良く 一 
RIS. 花 賠 岩 中 の 流動 岩 片 列 が 広く 分 
散 す る 事 は 次 の 事 を 示す 。 即ち その 花 悦 
岩 体 は 交代 作用 起源 で は な く , そ の room 
問題 も major stoping に よ つ て る も 解く 
きど と が 出来 な い 。o 著者 等 は lateral 
magmatic wedging が この 大 きい 花 同 
岩 体 の 位置 占め の 機構 で あぁ る と 提 只 す 

Bo (Q.J.G.S., 114, 259~305, 1959) 

(Fie 
8276, 共存 鉱物 中 に 於 け る 元素 の 分 布 を 
主 と し た 南西 Quebec ER REPO 
BE BBE. 角 関 五 の 化学 的 研究 
Kretz, R. 

Quebec に 於 ける 変成 岩 地 域 の Gren- 
ville 片 麻 岩 は 主 成分 鉄 物 と し て 次 の 如 : 
特殊 な 組合 せ を 持つ て いる 。 AB K 
A SRA, ie, io, FB rn 
SBP, AIRE, Bic Senn, 2974 
A, RAPOMM~BA BLE, MPAe 
分 光 分 析 に より 鉱物 62 個 を 分 析 し た 。 
Grenville 片 麻 岩 の 鉱物 組合 せ を 調べ る 
と 共存 すべ き 鉄 物 で 共存 し な いも の が あ 
Bo HAASE + EER = PERG + IK 
長石 + 石英 + 水 の 化学 式 で RHENZO 
RGR, EERE PR — TRG — 
BERRA — PABA — KE — EO SK 


= 


物 組 合せ は 実際 に 見 られ る が 上 記 化 学 式 
の 銚 物 全部 が 共存 し て は 見 らち れ な い 。 
HMA, 黒雲 母 中 の あぁ る 元素 の 濃度 は 他 
DEMODEFICEOTHMA NS. 例え 
VREERR A LFTETE SD SPaRA Ala, 1.593. 
74% DIKAPAKD & Siri, ERR 
Be fhp a StaOPBAK 5.2~23. 
0 VORB ARD ERO, ZO 原因 
EL CRORMBSENS 

grossularite (in Fe-Mg-Mn garnet) 


+ sillimanite + quartz= anorthite 

(in plagioclase) 

CMS NMS GETS CE の 
元素 の 或 る る の は 共存 する 。 頂 材 石 , 黒 
雲母 , 角 隊 石 中 に 規則 性 を 持つ て 分 布 し 
て いる 。 之 の 規則 性 を 例 で 示す と KOM 
く で ある 。 

1. Mn/Fe+Mg+Mn in garnet /Mn 

/Fe+Mg+Mn-+Ti in biotite= 一 定 
2. V,0,9 in garnet/V,0,% in bioti- 
te=f (Ca/Fe+Mg+Mn+Ca in garn- 
et) 

3. Mn/Fe+Mg+Mn in garnet と M 
n/fe+Mg+4Mn+Ti in hornblende の 
LEVEE Z — FEE i ¢ 0 (Jour. Geol., 
67, 371~402, 1959) [植田 ] 
8277, アラ スカ 南東 端 Union Bay の 
超 塩基 性 貼 類 の 起源 Ruckmick, J.C., 
Noble, J.A. 

アラ スカ 南東 端 Union Bay の 超 塩 基 
性 岩 類 は , Coast 底 上 盤 に 平行 する belt 
を 形成 する 同様 な 複合 岩 体 群 の 赴 出 し た 
1 例 で ある 。 此処 で は まず 直径 6 ma ye 
OM Abt Et Seas, =k 
BRU ABM LSA SN SIKEO Lem 
YEA & SEF THERA LTS 更に 
REE Ee I SE a PU TEE 1 

直 管 状 体 , BOX SH x SOBA OR 
ieee ememieiin 
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“CHU ERE, FU ZE HES AUS A 
Alle, Vite, BURA CA, HG BRE, 
Hite ze LUAVEOWWSZ. LOR 
| PAPE PEAK 良く 発達 し た concentric 
zoning を 示 し , PRAM, 周辺 部 
far Alte: 輝 岩 より 形成 され て いる 。 
これ ら は 直 塩 基 性 岩 柴 が その 成分 を 変化 
し な が ら , 成分 鉱物 の 品 出 順序 と は 逆 に 
WRIA LI2® OCHS 40 BEE 
に つい て は これ と 同じ 機構 で 説明 出来 な 
い が , し か し 政 塩 基 性 岩 類 と 殆 煽 岩 類 に 
は 時 間 的 , 卒 間 的 に 邊 接 な 関係 が ある 。 
この 事実 は 世界 共通 で 単なる (BSR EAS 
えら れ な い 。 HAE DSHR EAD 
機構 と し て は , STR AA ES 
め た 。 それ か ら 少量 の HUE e (E53 
HR REGRESS LSB 
SEA ROS, ABI RAE 
入 し じ た も の で ある 90 高温 で あつ た と 考え 
られ る これ ら 超 塩 基 性 岩 此 の 結 入 に 際 し 
て , 頼 著 な 接触 変成 作用 が み ら れ な いこ 
と は 次 の 理由 に 依る 。 Bll} arate eae 
ae ae BEM ace LT 
“&, RU anhydrous ¢@ volatile 
enn より 吸収 する 性 質 が ある こと 
で ある 。 ONS OBRMOMIME LTE, 
外 傘 部 の 焼 融 が 考え られ る が , COREL 
を 導く 熟 源 に つい て は 明か で な い 。 BENG 
岩 岩 柴 は 超 塩 基 性 岩 此 の 生じ た level § 
り 漢 所 に て の 話 融 の 結果 で あぁ る う 3 。 
(Bull. Geol. Soc. Am., 68, 981~ 
1018, 1959) (KI 
8278, Arran 8 Lamlash-Whiting 
Bay HitO/\ eH RAIMA ESSAI Sri- 
rama Rao, M. 

Scotland の Arran 4,0) Lamlash- 
Whiting Bay 地域 に は , pitchstone, 
felsite の 岩 床 や 岩 脈 crinanite, olivine 
dolerite, tholeiite, quartz dolerite, 


andesite, 


eraignurite, pitchstone, 


porphry 等 の 岩 脈 が 存在 し て いる 。 こ こ 
で 興味 ある こと は , この よう に 塩基 性 か 
ら 酸 性 まで の 広い 成分 の 変化 を 示す BA 
が 見 られ る こと と , PHORAOR DME 
基 性 や 酸性 の 岩 右 の それ ぞ れ の 量 の 半分 
に だ 27 こない ある る 

この 広範 囲 に わた る 成分 の 変化 を 説明 
する た め に は , 塩基 性 と 酸性 の 2 つの マ 
グマ の 存在 を 療 えな けれ ば ば ならない 。 
Tholeiite や quartz dolerite が 形成 さ 
れ た 時 に , 塩基 性 マグ マ が 酸性 マグ マ を 混 
成 し て 。 その 結果 亜 塩基 性 か ら 中 性 の 一 
連 の 岩石 が 生成 し た と 考え られ る 。 更に 
叉 , 多く の 岩石 中 に 部 分 的 に 消化 され た 
多量 の xenolith が 見 られ る こと か ら , 
contact hybridization が 行わ れ た こと 
FAB CHS. MRS Atk deep- 
seated hybridization を 受け た 酸性 マ 
ゲ マ が ら の 結 品 作用 る を 示 を で ぐる まう で 
ある 。 

2b OR Aah AL OBER & A 
か に する の は 簡単 で は な い が , CORR 
か ら 見 て , “DOHROBIKO SABRI 
basic»>subasic ->intermediate> acidic 
basic }#%6n, Tomkeiff} Mar- 
shall 23mF3% Lve Mourne O32 )KBEL 
よく 一 致す る 。 (Geol. Mag., 96, 237~ 
246, 1959) [eI 
8279, Timor, Usu girs se 
KPAMNCBART SRRHEAO ARE 
成分 de. Waard, D. 

ンド ネジ シア Timor © Usu [yso 
塩基 性 及び 泥 質 片岩 中 に お ける 和合 長石 成 
分 を 系 統 的 に 測定 し , その 頻度 曲線 か ら 
以下 の さこ か が MBER, 1) HE 
性 岩 中 の 鎖 長 石 に つい て は , Ans~Angy 

の 成分 の も の の 頻度 は 著しく 低く , この 
範囲 以外 の 成分 の も の は 高い 。 WSK 
て は Ans~Angg O% Old HERA 
HAVE COS. 変成 作用 の 間 に . An, 
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~ANDgg の 転位 は 明らか に 狭い 温度 圧力 
範囲 で 行わ れ た 。 2) RRB CIR 
度 曲 線 の 形 は 塩基 性 岩 に 於 ける も の と IA 
ど 同 じ 性 質 を 有する が , Anjo~Anso-ss 
の 間 で は 塩基 性 の も の より 頻度 が 高く , 
Ango-35 以上 の も の は 低い 。 3) 以上 の 
事実 は , Feife, Turner 及び Verhoogen 
が 提唱 し た 緑色 片岩 相 と アル マン ディ 
ー ン 角 関 岩 相 の 境界 を Any を 以 て する 
こと は , Usu Rice Tie BREA 
SNSIL ERAT A. Any 附近 に お 
ける 急激 な 転位 は , 野外 に 於 て きわ め て 
詳細 に 追跡 され る ARE 特徴 づけ 
Bo Aly TAVTF 9 FORECIOW 
て は , 塩基 性 岩 で も 泥 質 岩 で も 同じ 様 に 
用 いら れ 得 る 。4) Ramberg ら に よ ょ っ つて 
用 いら れ た 相 境 界 と し て の Ang アイ ィ イソ 
BFP VED ARG TAT TFS PE EV 
も ずつ と 不明 瞳 で ある 。(Am. Jour. 
Sci., 257, 553~562, 1959) [長沢 ) 
8280, Wilmington complex Mj 
BLE Ward, R.F. 
Delaware, Pennsylvania, Maryland 
3 州 に 路 る Wilmington complex は 約 
100 5-H OMe Hw, banded gneiss 
26 MO TW Zo ZD banded gneiss 
は 石灰 質 斜 長石 , SHBG, 2ERORG, 
PELE D b ie S 黒色 帯 と 少量 の 交 石 を 任 
う 石 英 , PHARALNAZERASL mr 
ら 成 つて いる 。 BADD gneiss は 
正 長石 , 灰 草 長石 乃至 中 性 長石 , 22s, 
BRAD bMS 多分 交代 作用 に 依る と 思わ 
れる 花 賠 岩 の 影 弧 を 受け て いる 。 gneiss 
I< OB RALAKBARA, FORE, 
渡 跡 程度 の 紫 菊 輝石 か ら 成 る が , gneiss 
か ら 離れ る に 従 つ て SRA ES 無く な 
り , 斜 長石 は 一 部 緑 久石 で 交代 され て さく 
Bo 岩石 の 化学 組成 と 鉱物 組成 の 関係 か 
5 BK DOERR L banded gneiss 
は granulite-facies の 条件 下 で 結 品 乃至 


再 結 品 を 行 つ た こと が 判る 。 gneiss 近 
< Of6RVea tk almandine amphibolite 
facies の 高度 変成 相 (多分 almandine- 
sillimanite subfacies) に 相当 し , 離れ 
た 部 分 の FAREED 大 き な stress を 
受け 多分 almandine-diopside-hornb- 
lende subfacies の 変成 度 に 相当 する る も 
の で あろ 3 う 3 う 。 complex は 構造 的 に ban- 
ding 及び foliation で 特徴 が ある が , 
その 両者 は 必ず し も 平行 し て いな い 。 
banded gneiss の BAO Be Mes 
が 交代 作用 と 思わ れる ERA WAORA 
が 行わ れ た 。 有 有人 色 帯 は Si, Na DEAK 
U Ca, Fe, Mg, Al の 再 移動 が 行わ れ 
CEREA ECE YV BOWS. その 移動 
物質 の 量 は 容積 で 約 796 で ぁ る 。 (Bull. 
Geol. Soc. Am., 70, 1425~1458, 1959) 
[植田 】 

8281, St. Vincent  F PEA te 
積 物 に つい て «Hay, R. L. 

St. Vincent は カリ ブ 海 と 大 西洋 の 章 
に 点 在 する Windward 群島 に あり , 長 
x 18, mile OKI BG, 17aD 
TEAL & BM OFEK WY 2 5 72S. Sout- 
rire 火山 は 同島 北部 に あり , He 3000 
ft, 頂上 に は 径 4,000ft, 深き 1,600ft 
の 大 火口 が ある 。 この 火山 は Mt. Pelée 
OMELROA A, 即ち 1902 年 5 月 7 日 に 
は 大 爆発 を し た 。 

SG AIIARAERED, 引続き 鳴動 と 
地震 が 起り , 7 日 正午 頃 熱 泥水 の 放出 が 
始ま り , つづ いて 英 大 量 の 大 山 灰 と 蒸気 
AMA L, 9~10mile OBS ECLAL 
た 。 午後 2 RAYE a SS IS BE Leo 
その 時 火口 か らち ら もくもくと 暗黒 色 の 熱 圭 
が 潮 の 如く 現われ , BE UCHL HOR 
Biz yw, HEV OC RRL, & 40 
square mile M-Lih FFEBE Lice 

この 活動 の 噴出 物 (火山 灰 ) は 非常 に 
細 粒 で , IGE 0.6mm 分 級 係 数 2.9, 
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叉 多量 の 結晶 を 含む の が 特徴 で あり , OR 
出 物 総量 は 約 0.091cubic mile, (Ay, 熱 
seuepg 0.006 cubic mile) で あぁ つた 。 
熱 圭 堆積 物 は 数 9% の 大 山 奏 と 大 山 弾 及 
U 15~30986 の ラビ ピリ を 含み, 堆積 物 は 
58%, 火山 弾 は 45%, 2mm 以下 の 央 出 
灰 は 739% の 結晶 を 含ん で いた 。 こ の 噴 
火 で 放出 され た スコ リア の 化学 組成 ( 噴 
火 前 の マグ マ の 組成 と 考え られ る ) は 
SiO, 56.18, TiO, 0.88, ALO。 18.56, 
Fe,O, 3.87, FeO 5.09, MnO 0.10, 
CaO 8.08, MgO 3.55, Na,O 3.60, 
00168)" PjO7. 0.095" 1,03, 0742; 
Total 100.10 (2 価 の 平均 ) で , BAS 
AE SAR WE GL CH 
Bo (Jour. Geol., 67, 540~562, 
1959) (BAI 
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8282, Peru, Cuojone OMBRmEeE 
人 鉱床 Lacy, W.C 

PES TB k YO FeVC AE 紀 に 属す る 水 
成 岩 類 と これ を 不 整 合 に 覆う 火山 岩 類 , 
ARIAT SARE, BR v Yh 
岩 , 粗 面 安山岩 々 脈 , FAA HR, 人 第 三 
紀 ~ 第 四 紀 に 属す る 火山 岩 類 及び 同 委 居 
ARDS So SKIS ARO Hh BR 
URRY Y HBS RICE NAL, 最も 主 
要 な Chuntacala @KPRtizE= 6,500ft, 
1h 3,500f Ole] LBEA OR WEEBIC & ABE 
AHIR RCH So BAER 0.5 in 
内 外 の 硫化 鉱物 を 伴う 小 脈 群 で , 脈 の 間 
は 硫化 鉱物 料 が 鉄 独 状 を な し て 産 す る 。 
TARGA DS He BH ( , 又 黄 銅鉱 が 主要 な 初 
生 鉛 鉄 物 で , 他 に 夷 銅 鉄 , FreGk, Bit Ak 
PGK, AKIRA So MBF RUX 
次 富 化 帯 が あり , ELE A, ARgk, 黒 
PGK, 自然 鋼 , ERGEOK, SHES PETS 


AU FEED SRDS BERD Pp HB (CA OCHS 
す 様 に 見 え , REOAR RV AH Cs 
Cu と Fe の 比 が 変化 し , 中 心 及 び 欲 体 
を 切る 貫入 岩 体 の 接触 部 で は Cu/Fe の 
LER Io 

原 岩 の 差異 は 母 岩 の 変質 の 過程 に 差 を 
与え て いる が , 最も 変質 が 進ん だ 所 で は 
原 岩 に 無関係 に 最終 生成 鉱物 は 同じ で あ 
る 。 変質 は その 規模 に より 大 小 2 つ に 分 
けら れ , BREVY -HBRUA EHO 
TREMBLE PCL, 小 規 模 の る もの は 強い 方 
か ら 二 次 的 石英 帯 , HEEB, FE 
+R ENT, BRE BIC IO 
順 で 外部 に 移る 。 大 規模 の も の も 強い 廷 
化 一 絹 雲 母 化 作用 帯 , 弐 化 一 絹 圭 母 化 一 
HLM CVER OVA Fb OIE 7 
る 。 玄武 岩 の 時 は 弱 変 質 の 際 に は 蛇 紋 石 , 
滑石 , 緑 泥 石 , 粘 圭 鉱物 を 伴い , 強 変質 
で は 前 者 と 同様 石英 , 絹 雲 母 の 生成 が 特 
ENC, (2D ORR EFED  H~ HA 
REVS GEER OD JAGR SERU , 強 変質 
帯 は 一 般 に 鉱 体内 に 限ら れる 。 

構造 和 的 に は 鉄 液 上 昇 の 際 の 破砕 に よる 
部 分 は 鉛 品 位 が 高く , 母 岩 の 差 は 多少 品 
位 に 影響 する 。 BREY Y HBR ORV 
CITED PRA SD, Onis 
位 に 関係 し , その 附近 の 変質 は 中 程度 で 
あぁ る 。 叉 石英 モン ゾ = 斑 岩 の 境 界 附 近 は 
MRAM, D> CIS OMA BER 
伴っ つて , SUEVERR HA. 去 武 岩 中 で は 
Ha Po ALIX EP > GV 

又 酸化 及び 三次 富 化 作 用 は 現地 形 に よ 
る 影響 より も 第 三 紀 ~ 第 四 紀 の 火山 岩 及 
び 同 確 居 岩 の 堆積 前 の 古 地形 が 大 きい 関 
係 が ある 。 (AIME, Mineral, 211, 
104~107) 〔 鈴 木 ] 
8283, Ethiopia の 白金 鉱床 Molly, 
E.W. 

Ethiopia, Yubdo 3 #@kpe HIRO HH 
質 は 南ア フリ カ の ノー ライ ト を 和 伴う 型 と 


i> 
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(£320, Ural OF 42 Gk RBA EOWA 
件 と 類似 し て いる 。 MEX YM BAL 
Hubt UCHES> 斑 煽 岩 が 帯状 に 取り ま 
き , 外 方 に 向 つ て 次 第 に 酸性 度 を まし て 
いる 。 た で さく 本 久 床 附近 に 於 て 特徴 的 な 事 
(kX V RES & BOT birbirite WE 
THC, RAK MESO RMAS 
etbBpn, 殆 ん ど が 2 次 的 な 環 酸 と 酸 
(GREY RZBARAACHS. Ald 
AV RES Ps EK AH (0.05g/t 以 
TF) @ENTHSEKRG FT. LNnbte 
う 残 積層 , PMEBROBELUSUO 
で , この 内 , 残 積層 中 の も の は 紅 土質 暗 
赤色 粘土 層 中 に 黒色 細 尊 を 時 し て 存在 
し , 2ORMMLABR eA し 結晶 質 の 
も の は 殆 ん ど 観 察 され な い 。 こ れ に 対 し 
て 沖積 層 中 の も の は 残 積 層 の 白金 に 比較 
Lt, より 後 細 粒 で 円 摩 度 が 著しく , 一 
般 に 灰色 鋼 状 光沢 を 示 し て いる 。 WKS 
の 分 析 値 例 を 示せ ば 下記 の 如く で ある 。 
Pt 79.48 Ir 0.82 Rh 0.75 Pd 0;49 
Au 0.49 Fe 16.5036 (Econ. Geol., 54, 
467~477, 1959) CBE 
8284, U.S.A., Basin & Range 
Province |2#lt Sita t set OB 
Stringham, B. 

Basin & Range Province の Au, 
OE Zi Cus Mo, WwW, He eo 
U SRG T SA 107 HX OB 7k SKPRIT BS 
する 研究 論文 を 検討 し た 結果 統計 的 に 熱 
水性 鉱 化 作 用 を 伴う 導入 岩 と 鉱 化 作用 を 
伴わ な い 不 毛 の 導入 岩 の 聞 に は 組織 , 及 
び 組 成 の 点 で 重要 な 相違 が 認め られ る に 
Bor. 1) HEMRUSNUBOAMIC 
Zr BSR BY IRD 8696 が 
MEA BE 4 BIS FEB A (aphanitic 
tock) と 関係 が ある と 思わ れる 。 こ うし 
た 型 の 岩石 は 二 三 の 例外 を 除き 鉱床 の 二 
WED AUC ER LCS 。 産 状 は 岩 株 BUI 
Pipe, 大 岩 脈 , 貫入 岩 床 等 で ある 。 不毛 


の 導入 岩 は 大 多数 が granitoid rock で 
あぁ ある 。 但し W だ け は 本 岩 類 に 選択 的 に 
随伴 し て 産 す る 。 次 に 2) 鉱床 と 関係 あ 
る 岩石 と 思わ れる も の を “酸性 度 ” FE 
に し て 細分 する と , 4) the most “aci- 
dic” group : 7EMBES. 流 紋 班 岩 。 流 
SUE. u) “intermediate” group : 花 
MERE. Get vy Y =BEE, quartz- 
latite porphyry, latite porphyry 及び 
BARRE, quartz-latite, latite, +) 
more “basic” group : Bape, ly 
Mies, 安山岩 前 等 と な る 9 の 場合 Cu 
が “intermediate” rock に 優先 的 に 了 基 
FESS AEBS, 一 般 に は 鉱物 種 と 導入 
岩 の 種類 に は 特別 な 相関 々 係 は な い 。 以 
上 の 結果 を 線 合 すれ ば 次 の 如き 事 が 言い 
得 よ う 。A) 該当 地域 に 於 て Au, Ag, 

Pb, Zn, Cu 等 を 産 す る 新 WARS 
GAELS DANSE HO SMD 
ACFE ST BK Be tA a HE A EE A 品質 
岩 , 夷 岩 を 発見 する 事 が 先決 で あり , そ 
れ が 発見 出来 れ ば その 場合 8696 の 確率 
を 以 て 重要 な 鉄 床 が 存在 する 事 を 期待 出 
来る で あろ う 。 然 も BB) RUS 
斑 岩 より 塩基 性 の 導入 性 非 頭 唱 伯 岩 , BE 
AVI GRR ISG PE 9”, “intermediate” 
type か ら “acid” type DY OWA AA 
FEAMEPET ZLO>RCHSo 即ち , 中 
ME ds © RYE BREA MESES i EU DA 
織 を 有する 岩石 を 形成 する 地質 過程 に 於 
て は , 替 水 鉱床 を 形成 する 事 が 可能 で あ 
0, 更に, 中 性 か ら 酸 性 に 豆 る granitoid 
rock を 形成 する 地質 過程 で は , 大 規模 
な 熱 水 鉱床 を 形成 する 事 は 出来 な いも の 
> 様 で ある 。 然し , こう し た 現象 が 世界 
的 に 普遍 的 な も の か , LEO EE aig ERR 
と いう 点 に つい て は 将来 に 待つ も の で あ 
る 。 (Econ. Geol., 53, 904~913, 
1958) 【 折 本 ] 

8285, 南 オ ー ス トラ リア , Nirne = 
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黄 鉄 鉱 の 研究 La Ganza,. R.F. 
南 オ ー ス トラ リア , Nirne 地区 を 構成 
する 地層 は Kammantoo group の 
1member で ある Nirne pyritic for- 
mation に 属し , Gals MAID ES VV 
be, Mens 0 RY REARS Cambro- 
Ordovician C@%4._ Nirne pyritic 
formation は 層 厚 26,000 ARYCREL, 
65 MED. EI OCIE PH SR, FETR) RY 
vi N-S, 70E を 示す 9 Hise 60 HRIABE 
け を 生じ , 破砕 帯 が 観察 され , GREY BL 
る 程度 破砕 され て いる 。 鉄 石 鉱物 と し て 
は 黄 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄鉱 が 主要 な も の で あり , 
fA SOARS, PIEAGK, 黄 鉄 鉄 , 
BO, 硫 克 鉄 鉄 が 観察 され る 。 硫化 鉱 
物 の 産 状 は , 1) 水 成 起源 で , 層 理 に 平 
行 , MRLIRC SAT SHO. 一 Nirne 
HR CLEE RRL 50~100 ROR 
SPBTS. 2) MOWICA MAE 
0, 細 脈 状 を 時 し 層 理 を 切 つ て 産 す る も 
Do 3) KGKIRICPET SS DO CHR, BE 
硫 鉄 鉄 , Ag-Sb KMD BAAR ED MS 
詩 氷 起源 の も の 等 が 認め ちら れる 。 研究 の 
結果 , Nirne 地区 で は 少く と も 5 種類 の 
FeS。 が 観察 さ れ , うち 三種 は 二 次 的 に 
EUCIZO DCH So MEO FeS, & し て 
は 水 成 起源 の 黄 鉄 鉱 , SANRPETE SRSA, = 
次 的 に 生じ た FeS。 & し て は 風化 作用 或 
は 後期 熱 水溶液 の 作用 に 依っ つて 生じ た 磁 
硫 鉄 鉄 の 交代 生成 物 と し て の concen- 
tric FeS,, zoned pyrite, 及び 地下 特 
PRK OD: 5 DYRIR CHC 7e FeS。 が 認め ら 
れる 。 7K AGRO BRAIL 全体 の 90 96 
を 占め , GAIRPERRERGK, 並び に concen- 
tric FeS,, zoned pyrite が 各々 5% を 
r§ CvV.S_ Concentric FeS, RUSH 
jibe k VIR L7e FeS, yoy Bekok 4 
鉄鉱 が 認め られ る 。 こ れ ら 5D FeS。 
Se LAVELLE Lit, 1) 水 成 起源 の 
KG, GIRDER SRNL BG 性 を 示す 


も の が あり , その 原因 と CRRA 
の 外来 元素 例え ば Ni, Co が 黄 鉄 鉄 の 結 
MEFORKBROBCAY, ORK 
EROBALSIZABIL, ZNiKLoT 
異 方 性 を 奈 す 様 に な つづ た の で は な いか 
LEBAENSH 2) 磁 硫 鉄鉱 の 交代 生 
成 物 と し て 生じ た concentric FeS。 は 
BEB BORD CHAT CH, SOA 
< OFED RRR BORIC 4 OR 
収 率 が 極め て 悪く , 大 き な 問 題 と な つて 
WA. 等 が あげ られ る 0 (Econ. Geol., 
54, 895~902, 1959) (TAI 
8286, KRESF SY RRUOMAS 
BE Wright, J.B. 

1957 年 に Oxford #@M Vincent, 
Wright 等 は , @F 7 v REE 950°C 
以上 の 温度 で 加熱 し た 実験 結果 を 報告 し 
て いる が , 本 論文 で は その 中 の 一 人 で あ 
る 筆者 が , チタ ン 鉄 鉱 或 い は ulvdspinel 
DERASEH RAT SET YY BPRS SE 
に 1250°~1300°C で 加熱 し た 実験 に つ 
いて 述べ て いる 。 酸化 環境 中 に 於 いて 加 
熱し た 場合 に は 工 片 状 チ タン 鉄鉱 は 膨 彩 
を する が これ は 磁 鉄鉱 FesO4』 の 酸化 の 
結果 現われ る FezO。 が 薬 片 中 に 深 け 込 
CAC, TRF YY RECH O72 rhom- 
bohedral phase OEP HD Fe。O。 は 
加熱 後 は 6096 (OMT So Bic MBAs 
写 け る と 次 の 様 な 反応 が 生じ て , (ARF 
タン 石 が 現 出 する 。 

FeTi0; +2Fe,03,->Fe,TiO, + Fe,0, 

他方 層 元 環境 中 に 於 いて 加 熱 し た 場合 
に は チタ ン 鉄 鉄 薬 片 は 消失 し て 均一 と 
な り , X 線 的 研究 及び 化学 分 析 か ら こ れ 
は 殆 ん ど 純 灯 な 磁 鉄 鉄 一 ulv6spinel fH 
次 体 で ある こと が 示さ れる 。 人 然し チタ ン 
鉄 鉄工 片 の 他 に ulv6spinel 薬 片 を 有 す 
る 磁 鉄 鉄 を 加熱 し た 場合 に は 金属 鉄 を 分 
BEL, 残り の 均一 な spinel phase は そ 
の 格子 恒 数 が 普通 の 磁 鉄 鉄 一 lv6spinel 
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HMADCH kV i d WANS vibe % 
So 筆者 は これ を cubic ulvéspinel と 
rhombic Fe,TiO;-FeTi,0O, Kt OHO 
転移 相 で ある と し 次 の 様 な 反応 を 考え て 
いる 。 
2 Fe,TiO, > 3 FeO + FeTi,O; 
3 Fe+30 t 
RID FY vRRSORG & BT SSF 
DY PEG SLSR GER SEP I AL TB BE 
次 し た rhombohedral phase 中 の Fe, 
O。 は 決し て cubic >-FesO。 に は 変化 
し 得 な い の で 完 全 に 均一 化す る こと は な 
く , 居 元 環境 中 で の 加熱 の 際 の み 均 一 な 
含 チ タン 磁 鉄 鉱 固 次 体 と な り 得 る 。 (Min. 
Mag., 32, 32~37, 1959) (8) 


石 油 鉱床 学 

8287, 堆積 息 に 於 ける 有機 化合 物 の ク 
ロマ トグラフ イッ ク 型 集積 の 実験 的 研究 
Nagy, B., and Wourms, J.P. Jr. 

BRIBES, 生化 学 の 分 野 で , F 
機 化合 物 の 分 離 , 濃縮 に 用 いて いる クロ 
マト グラ フィ ッ ク 効 果 は , ARIK 
期待 出来 る も の と 考え , 一 つの 室内 実験 
を 試み た 。 

イィ オン 交換 実験 方 法 と し て , 展開 剤 に 
wk, BBA TVIAZCD RYT Z=aN 
グー イィ オン (FYVRIN- V7 4 
オレ ッ ト と ロー ズ ア ニ リ ン ), 吸着 剤 に 
BH, イラ イト を 用 いた 。 RM BBA 
と 吸着 剤 と の イオ ン 分 布 平衡 を みる た 
め , Be, イライト, 海水 及び トリ = ニ フ 
2 ミン ニニ の の で om 
kins Mayer (1947) の 方 法 を 用 い , 
平衡 分 布 係 数 Kd と クロ マト グラ フィ ッ 
ク 分 離 係 数 « を 測定 し た 。 そ の 結果 , | 
リフ ェ ニ ル ・ メ タン ー イ オン の 吸着 能 


ik, BR, イラ イト 粒子 の 大 き さ の 減少 
と 共に 増加 し , & は 固体 粒子 の 大 き さ に 
左右 され な い が , クリ スタ ル ・ ヴ ァ イオ 

レッ ト と ロー ズ ア ェ ニ リ ン と の 混合 物 は 分 
離 出 来る こと を 示 し た 。 

イオ ン 交 換 実 険 の 実際 に 当 つ て は , 上 
述 の 石英 砂 と , イラ イト の 薄膜 (0.001mm) 
で 被覆 され た 砂 と を 交互 に , 径 2.2cm 
の ヵ ラ ム に 上 か ら B (0.15mm 大 の 砂 , 
2.6~2.8cm の 厚 さ ), C (B と 同一 大 の 
砂 を イラ イト で 被覆 し た も の , 0.6~0.7 
cm OFS), D (B と 同一 大 の 石英 砂 , 
9.2~10.4cm) OJ ARCHER LL, 海水 を 
通過 させ た 後 , クリ スタ ル ・ ヴ ァ イオ レ 
SISOS ti — 6 iS Y) se NE) Es 
合 物 で 染色 し た 0.08mm KO MER 
2.5~2.8cm の 厚 さ に な る よう に BOL 
RL, One A L Lee CREE 
ATT 126 

EOPR, TVRAZIN*V 7 44AVY 
ENVY U-AFHVY BACB BL, 
海水 38.5ml 通過 の 際 は イラ イィ イト 被 覆 砂 
C 層 で は , ロー ズ ア ニ リ ン の 量 が クリ メス 
タル ・ ヴ ァ イオ レッ ト よ り る も 14 倍 も る 多 
か つた 。 C 層 イ オン 量 が 最大 と な つた の 
は , 海水 82/ml 通過 の 時 で , この 時 に 
は 2 つっ の イオ ォ オン 基 は 1 で 最初 用 いた 
時 と 同様 の 割合 を 示 し た 。 

また 吸着 クロ マト グラ ク の 実験 も 石英 
WM, 474, セル ビオ ーー テス を 用 いで 行 
い , 2 x10-5M の セル ビオ ー ス 水落 液 を 
通過 さき せな た 結果 で は , イラ イト 被覆 砂 の 
層 は 上 位 の 石英 砂 の 3.5 pe, 下位 石英 砂 
層 の 7 倍 も る の セル ビオ ー ス の 集中 が み ら 
ZH, 

上 述 の こと は 今後 野外 観察 で 確 め られ 
る 必要 が ある が , クロ マト グラ フィ イー は 
堆積 岩 中 に , 撰 択 的 に 有機 化合 物 を 集中 
させ る 作用 の 一 段階 の よう に みえ る 。 
(Bull. Geol. Soc. Am., 70, 655~ 
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659, 1959) (HAI 
8288, RMR 3. 一 砂 に 対す る 河 
の 作用 一 Kuenen, Ph. H. 
筆者 は 先 に pebble size の 魔 減 に つい 
て 発表 し て いる が , 今回 は 0.4mm の 
sand size に 拡げ て 石灰 石 , RA, 石英 
に つい て 実験 を 試み た 。 操作 の 方 法 は 前 
回 の pebble size の 時 と 同様 に 行 つ た 。 

この 実験 の 結果 に つい て 速度 と 減量 の 
BeRIZoOuc 20, 15, 10, 6, 4, 2.556 
方 体 の それ ぞ れ に つい て 図示 し て いる 。 
この 結果 size に よる 機械 的 雇 滅 は 河川 
運搬 に 於 て は 全く と る に た ら な いこ と が 
わか つた 。 又 河 川 運搬 の 際 に 右 灰 APR 
石 が 除去 され る こと は , 機械 作用 の 導 で 
は な い S と も わが つた M roundness 
の 変化 は shape-sorting か chemical 
attack か 新 し い 根源 か ら の 附 加 に よる 
も の で あろ うと 推測 し て いる 。 (Am 
Jour: Sci: , 257; 172~190; 1959) 

[阿部 ] 

8289, メキ シコ 湾 堆 積 物 中 の 炭化 水素 
Stevens, N. P., Bray, E. E., and 
Evans, E.D. 

2X Y BSE DHE. 陸 成 土壌 
原油 及び Woodford shale (Ayes 
みな され て いる ) 中 に , RVBZENSR 
化 水 素 一 アス ファ VTA Y TAME 
ョ マト グラ フ ア , 赤 外 ス ペク トル 分 析 間 質 
草 ス ペク トル 分 析 を 用 いて 比較 検討 し 
eo 

その 結果 , 炭化 水素 は 極め て 少量 で は 
HOM, A¥Y ABYVELRU ARO FF 
VELA EMMONS EN TOS 然し 
その 種類 は 原油 中 に 含ま れる も の と 異な 


NE 

メキ シコ 湾 海 底 泥 土 と 土壌 か ら 抽 出さ 
れる normal-paraffine hydrocarbon 
の 質量 スペクトル 分 析 の 結果 は , mole- 
cular weight が 310 か ら 450 まで に 
Yh e289 2ZEII2Z7 229, BVA eto ny 
数 の 炭素 原子 を も つて いる 分 子 の も の に 
BACwSlLL ERLE A RRO 
(LAs t &25%%4 Woodford shale 
に つろ いて, 同様 に し て 得 た 結果 で は , FF 
数 炭素 原子 へ の 所 択 性 は みち られ な か つ 
な s 

メキ シコ 深海 底 泥 士 の aromatic hyd- 
rocarbon と 原油 及び Woodford shale 
の aromatic hydrocarbon の 赤 外 ス ペ 
クト ル 分 析 の 結果 は , BLOM EAL, 
前 者 の も の は 簡単 な 混合 物 を 示し , 後者 
の も の は 複雑 な 混合 物 を 示し た 。 

メキ シコ 溶 堆積 物 の コア 一 深度 は , 海 
liga» 5 5~10 feet で , その 時 代 は 3120 
+220~9360+600 年 に わた つて いる se 
EMU 722 EA be EDs LOH 
積 物 中 に は 石油 様 の も の は 認め られ な い 
結果 に な つた 。 こ の 理由 は 明か に され な 
い が , 石油 様 混 合 物 と な る た め に は , 
high-molecular paraffine 中 か ら ま ず 
奇数 炭素 原子 数 の も の が 減少 し , また 新 
し い 幾 つか の aramatic-hydrocarbon 
type が 生じ な けれ ば な ら な いこ と に な 
So OMNES, COLD ARIA 
合 物 が 石油 に な る の で は な く , 他 の 種類 
の 根源 物質 が 必要 な の で は な か ろう か 。 
(A simposium ; Habitat of Oil, Assoc. 
Am. Petrol. Geol., 779~789, 1958) 


CHAI 


会 典 納 入 の 件 本 年 度 会 費 500 円 を 本 会 GRAIG 8825 番 ) 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 
AMATEUR AMG ELE LTA, 特に 多額 に 溢 納 され て いる 方 は , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下 さい 。 


投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 

1. 論文 は 原則 と し て 和文 原著 と し , 原稿 用 紙 に 当 用 漢字 を 用 いて 横 書 , 図 及び 表 を 含 
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MEE OTS. 
3. PUISSRERISHEL BI OAPI BBA YT CAKES, 1/2 Ri 1/3 な 
ど に 縮 尽 する の に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 な く 
ある Ee 

| 用 文献 は 頁 毎 に 脚 誌 と し て 次 の 順序 に 記す こと (Se, 掲載 庄 又 は 単行 書名 , & 
» 年 )。 

BWIIG ATI 4 PGS Lo 

BUS Fee RRS CISA IT SLL 伺 し 費用 は 著者 の 自 弁 と する 。 

投稿 論文 は 受付 け 順 に 印刷 する が , 本 誌 の 発行 が 隔月 で ある た め , な る べく 内 容 に 種 
a ere, 必ず し も ゃ この 順に 依ら ない 場 合 が あぁ る 。 
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